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アンケート調査の概要 
 

●⽬的 
本調査では、区民の皆さんが環境について日ごろ感じていることや、日常生活の中での環境保

全行動の取組状況、区の環境施策に対するご意見などをうかがい、これまでの環境施策の効果を

はかり、今後の取組に役立てていくことを目的としています。 

また、毎年アンケート調査を実施することで、区民の皆さんの意識変化を捉え、「目黒区環境基

本計画」の改定や事業展開などの基礎・参考資料としていきます。 
 
 

●調査項⽬ 
（１）現在のお住まいの身近な環境について   （問１～問６） 

（２）環境にやさしい行動の取組状況について  （問７～問１２） 

（３）目黒区で行っている環境保全活動について （問１３～問１９） 
 
 

●対象者 
住民基本台帳から無作為抽出した、満１８歳以上の目黒区民 ２,０００人 

 
 

●調査⽅法 
郵送調査法 （無記名回答式のアンケート調査票を郵送配付・郵送回収、電子回答） 

 
 

●調査期間 
２０２２（令和４）年５月３０日（月）から同年６月２０日（月）まで 

 
 

●回収結果 
発送数 郵送回収数 電子回答数 有効回答数 1） 有効回答率 2） 

２,０００ ４２２ １６０ ５８２ ２９.１％ 

 
１）回収したアンケート調査票のうち、自由記述を除き、属性に関する設問に１問以上回答し、かつ自

由記述及び属性を除いた設問に対して、１問以上回答している場合を有効回答としました。 
２）有効回答数 ÷ 発送数 × １００ 

 
 

●その他 
（１）「n」は有効回答数を表し、グラフは「n」をもととした百分率（％）で示します。 

（２）百分率（％）の表示は、小数第２位を四捨五入しているため、比率の合計が１００％にな

らない場合があります。 

（３）複数回答の設問では【複数回答】と表記しており、比率の合計が１００％を超える場合が

あります。 

（４）図表中の選択肢の表記について、語句などを一部簡略化している場合があります。 
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標本誤差について 
 標本調査を行ったため、調査結果には統計上の誤差（標本誤差）が生じることがあります。本調

査のように無作為抽出を用いた場合の標本誤差は、信頼度を９５％にした場合、次の計算式によっ

て求められます。 

標本誤差＝±２× 
Ｎ ｎ

Ｎ １
×

ｐ（１ ｐ）

ｎ
 （Ｎ:母集団数、n:サンプル数（有効回答数）、ｐ:回答比率） 

 ※母集団数（令和４年５月１日現在の目黒区の１８歳以上の人口）は２４２,１６７人 
 

今回の調査結果の標本誤差は以下のとおりです。 
 

n 

９０％または 

１０％程度 

８０％または 

２０％程度 

７０％または 

３０％程度 

６０％または 

４０％程度 
５０％程度 

５８２ ±２.５％ ±３.３％ ±３.８％ ±４.１％ ±４.１％ 

６００ ±２.４％ ±３.３％ ±３.７％ ±４.０％ ±４.１％ 

５００ ±２.７％ ±３.６％ ±４.１％ ±４.４％ ±４.５％ 

４００ ±３.０％ ±４.０％ ±４.６％ ±４.９％ ±５.０％ 

３００ ±３.５％ ±４.６％ ±５.３％ ±５.７％ ±５.８％ 

２００ ±４.２％ ±５.７％ ±６.５％ ±６.９％ ±７.１％ 

１００ ±６.０％ ±８.０％ ±９.２％ ±９.８％ ±１０.０％ 

【表の見方】 

 例えば、「身近な環境について、総合的に見てどのように感じていますか。」の設問に「良い」

と回答した人は全体（ｎ=５８２）の約２３％でした。 

 この場合、標本誤差は±３.３％であるため、目黒区の１８歳以上の人で、「良い」と考えてい

る人の割合は、標本誤差を補正すると、１９.７％から２６.３％の間にあることが、９５％の信頼

度でいえることになります。 

 

＜比較表＞ 

 

満１８歳以上人口 調査対象者数 有効回答数 

実数（人） 
構成比

（％） 

対象者

（人） 

構成比

（％） 
回答数 

構成比

（％） 

回答率※

（％） 

合計 ２４２,１６７ １００.０ ２,０００ １００.０ ５８２ １００.０ ２９.１ 

性

別 

男性 １１２,６２３ ４６.５ １,０００ ５０.０ ２５３ ４３.５ ２５.３ 

女性 １２９,５４４ ５３.５ １,０００ ５０.０ ３２４ ５５.７ ３２.４ 

無回答 － － － － ５ ０.９ － 

年

代

別 

１０･２０歳代 ３９,０５７ １６.１ ４４１ ２２.１ ５７ ９.８ １２.９ 

３０歳代 ４４,５５２ １８.４ ４４４ ２２.２ １０６ １８.２ ２３.９ 

４０歳代 ４８,５１３ ２０.０ ３９７ １９.９ １０３ １７.７ ２５.９ 

５０歳代 ４０,７８０ １６.８ ２７６ １３.８ ９６ １６.５ ３４.８ 

６０歳代 ２５,３７８ １０.５ １７７ ８.９ ９１ １５.６ ５１.４ 

７０歳以上 ４３,８８７ １８.１ ２６５ １３.３ １２５ ２１.５ ４７.２ 

無回答 － － － － ４ ０.７ － 

※ 有効回答数 ÷ 発送数 × １００ 

  

回答比率 
（ｐ）
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アンケート調査のまとめ 
 

住まい周辺の⾝近な環境について（問１、問５） 
●身近な環境に関する４項目（「まちの清潔さやきれいさ」、

「自然やみどりの豊かさ」、「まちの静けさ（騒音や振動）」、

「空気のきれいさ」）について、すべての項目で、「良い」・

「やや良い」の割合の合計が、「悪い」・「やや悪い」の割

合の合計よりも高くなっています。 

また、２０２１（令和３）年度と比較すると、すべての項

目で、「良い」・「やや良い」の割合の合計が増加していま

す。 

●「身近な環境を総合的に見てどのように感じているのか」

という質問に対し、「良い」・「やや良い」と回答した人の

割合は６６.０％でした。アンケート調査に回答した区民

のおおよそ５人に３人が、身近な環境を「良い」と感じて

いることがうかがえます。 

 

 

環境にやさしい⾏動の取組状況について（問７、問９、問１０） 
●「資源回収」、「ごみの分別」、「ものを大切にする」、「こまめな消灯」、「マイバックの利用」、「公

共交通機関の利用」、「再生品や詰め替え商品の購入」は「いつもしている」・「時々している」

と回答した人の割合が９０％を超えており、取組として定着していることがうかがえます。 

●２０２１（令和３）年度と比較して、傾向に大きな違いはありませんが、「車を使わず、徒歩、

自転車、公共交通機関を利用する」は、「いつもしている」・「時々している」と回答した人の割

合が約５ポイント増加しました。 

●家庭でできる環境にやさしい行動Ⅱで、「すでに購入・設置している」の割合が高い項目は、

「ＬＥＤ電球や電球型蛍光灯を使用する」（７９.７％）、「省エネタイプの家電製品を使用する」

（５８.６％）でした。 

●省エネルギーを意識した電気、ガス、水道及びガソリン（自動車）の使用量削減への取組状況

を聞いたところ、すべての項目で「常に意識して取り組んだ」・「ときどき取り組んだ」の割合

の合計が「意識はあったが取り組まなかった」・「意識はなく取り組まなかった」の割合の合計

を超えていました。 

●昨年１年間のエネルギー使用状況を聞いたところ、ガス、ガソリン（自動車）において、使用

量が「減っている」という回答が「増えている」の割合を超えていました。 

 

区で⾏っている環境保全活動について（問１３、問１９） 
●「環境保全に関する取組に参加したことがあるか」という質問に対しては、「どれにも参加した

ことがない」という回答が９２.３％でした。参加したことがない人に、参加できない理由を聞

いたところ、「活動があることを知らないから」という回答が最も多く、次いで「参加する時間

がないから」、「１人では参加しにくいから」という結果でした。 

●区の施策に関する満足度について聞いたところ、２０２１（令和３）年度と比較して、すべて

の項目で「満足」・「やや満足」の割合の合計が増加しました。  

※新型コロナウイルス感染症対策のため、 

２０２０（令和２）年度のアンケートは実施 

しませんでした。 

0
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アンケート調査の結果 
 

アンケート回答者の属性（ｎ=５８２） 

＜ 性別 ＞ 

男性 女性 無回答 

２５３人 ３２４人 ５人 

４３.５％ ５５.７％ ０.９％ 

 

＜ 年齢（満年齢） ＞ 

 

＜ 職業 ＞ 

 

＜ 世帯の構成 ＞ 

 

＜ 居住地区 ＞ 

 

＜ 目黒区居住年数 ＞ 

 

＜ 住宅の種類 ＞ 

 

18～29歳

57人

9.8%

30～39歳

106人

18.2%

40～49歳

103人

17.7%50～59歳

96人

16.5%

60～69歳

91人

15.6%

70歳以上

125人

21.5%

無回答

4人

0.7%

会社員など

の勤め人

291人

50.0%

自営業

54人

9 3%

自由業

11人

家事専業

61人

10.5%

パート・

アルバイト

53人

9.1%

学生

6人

1.0%

無職

91人

15.6%

その他

8人

1.4%

無回答

7人

1.2%

一人暮らし

139人

23.9%

夫婦のみ

147人

25.3%

二世代家族

（親と子）

236人

40.5%

三世代家族

（親と子と孫）

22人

3.8%

その他

30人

5.2%

無回答

8人

1.4%
北部地区

82人

14.1%

東部地区

109人

18.7%

中央地区

117人

20.1%

南部地区

103人

17.7%

西部地区

167人

28.7%

無回答

4人

0.7%

1年未満

44人

7.6%

1～5年

139人

23.9%

6～10年

67人

11.5%11～20年

76人

13.1%

21～30年

60人

10.3%

31年以上

190人

32.6%

無回答

6人

1.0%

○無作為抽出では２,０００人のうち、 

男性１,０００人（５０.０％）、 

女性１,０００人（５０.０％）でした。 

会社員など

の勤め人

291人

50.0%

自営業

54人

9.3%

自由業

11人

1.9%

家事専業

61人

10.5%

パート・

アルバイト

53人

9.1%

学生

6人

1.0%

無職

91人

15.6%

その他

8人

1.4%

無回答

7人

1.2%

一戸建て

208人

35.7%

マンション・

アパート

289人

49.7%

その他

12人

2.1%

無回答

73人

12.5%
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単純集計 

１．現在のお住まいの⾝近な環境について（問１〜問６） 
 

問１ ⾝近な環境について、どのように感じていますか。 
 

○ すべての項目で、「良い」・「やや良い」の割合の合計が、「悪い」・「やや悪い」の割合の合計

よりも高くなっています。 

○ ２０２１（令和３）年度と比較すると、すべての項目で「良い」・「やや良い」の割合の合計

が増加しています。 

 

 

 
 

 良い やや良い 
どちらとも 
いえない 

やや悪い 悪い 無回答 

まちの清潔さやきれいさ １７２ ２５６ ８８ ５１ ８ ７ 

自然やみどりの豊さ １８５ ２２５ ９９ ５２ １３ ８ 

まちの静けさ（騒音や振動） １５０ ２０６ ９９ ８６ ３６ ５ 

空気のきれいさ １１９ １９３ １８６ ５８ １３ １３ 

 

  

29.6

31.8

25.8

20.4

44.0

38.7

35.4

33.2

15.1

17.0

17.0

32.0

8.8

8.9

14.8

10.0

1.4

2.2

6.2

2.2

1.2

1.4

0.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちの清潔さやきれいさ

自然やみどりの豊かさ

まちの静けさ（騒音や振動）

空気のきれいさ

良い やや良い どちらともいえない やや悪い 悪い 無回答
(n=582)

（人） 

★４ 

★４ 

★４ 

★３ 
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問２（ア） お住まいの近くに川や池がありますか。 
（イ） お住まいの近くに川や池がある⽅にお聞きします。 

 

○ 住まいの近くに川や池があると回答した人は、４０.９％でした。 

○ 「水辺（周辺を含む）のきれいさ」は、「良い」・「やや良い」の割合の合計（５２.５％）が、

「悪い」・「やや悪い」の割合の合計（２０.５％）より高くなっています。 

○ 「水のきれいさ」、「水のにおい」は、「良い」・「やや良い」の割合の合計が「悪い」・「やや悪

い」の割合の合計を下回っています。 

○ ２０２１（令和３）年度と比較すると、すべての項目（「水辺（周辺を含む）のきれいさ」「水

のきれいさ」「水のにおい」）で「良い」・「やや良い」の割合の合計が増加しています。 
 

（ア）        （イ） 

  
 

 良い やや良い 
どちらとも 

いえない 
やや悪い 悪い 無回答 

水辺（周辺を含む）のきれいさ ４０ ８５ ６０ ３７ １２ ４ 

水のきれいさ ２５ ５３ ５４ ６０ ４２ ４ 

水のにおい ３６ ３７ ７１ ５７ ３１ ６ 

 

問３ ⾝近な環境について、あなたが最も重要と思う項⽬はどれですか。 
 

○ 最も重要と思う項目としては、「まちの清潔さやきれいさ」が４５.５％と最も多くなってい

ます。次いで、「自然やみどりの豊かさ」が２２.５％、「まちの静けさ（騒音や振動）」が     

２０.３％となっています。 

〇 「その他」の回答としては、「治安、安全」（５件）が最も多く回答がありました。また、「コ

ミュニティのつながり」などの回答もありました。 

 

  

はい

238人

40.9%いいえ

333人

57.2%

無回答

11人

1.9%

(n=582)

空気のきれいさ

52人

8.9%

まちの静けさ

（騒音や振動）

118人

20.3%

まちの清潔さや

きれいさ

265人

45.5%

自然やみどり

の豊かさ

131人

22.5%

その他

7人

1.2%

無回答

9人

1.5%

(n=582)

（人） 

16.8

10.5

15.1

35.7

22.3

15.5

25.2

22.7

29.8

15.5

25.2

23.9

5.0

17.6

13.0

1.7

1.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水辺（周辺を含む）のきれいさ

水のきれいさ

水のにおい

良い やや良い どちらともいえない やや悪い 悪い 無回答
(n=238)
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問４ ⾝近な環境について、⽇頃どのように感じていますか。 
 

（１）空気のきれいさについて 
 

○ 空気のきれいさについて、「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計が最も高い

項目は、「近隣からのにおい」で６１.８％となっています。 

○ すべての項目で、「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計が、「やや気になる」・

「気になる」の割合の合計を上回っています。 

 

 

（２）まちの静けさ（騒⾳や振動）について 
 

○ まちの静けさについて、「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計が最も高い項

目は、「工場や駐車場の騒音や振動」で６８.２％となっています。 

○ 「車やバイクの騒音や振動」については、「気になる」・「やや気になる」の割合の合計    

（４６.９％）が、「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計（４０.５％）を上

回っています。 

 

 気になら 
ない 

あまり気に
ならない 

どちらとも 
いえない 

やや 
気になる 

気になる 無回答 

工場や駐車場の騒音や振動 ２３７ １６０ ６４ ６４ ４７ １０ 

工事現場の騒音や振動 １７０ １４９ ７１ ９１ ９１ １０ 

近隣からの騒音や振動 ９２ １９８ ６７ １３７ ８３ ５ 

車やバイクの騒音や振動 ８１ １５５ ６４ １７５ ９８ ９ 

26.6

30.9

18.9

15.3

35.2

29.0

36.9

33.5

12.7

16.8

11.7

13.2

13.7

9.1

19.6

24.1

10.1

12.5

11.0

12.9

1.5

1.5

1.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣からのにおい

有害な化学物質

（アスベスト、ダイオキシン類など）

ほこりやけむり

自動車の排出ガス

気にならない あまり気にならない どちらともいえない やや気になる 気になる 無回答
(n=582)

40.7

29.2

15.8

13.9

27.5

25.6

34.0

26.6

11.0

12.2

11.5

11.0

11.0

15.6

23.5

30.1

8.1

15.6

14.3

16.8

1.7

1.7

0.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

工場や駐車場の騒音や振動

工事現場の騒音や振動

近隣からの騒音や振動

車やバイクの騒音や振動

気にならない あまり気にならない どちらともいえない やや気になる 気になる 無回答
(n=582)

 気になら 
ない 

あまり気に 
ならない 

どちらとも 
いえない 

やや 
気になる 

気になる 無回答 

近隣からのにおい １５５ ２０５ ７４ ８０ ５９ ９ 

有害な化学物質 
（アスベスト、ダイオキシン類など） 

１８０ １６９ ９８ ５３ ７３ ９ 

ほこりやけむり １１０ ２１５ ６８ １１４ ６４ １１ 

自動車の排出ガス ８９ １９５ ７７ １４０ ７５ ６ 

（人）

（人）
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（３）まちの清潔さやきれいさについて 
 

○ まちの清潔さやきれいさについて、「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計が

最も高い項目は、「街なかの落書き」で５７.７％となっています。 

○ 「集積所へのごみの出し方」の「やや気になる」・「気になる」の割合の合計は、２０２１（令

和３）年度と比較すると、約７ポイント減少しています。 

○ 「たばこの吸殻や空き缶などのポイ捨て」については、「やや気になる」・「気になる」の割合

の合計（５３.５％）が、「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計（３５.２％）

を上回っています。 

 

 

 気になら 
ない 

あまり気に 
ならない 

どちらとも 
いえない 

やや 
気になる 

気になる 無回答 

街なかの落書き １６６ １７０ ６９ ９５ ７３ ９ 

動物のふん １２８ １５１ ６１ １２５ １０９ ８ 

集積所へのごみの出し方 １０３ １６８ ８６ １１７ １０１ ７ 

たばこの吸殻や空き缶などのポイ捨て ８０ １２５ ５７ １６１ １５０ ９ 

 

 

 

  

28.5

22.0

17.7

13.7

29.2

25.9

28.9

21.5

11.9

10.5

14.8

9.8

16.3

21.5

20.1

27.7

12.5

18.7

17.4

25.8

1.5

1.4

1.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街なかの落書き

動物のふん

集積所へのごみの出し方

たばこの吸殻や空き缶などの

ポイ捨て

気にならない あまり気にならない どちらともいえない やや気になる 気になる 無回答
(n=582)

（人）
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（４）⾃然やみどりの豊かさについて 
 

○ 自然やみどりの豊かさについて、「多い」・「やや多い」の割合の合計が最も高い項目は、「公

園、街路樹など公共のみどり」で５７.１％となっています。 

○ 「自然観察ができる水辺や緑地」については、「やや少ない」・「少ない」の割合の合計（４３. 

９％）が、「多い」・「やや多い」の割合の合計（２９.９％）を上回っています。公園や街路

樹などのみどりは豊かなものの、自然観察や生きものを観察できるみどりは少ないと感じて

いることから、みどりとのふれあいが乏しいと感じていることがうかがえます。 

 

 
 

多い やや多い 
どちらとも 
いえない 

やや少ない 少ない 無回答 

公園、街路樹など公共のみどり １１４ ２１８ １５２ ６２ ３１ ５ 

庭木、生垣など住宅地のみどり ８８ ２０２ １７２ ７２ ３９ ９ 

野鳥・昆虫などの姿や鳴き声を
見聞きする機会 

７０ １３６ １４１ １４３ ８４ ８ 

自然観察ができる水辺や緑地 ４０ １３４ １４５ １３３ １２２ ８ 

 

 

問５ ⾝近な環境について、総合的に⾒てどのように感じていますか。 
 

○ 「良い」・「やや良い」の割合の合計（６６.０％）が、「悪い」・「やや悪い」の割合の合計    

（１０.３％）を大きく上回っています。このことから、身近な環境について良いと感じてい

る人が多いことがうかがえます。 
 
 

 

 

  

19.6

15.1

12.0

6.9

37.5

34.7

23.4

23.0

26.1

29.6

24.2

24.9

10.7

12.4

24.6

22.9

5.3

6.7

14.4

21.0

0.9

1.5

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園、街路樹など公共のみどり

庭木、生垣など住宅地のみどり

野鳥・昆虫などの姿や鳴き声を

見聞きする機会

自然観察ができる水辺や緑地

多い やや多い どちらともいえない やや少ない 少ない 無回答
(n=582)

22.7(132人) 43.3（252人） 23.2（135人） 8.4（49人）

1.9（11人）

0.5

（3人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良い やや良い どちらともいえない やや悪い 悪い 無回答(n=582)

（人） 
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問６ 問５で回答した理由をご記⼊ください（⾃由回答）。 

＜「良い」と思う理由 回答者数︓２９２⼈、延べ回答件数︓３２９件＞ 

○ 身近な環境を良いと感じるキーワードとして、みどり・公園の多さ、まちの静けさなどが挙

げられます。 

 
【具体的な内容（抜粋）】 

みどり・公園の多さ 
・公園や緑道が多く、都心にいながら自然を感じられる 

・みどりや花を楽しみながら、散歩やウォーキングが行える 

・街路樹や庭先の花の手入れがよくされている など 

まちの静けさ ・都心のわりに静かで安心して暮らすことができる 

・閑静な住宅地でありながら利便性が高い など 

まちのきれいさ 
・道路や公園がいつもきれいに管理されている 

・ごみ出しのルールが守られている 

・川沿いや公園の清掃活動が十分に行われている など 
 

＜「良い」と思う場所 回答者数︓８７⼈、延べ回答件数︓９８件＞ 

○ 「良い」と思う場所では、９８件中７８件が公園・緑道に関する場所であり、自然が感じら

れる場所が多く回答されました。 

 

【具体的な内容（抜粋）】 

公園・緑道 
都立林試の森公園、駒沢オリンピック公園、中目黒公園、中根
公園、碑文谷公園、呑川本流緑道 など 

川 目黒川 など 

神社・仏閣、史跡等 碑文谷八幡宮、泰叡山瀧泉寺（目黒不動尊）、立源寺 など 

  

168

63

33

14

10

10

7

7

5

4

8

0 50 100 150 200

みどり・公園の多さ
まちの静けさ

まちのきれいさ
生活環境

利便性のよさ
治安のよさ

道路環境
バランス

生き物の多さ
住民のよさ

その他

（件）

78

9

3

3

2

3

0 20 40 60 80

公園・緑道

川・水辺

施設周辺

神社・仏閣、史跡等

大学周辺

その他

（件）
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＜「悪い」と思う理由 回答者数︓５９⼈、延べ回答件数︓８６件＞ 
○ 身近な環境を悪いと感じるキーワードとして、騒音・振動、まちなかのごみ、みどりの少な

さ・手入れなどが挙げられます。 

 

【具体的な内容（抜粋）】 

騒音・振動 
・夜間の車やバイクなどの騒音・振動 
・道路や建築物工事の騒音・振動 など 

まちなかのごみ 
・まちなかの食べ残しのごみが目立つ 
・ごみ箱が設置されている周辺にごみが散乱している など 

みどりの少なさ・ 
手入れ 

・街路樹や公共のみどりが適切に管理されていない 
・ガード下の植え込み等の植栽が荒れている など 

 

 

 

＜「悪い」と思う場所 回答者数︓３１⼈、延べ回答件数︓３２件＞ 
〇 「悪い」と思う場所では、３２件中１７件が道路・通りに関する場所でした。 

 

 

【具体的な内容（抜粋）】 

道路・通り 
目黒通り、山手通り、環状七号線など幹線道路の排気ガスや騒
音 など 

川・水辺 目黒川のにおい、濁り など 

 

  

28

13

7

7

6

6

4

3

2

2

8

0 10 20 30

騒音・振動

まちなかのごみ

みどりの少なさ・手入れ

道路・交通環境

たばこのポイ捨て・路上喫煙

ごみの出し方のマナー

動物のふんの後始末が悪い

空気の汚れ・匂い

マナー・治安

水辺の水質

その他
（件）

17

4

3

3

2

1

2

0 5 10 15 20

道路・通り

商店周辺

川・水辺

公園

集合住宅

駅・駅周辺

その他

（件）
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２．環境にやさしい⾏動の取組状況について（問７〜問１２） 
 

問７ あなたは「家庭でできる環境にやさしい⾏動」を、普段どの程度⾏っていますか。 

＜家庭でできる環境にやさしい⾏動Ⅰ＞ 
○ 「資源回収」、「ごみの分別」、「ものを大切にする」、「こまめな消灯」、「マイバックの利用」、

「徒歩、自転車、公共交通機関の利用」、「再生品や詰め替え商品の購入」は「いつもしてい

る」・「時々している」と回答した人の割合が９０％を超えており、取組として定着している

ことがうかがえます。 

○ ２０２１（令和３）年度と比較して、傾向に大きな違いはありませんが、「徒歩、自転車、公

共交通機関の利用」は、「いつもしている」・「時々している」と回答した人の割合が約５ポイ

ント増加しました。 

 

93.0

83.0

64.9

65.5

75.6

67.0

54.5

58.1

30.6

44.0

21.6

26.3

16.8

19.9

4.6

6.9

1.7

2.4

1.5

5.5

14.9

30.8

29.4

18.0

26.1

35.9

26.5

38.1

15.3

35.4

26.8

35.9

17.4

27.8

24.9

8.4

7.0

1.5

1.2

1.2

1.7

2.9

3.8

3.1

6.0

6.0

18.0

18.7

24.2

25.1

24.4

40.2

34.4

28.2

48.6

45.9

66.7

0.2

0.3

1.9

2.1

1.9

1.9

2.9

7.9

13.1

20.3

18.0

11.5

22.5

22.0

31.1

38.1

39.5

43.3

30.1

0.2

0.5

0.7

0.2

0.7

1.9

0.7

1.5

0.2

1.7

0.7

10.3

0.3

0.5

2.1

1.9

1.7

1.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

びん・缶・ペットボトル・

古紙などを資源回収に出す

ごみの分別を徹底する

ものを大切にし、できるだけ長く使用する

使用していない場所の

照明はこまめに消す

マイバッグを利用する

車を使わず、徒歩、自転車、

公共交通機関を利用する

再生品や詰め替え商品を購入する

身近に生息している生きものや

植物を大切にする

冷暖房の設定を夏は室温28℃、

冬は室温20℃をめやすにする

庭やベランダなどに

植木や鉢植えを設ける

洗剤の使用を控え、

汚水を流さないようにする

エコドライブを実践する

使用していない時は、

コンセントから電源プラグを抜く

洗濯に風呂の残り湯を

使用するなど節水を心がける

｢家庭でできる環境にやさしい行動｣

について、話し合い、実践する

家庭で二酸化炭素削減・

省エネプログラムに取り組む

環境に関するイベントや環境学習会、自然

観察会などに参加し、環境について学ぶ

地域の環境活動に参加する

雨水を貯めて再利用する

いつもしている 時々している していない（今後もしない） していない（本当はしたい） 無回答

(n=582)
★２ 

★２ 

★２ 

★１ 

★２ 

★１ 

★１ 

★５ 

★２ 
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＜家庭でできる環境にやさしい⾏動Ⅱ＞ 
○ 「すでに購入・設置している」の割合が高い項目は、「ＬＥＤ電球や電球型蛍光灯を使用す

る」（７９.７％）、「省エネタイプの家電製品を使用する」（５８.６％）でした。 

○ 「すでに購入・設置している」の割合が低い項目は、「太陽光発電システムや太陽熱利用シス

テムを取り付ける」（３.４％）、「排熱を利用した空調機・給湯器・電池などの機器を取り付

ける」（５.２％）でした。両項目とも「購入・設置できない」の割合が高く、この理由とし

ては、費用がかかること、賃貸住宅など居住形態による物理的な制約があることなどが考え

られます。 

 

 

 すでに購入・ 

設置している 

購入・設置 

を検討中 

購入・設置 

をしない 

購入・設置 

できない 
無回答 

ＬＥＤ電球や電球型蛍光灯を使用する ４６４ ７６ １８ １８ ６ 

省エネタイプの家電製品を使用する ３４１ １６６ ３５ ３２ ８ 

環境にやさしい自動車を購入する １０１ ９７ １５８ ２０３ ２３ 

屋上緑化や壁面緑化をする ４３ ６７ １５１ ３０７ １４ 

排熱を利用した空調機・給湯器・ 
電池などの機器を取り付ける 

３０ ５７ １５３ ３３０ １２ 

太陽光発電システムや太陽熱利用 
システムを取り付ける 

２０ ３１ １５９ ３５９ １３ 

 

問８ あなたにとって、「家庭でできる環境にやさしい⾏動」に対して取り組むことが難しい理
由は何ですか。【複数回答】 

 

○ 取り組むことが難しい理由としては、「費用がかかる」（５２.９％）が最も高い割合を占めて

います。次いで、「情報不足・やり方がわからない」（３８.３％）、「時間や手間がかかる」  

（３６.３％）となっています。 

○ 「その他」は、「集合住宅・賃貸のため」（４９人）が最も多く、「高齢・健康上の理由」     

（８人）、「家族間の合意が取れない」（４人）などの回答がありました。 

  

79.7

58.6

17.4

7.4

5.2

3.4

13.1

28.5

16.7

11.5

9.8

5.3

3.1

6.0

27.1

25.9

26.3

27.3

3.1

5.5

34.9

52.7

56.7

61.7

1.0

1.4

4.0

2.4

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＬＥＤ電球や電球型蛍光灯を使用する

省エネタイプの家電製品を使用する

環境にやさしい自動車（低燃費車・

ハイブリッド車・電気自動車）を購入する

屋上緑化や壁面緑化

（みどりのカーテンなど）をする

排熱を利用した空調機・給湯器・電池などの

機器（ガス、電気）を取り付ける

太陽光発電システムや

太陽熱利用システムを取り付ける

すでに購入・設置している 購入・設置を検討中 購入・設置をしない 購入・設置できない 無回答
(n=582)

52.9

38.3

36.3

25.8

7.4

15.1

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

費用がかかる（308人）

情報不足・やり方がわからない（223人）

時間や手間がかかる（211人）

効果がよくわからない（150人）

必要性を感じない（43人）

その他（88人）

無回答（12人）

（n=582）

（人） 

★１ 

★１ 
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問９ あなたは、昨年１年間に省エネルギーを意識して電気、ガス、⽔道、ガソリン（⾃動⾞）

の使⽤量削減に取り組みましたか。 
 

○ 電気、ガス、水道、ガソリン（自動車）のすべての項目において、「常に意識して取り組ん

だ」・「ときどき取り組んだ」の割合の合計が「意識はあったが取り組まなかった」・「意識は

なく取り組まなかった」の割合の合計を超えています。 
 

 

 

問１０ あなたの世帯の電気・ガス・⽔道・ガソリン（⾃動⾞）の昨年１年間の使⽤量は、 
その前の１年間と⽐べて、どのように変化していますか。 

 

○ ガス、ガソリン（自動車）において、使用量が「減っている」という回答が「増えている」

の割合を超えています。一方、電気、水道は、使用量が「増えている」という回答が「減っ

ている」の割合を超えています。 

○ 電気、ガス、水道において、「変わらない」と回答している人が多いのは、既に節約が定着し

ている人も含まれていることが考えられます。 
 

  

 
  

37.5（218人）

32.0（186人）

33.3（194人）

28.0（61人）

47.1（274人）

37.1（216人）

44.5（259人）

41.3（90人）

10.7

（62人）

16.5（96人）

14.4（84人）

17.9（39人）

4.3（25人）

12.7（74人）

7.4（43人）

12.8（28人）

0.5

（3人）

1.7

（10人）

0.3

（2人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気(n=582)

ガス(n=582)

水道(n=582)

ガソリン(n=218)

※自動車をお持ちの方のみ

常に意識して取り組んだ ときどき取り組んだ

意識はあったが取り組まなかった 意識はなく取り組まなかった

無回答

16.5（96人）

16.0（93人）

14.8（86人）

30.2（67人）

47.9（279人）

55.8（325人）

57.4（334人）

45.9（102人）

21.8（127人）

13.7（80人）

15.3（89人）

6.3

（14人）

12.9（75人）

12.2（71人）

11.9（69人）

17.6（39人）

0.9

（5人）

2.2

（13人）

0.7

（4人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電気(n=582)

ガス(n=582)

水道(n=582)

ガソリン(n=222)

※自動車をお持ちの方のみ

減っている 変わらない 増えている わからない 無回答
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問１１（ア）あなたの世帯では、昨年１年間で省エネルギーを意識して家電や⾃動⾞の 
      買い替え、再⽣可能エネルギー機器の導⼊をしましたか。 

 
○ 省エネルギーを意識して家電や自動車の買い替え、再生可能エネルギー機器を導入したと回

答した人は２１.１％でした。 
 

 
 

問１１（イ）「はい」と答えた⽅のみにお聞きします。具体的に買い替え、導⼊したものは 
何ですか。【複数回答】 

 

○ 買い替え、導入したものとしては、照明器具（６６.７％）が最も高く、次いで、エアコン  

（３７.４％）、冷蔵庫（３０.１％）となっています。 

○ その他は、「洗濯機」（３人）や、「炊飯器」などの調理器具、「空気清浄機」などの回答があ

りました。 
 

 

はい

123人

21.1%

いいえ

447人

76.8%

無回答

12人

2.1%

(n=582)

66.7

37.4

30.1

19.5

18.7

14.6

13.8

1.6

0

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

照明器具（82人）

エアコン（46人）

冷蔵庫（37人）

自動車（24人）

テレビ（23人）

給湯器（18人）

温水洗浄便座（17人）

太陽光発電システム（2人）

太陽熱利用システム（0人）

その他（9人）

（n=123）
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30.2

34.4

20.7

15.4

57.6

53.8

64.3

60.2

10.5

10.0 

12.5

21.8

1.7

1.9

2.4

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない

日常生活における一人ひとりの行動が、 
環境に大きな影響を及ぼしている 

 
 

大量消費・大量廃棄型の生活様式を 
改めることは重要である  

 

環境に配慮した製品やサービスを 
選ぶことは重要である 

 

環境保全の取組を進めることは 
経済の発展につながる 

 

問１２ 環境と経済に関する各意⾒について、あなたの考えに近いものはどれですか。 
 

○ すべての項目で「大変そう思う」・「ややそう思う」の割合の合計が６０％以上となり、環境

に対する取組について、肯定的な意見を持つ人が多いことがうかがえます。 

○ ２０２１（令和３）年度と比較すると、「環境保全の取組を進めることは、経済の発展につな

がる」の項目の「あまり思わない」・「まったく思わない」の割合の合計が約３ポイント増加

しました。 

○ 次の＜参考＞にある環境省の調査結果と比べると、目黒区の調査結果のほうが、すべての項

目で「大変そう思う」の割合が高くなっています。 

 
 

 大変 
そう思う 

やや 
そう思う 

あまり 
思わない 

まったく 
思わない 

無回答 

大量消費・大量廃棄型の生活様式を改めるこ
とは重要である 

３８３ １６９ １５ ６ ９ 

環境に配慮した製品やサービスを選ぶことは
重要である 

３３２ ２１７ １６ ７ １０ 

日常生活における一人ひとりの行動が、環境
に大きな影響を及ぼす 

３７１ １７０ ２２ ９ １０ 

環境保全の取組を進めることは、経済の発展
につながる 

１８４ ２６０ １１２ １４ １２ 

環境を保全するためには、生活が今より不便
になってもしかたがない 

１０５ ２６９ １６２ ３２ １４ 

 

＜参考＞環境省の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

環境省＞政策＞政策分野⼀覧＞総合環境政策＞環境基本計画＞ 
環境にやさしいライフスタイル実態調査等＞ 
環境にやさしいライフスタイル実態調査 国⺠調査の結果 平成２８年度調査＞ 
２.５環境問題に対する考え⽅等への意⾒・考え 

出典︓環境省ホームページより（調査結果⼀部抜粋）  

65.8

57.0

63.7

31.6

18.0

29.0

37.3

29.2

44.7

46.2

2.6

2.7

3.8

19.2

27.8

1.0

1.2

1.5

2.4

5.5

1.5

1.7

1.7

2.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大量消費・大量廃棄型の

生活様式を改めることは重要である

環境に配慮した製品や

サービスを選ぶことは重要である

日常生活における一人ひとりの行動が、

環境に大きな影響を及ぼす

環境保全の取組を進めることは、

経済の発展につながる

環境を保全するためには、

生活が今より不便になってもしかたがない

大変そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答
(n=582)

WEB 

（人）
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３．⽬⿊区で⾏っている環境保全活動について（問１３〜問１９） 
 

問１３（ア）区では、枠内に⽰すような環境保全に関する取組・⽀援を⾏っています。これらの
取組に参加したことがありますか。【複数回答】 

 

○ 環境保全に関する取組に「どれにも参加したことがない」が９２.３％となっています。 

○ 参加したことのある取組のうち、回答者数が多かった取組は、「太陽光発電システムなどの

設置費助成の利用」でした。 

○ 「その他」では、「住区内での清掃活動」などの回答がありました。 

 
＜参加の有無＞           ＜参加したことのある取組＞ 

 
 

問１３（イ）どれにも参加したことがない⽅のみにお聞きします。参加できない理由は    
何ですか。【複数回答】 

 

○ 参加できない理由としては、「活動があることを知らないから」（６７.４％）が最も多くなっ

ていました。次いで、「参加する時間がないから」（４３.８％）、「１人では参加しにくいから」

（２０.５％）となっています。 

○ 「その他」の理由としては、「高齢、健康上の問題のため」（２２人）、「引っ越したばかりで

情報不足」（６人）などの回答がありました。 
 

     
  

取組に参加した

ことがある

26人

4.5%

どれにも参加したことがない

537人

92.3%

無回答

19人

3.3%

(n=582)

26.9

23.1

23.1

23.1

15.4

11.5

3.8

7.7

0% 10% 20% 30%

太陽光発電システムなどの設置費助成の利用（7人）

環境学習会・環境講演会（6人）

いきもの発見隊（6人）

目黒川クリーンアップ大作戦（6人）

グリーンクラブ活動（4人）

めぐろグリーンアクションプログラム（3人）

環境推進員（環境ナビゲーター）養成講座（1人）

その他（2人）

（n=26）

67.4

43.8

20.5

9.9

5.2

5.2

8.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活動があることを知らないから（362人）

参加する時間がないから（235人）

１人では参加しにくいから（110人）

興味・関心が持てる活動や団体がないから（53人）

交通費や年会費などの費用がかかるから（28人）

どのくらい環境保全に役立つかわからないから（28人）

その他（43人）

無回答（32人）

（n=537）
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問１４ 今後、環境活動に参加するとすれば、どのような活動に興味がありますか。【複数回答】 
 

○ 興味がある活動としては、「ごみの減量やリサイクル活動」（３８.１％）、「住まい周辺の緑化

活動」（３８.０％）が多く、次いで「道路や公園などの清掃・ごみ拾い」（３０.９％）となっ

ています。 

〇 「その他」では、「みどりに関するイベント」、「幼児向けのイベント」などの回答がありまし

た。 
 

 

問１５ 区から発信される環境情報のうち、どのような情報の充実を望みますか。【複数回答】 
 

○ 「ごみの分別や不用品に関する情報」（５３.６％）が最も多く、次いで「動植物のみられる

時季や場所に関する情報」（３８.３％）、「大気・水質・騒音、放射線測定などの観測情報」    

（３８.０％）となっています。 

○ ２０２１（令和３）年度と比較すると、「動植物のみられる時季や場所に関する情報」の割合

が約５ポイント増加しています。問４（４）で、野鳥や昆虫を見聞きする機会、自然観察が

できる水辺や緑地の「やや少ない」・「少ない」の割合の合計も高かったことから、一層の充

実が望まれていると考えられます。 
 

 

38.1

38.0

30.9

27.7

22.0

20.6

20.1

12.7

3.4

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ごみの減量やリサイクル活動（222人）

住まい周辺の緑化活動（221人）

道路や公園などの清掃・ごみ拾い（180人）

野鳥や草花などの自然観察会や調査（161人）

家庭における二酸化炭素削減プログラム（128人）

新エネルギー・省エネルギー機器の設置（120人）

緑地や学校などでの生きものの生息環境づくり（117人）

環境に関する学習会や講演会（74人）

その他（20人）

無回答（26人）

（n=582）

53.6

38.3

38.0

34.5

34.5

21.6

10.3

1.5

2.6

0% 20% 40% 60%

ごみの分別や不用品に関する情報（312人）

動植物のみられる時季や場所に関する情報（223人）

大気・水質・騒音、放射線測定などの観測情報（221人）

まちの美化や清掃活動に関する情報（201人）

省エネルギーに関するアイディア情報（201人）

環境に関する活動・取組を支援する補助金情報（126人）

環境学習会や講演会に関する情報（60人）

その他（9人）

無回答（15人）

（n=582）
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問１６ 区からの環境情報を得るために、どのような媒体が利⽤しやすいですか。【複数回答】 
 

○ 「めぐろ区報」（６０.５％）が最も多く、次いで「区ホームページ」（３８.７％）、「町会・住

区などの掲示板」（２６.１％）となっています。 

○ 「その他」では、「ＬＩＮＥ等のＳＮＳ」（５８件）などの回答がありました。 

 

 

問１７ 「めぐろスマートライフ」ホームページについてお聞きします。 
 

○ ２０１５（平成２７）年４月に開設した「めぐろスマートライフ」ホームページを知ってい

る人は６.２％、知らない人は９２.８％となっています。 

○ 今後、充実を望む情報は、「暮らし全般に関するアイディア情報」（７６.８％）が一番多く、

次いで「食に関するアイディア情報」（３９.９％）、「省エネに関する情報」（３８.８％）とな

っています。２０２１（令和３）年度と比較すると、「食に関するアイディア情報」は約５ポ

イント増加しています。 
 

（ア）＜ホームページを知っている＞     （イ）＜今後、充実を望む情報＞【複数回答】 

 

  

60.5 

38.7 

26.1 

19.2 

17.2 

7.2 

11.7 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

めぐろ区報（352人）

区ホームページ（225人）

町会・住区などの掲示板（152人）

ツイッター（112人）

メールマガジン（100人）

近所・知人などの情報（42人）

その他（68人）

無回答（7人）

（n=582）

はい

36人

6.2%

いいえ

540人

92.8%

無回答

6人

1.0%

(n=582)

76.8

39.9

38.8

3.8

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（447人）

食に関するアイディア情報（232人）

省エネに関する情報（226人）

その他（22人）

無回答（29人）

（n=582）
暮らし全般に関する

アイディア情報
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問１８ リサイクルに関するルールや制度についてお聞きします。 
 

○ 「よく内容を知っている」、「多少の内容は知っている」の割合の合計は「めぐろ買い物ルー

ル」が３３.７％、「小型家電回収」が４８.9％でした。 

○ この割合は２０２１（令和３）年度と比較していずれも約２０ポイント増加しており、周知

が広がっていると考えられます。 

 

 

問１９ ⽬⿊区の施策に関する満⾜度をお聞きします。 
 

〇 すべての項目において、「どちらともいえない」の割合が５０％を超えています。 

○ 「ごみの減量・リサイクルに関する施策」の「満足」・「やや満足」の割合の合計は３１.０％

と、他の項目と比較すると満足度が高くなっています。 

○ ２０２１（令和３）年度と比較すると、すべての項目で「満足」・「やや満足」の割合の合計

が増加しています。 

  
 

 満足 やや満足 
どちらとも 
いえない 

やや不満 不満 無回答 

ごみの減量・リサイクルに関
する施策 

２３ １５７ ３３６ ３５ １３ １８ 

環境に関する情報提供 １７ １１４ ３８４ ３５ １２ ２０ 

環境教育・学習の場や機会の
提供 

１６ ９５ ４０４ ３２ １３ ２２ 

温暖化対策・省エネルギーに
関する施策 

１５ ９２ ４０３ ３６ １３ ２３ 

  

2.4（14人）

6.5

（38人）

31.3（182人）

42.4（247人）

9.8(57人）

17.5（102）人

55.5（323人）

32.6（190人）

1.0

（6人）

0.9

（5人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

めぐろ買い物ルール

小型家電回収

よく内容を知っている 多少の内容は知っている 名前くらいしか知らない

名前も知らない 無回答(n=582)

4.0

2.9

2.7

2.6

27.0

19.6

16.3

15.8

57.7

66.0

69.4

69.2

6.0

6.0

5.5

6.2

2.2

2.1

2.2

2.2

3.1

3.4

3.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみの減量・リサイクルに

関する施策

環境に関する情報提供

環境教育・学習の場や

機会の提供

温暖化対策・省エネルギーに

関する施策

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
(n=582)

（人）
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⾝近な環境の感じ⽅ 

問１ ⾝近な環境について、どのように感じていますか。 
問４ ⾝近な環境について、⽇頃どのように感じていますか。 

《 北部地区 》 
○ 問１における身近な環境４項目の中で、「良い」・「やや良い」の割合の合計が高い項目は、「自

然やみどりの豊かさ」（６４.７％）でした。一方、「やや悪い」・「悪い」の割合の合計が高い

項目は、「まちの静けさ（騒音や振動）」（２８.１％）でした。 

○ 問１において評価の高かった「自然やみどりの豊かさ」について、問４（４）を項目別に見る

と、「公園、街路樹など公共のみどり」の「多い」・「やや多い」の割合の合計（６２.２％）が

高くなっています。 

○ 問１において評価の低かった「まちの静けさ（騒音や振動）」について、問４（２）を項目別

に見ると、「車やバイクの騒音や振動」の「やや気になる」・「気になる」の割合の合計    

（５２.５％）が高くなっています。 

＜北部地区の⾝近な環境の評価＞ 
【問１】 北部地区の身近な環境 

 
 

【問４（１）】空気のきれいさ 【問４（２）】まちの静けさ（騒音や振動） 

 

【問４（３）】まちの清潔さやきれいさ 【問４（４）】自然やみどりの豊かさ 

  

19.5

29.3

20.7

15.9

40.2

35.4

28.0

29.3

19.5

22.0

22.0

31.7

15.9

7.3

18.3

18.3

2.4

3.7

9.8

2.4

2.4

2.4

1.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちの清潔さやきれいさ

自然やみどりの豊かさ

まちの静けさ（騒音や振動）

空気のきれいさ

良い

やや良い

どちらともいえない

やや悪い

悪い

無回答

(n=82)

20.7

29.3

14.6

9.8

36.6

28.0

36.6

32.9

19.5

20.7

14.6

13.4

12.2

12.2

20.7

25.6

11.0

9.8

13.4

18.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣からのにおい

有害な化学物質

ほこりやけむり

自動車の排出ガス

気にならない あまり気にならない どちらともいえない
やや気になる 気になる 無回答

(n=82)

14.6

20.7

13.4

6.1

28.0

32.9

39.0

23.2

17.1

7.3

15.9

17.1

25.6

28.0

18.3

29.3

14.6

11.0

13.4

24.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街なかの落書き

動物のふん

集積所への

ごみの出し方

たばこの吸殻や

空き缶などの

ポイ捨て

気にならない あまり気にならない どちらともいえない
やや気になる 気になる 無回答

(n=82)

18.3

12.2

13.4

9.8

43.9

36.6

31.7

29.3

22.0

32.9

22.0

28.0

11.0

8.5

22.0

19.5

4.9

9.8

11.0

13.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園、街路樹など

公共のみどり

庭木、生垣など

住宅地のみどり

野鳥・昆虫などの

姿や鳴き声を

見聞きする機会

自然観察ができる

水辺や緑地

多い やや多い どちらともいえない
やや少ない 少ない 無回答

(n=82)

36.6

24.4

17.1

11.0

36.6

34.1

34.1

25.6

11.0

9.8

13.4

11.0

4.9

14.6

19.5

30.5

9.8

15.9

15.9

22.0

1.2

1.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

工場や駐車場の

騒音や振動

工事現場の

騒音や振動

近隣からの

騒音や振動

車やバイクの

騒音や振動

気にならない あまり気にならない どちらともいえない
やや気になる 気になる 無回答

(n=82)
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《 東部地区 》 
○ 問１における身近な環境４項目の中で、「良い」・「やや良い」の割合の合計が高い項目は、「ま

ちの清潔さやきれいさ」（７２.５％）でした。一方、「やや悪い」・「悪い」の割合の合計が高

い項目は、「まちの静けさ（騒音や振動）」（２７.５％）でした。 

○ 問１において評価の高かった「まちの清潔さやきれいさ」について、問４（３）を項目別に見

ると、「街なかの落書き」の「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計（５９.７％）

が高くなっています。 

○ 問１において評価の低かった「まちの静けさ（騒音や振動）」について、問４（２）を項目別

に見ると、「車やバイクの騒音や振動」の「やや気になる」・「気になる」の割合の合計    

（４８.６％）が高くなっています。 

＜東部地区の⾝近な環境の評価＞ 
【問１】東部地区の身近な環境 

 
 

【問４（１）】空気のきれいさ 【問４（２）】まちの静けさ（騒音や振動） 

【問４（３）】まちの清潔さやきれいさ 【問４（４）】自然やみどりの豊かさ 

 

21.1

33.9

20.2

12.8

51.4

38.5

36.7

40.4

12.8

16.5

15.6

33.0

11.9

10.1

22.9

8.3

2.8

0.9

4.6

3.7

0.0

0.0

0.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちの清潔さやきれいさ

自然やみどりの豊かさ

まちの静けさ（騒音や振動）

空気のきれいさ

良い

やや良い

どちらともいえない

やや悪い

悪い

無回答

(n=109)

22.9

29.4

19.3

17.4

32.1

23.9

36.7

30.3

16.5

21.1

14.7

17.4

19.3

14.7

19.3

23.9

9.2

11.0

10.1

11.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣からのにおい

有害な化学物質

ほこりやけむり

自動車の排出ガス

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=109)

36.7

25.7

14.7

16.5

32.1

28.4

31.2

25.7

11.9

9.2

11.9

9.2

13.8

20.2

24.8

28.4

5.5

16.5

17.4

20.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

工場や駐車場の

騒音や振動

工事現場の

騒音や振動

近隣からの

騒音や振動

車やバイクの

騒音や振動

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=109)

23.9

19.3

15.6

16.5

35.8

27.5

30.3

20.2

12.8

11.9

14.7

10.1

16.5

20.2

21.1

26.6

11.0

21.1

18.3

26.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街なかの落書き

動物のふん

集積所への

ごみの出し方

たばこの吸殻や

空き缶などの

ポイ捨て

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=109)

24.8

13.8

13.8

15.6

34.9

31.2

23.9

28.4

23.9

31.2

31.2

19.3

11.9

16.5

12.8

15.6

4.6

6.4

18.3

21.1

0.0

0.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園、街路樹など

公共のみどり

庭木、生垣など

住宅地のみどり

野鳥・昆虫などの

姿や鳴き声を

見聞きする機会

自然観察ができる

水辺や緑地

多い やや多い どちらともいえない

やや少ない 少ない 無回答

(n=109)
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《 中央地区 》 
○ 問１における身近な環境４項目の中で、「良い」・「やや良い」の割合の合計が高い項目は、「ま

ちの清潔さやきれいさ」（７０.９％）でした。一方、「やや悪い」・「悪い」の割合の合計が高

い項目は、「まちの静けさ（騒音や振動）」（２５.６％）でした。 

○ 問１において評価の高かった「まちの清潔さやきれいさ」について、問４（３）を項目別に見

ると、「街なかの落書き」の「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計（５７.２％）

が高くなっています。 

○ 問１において評価の低かった「まちの静けさ（騒音や振動）」について、問４（２）を項目別

に見ると、「車やバイクの騒音や振動」の「やや気になる」・「気になる」の割合の合計     

（５３.８％）が高くなっています。 

＜中央地区の⾝近な環境の評価＞ 
【問１】中央地区の身近な環境 

 
 

【問４（１）】空気のきれいさ 【問４（２）】まちの静けさ（騒音や振動） 

【問４（３）】まちの清潔さやきれいさ 【問４（４）】自然やみどりの豊かさ 

 

  

25.6

23.9

21.4

23.1

45.3

42.7

30.8

27.4

16.2

18.8

22.2

34.2

10.3

9.4

16.2

12.8

1.7

4.3

9.4

1.7

0.9

0.9

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちの清潔さやきれいさ

自然やみどりの豊かさ

まちの静けさ（騒音や振動）

空気のきれいさ

良い

やや良い

どちらともいえない

やや悪い

悪い

無回答

(n=117)

25.6

30.8

17.9

15.4

36.8

31.6

35.9

27.4

11.1

17.9

9.4

12.8

15.4

8.5

27.4

34.2

10.3

10.3

8.5

10.3

0.9

0.9

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣からのにおい

有害な化学物質

ほこりやけむり

自動車の排出ガス

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=117)

46.2

31.6

10.3

12.0

23.9

23.9

35.9

25.6

11.1

15.4

9.4

7.7

11.1

12.8

30.8

37.6

7.7

15.4

13.7

16.2

0.0

0.9

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

工場や駐車場の

騒音や振動

工事現場の

騒音や振動

近隣からの

騒音や振動

車やバイクの

騒音や振動

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=117)

25.6

25.6

17.1

9.4

31.6

24.8

24.8

26.5

13.7

12.8

14.5

6.8

17.1

19.7

28.2

29.9

12.0

17.1

15.4

27.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街なかの落書き

動物のふん

集積所への

ごみの出し方

たばこの吸殻や

空き缶などの

ポイ捨て

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=117)

12.0

13.7

10.3

1.7

37.6

36.8

19.7

24.8

31.6

30.8

27.4

23.1

15.4

12.8

26.5

29.9

3.4

6.0

16.2

20.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園、街路樹など

公共のみどり

庭木、生垣など

住宅地のみどり

野鳥・昆虫などの

姿や鳴き声を

見聞きする機会

自然観察ができる

水辺や緑地

多い やや多い どちらともいえない
やや少ない 少ない 無回答

(n=117)
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《 南部地区 》 
○ 問１における身近な環境４項目の中で、「良い」・「やや良い」の割合の合計が高い項目は、「ま

ちの清潔さやきれいさ」（７４.８％）でした。一方、「やや悪い」・「悪い」の割合の合計が高

い項目は、「自然やみどりの豊かさ」（１６.５％）でした。 

○ 問１において評価の高かった「まちの清潔さやきれいさ」について、問４（３）を項目別に見

ると、「街なかの落書き」の「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計     

（６５.１％）が高くなっています。 

○ 問１において評価の低かった「自然やみどりの豊かさ」について、問４（４）を項目別に見る

と、「野鳥・昆虫などの姿や鳴き声を見聞きする機会」の「やや少ない」・「少ない」の割合の

合計（５１.５％）が高くなっています。 

＜南部地区の⾝近な環境の評価＞ 
【問１】南部地区の身近な環境 

  

 

【問４（１）】空気のきれいさ 【問４（２）】まちの静けさ（騒音や振動） 

 

【問４（３）】まちの清潔さやきれいさ 【問４（４）】自然やみどりの豊かさ 

  

  

30.1

27.2

23.3

18.4

44.7

37.9

48.5

35.0

18.4

17.5

13.6

34.0

5.8

14.6

9.7

7.8

1.0

1.9

4.9

2.9

0.0

1.0

0.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちの清潔さやきれいさ

自然やみどりの豊かさ

まちの静けさ（騒音や振動）

空気のきれいさ

良い

やや良い

どちらともいえない

やや悪い

悪い

無回答

(n=103)

26.2

31.1

16.5

12.6

38.8

32.0

40.8

41.7

12.6

16.5

10.7

13.6

13.6

5.8

18.4

16.5

7.8

13.6

12.6

14.6

1.0

1.0

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣からのにおい

有害な化学物質

ほこりやけむり

自動車の排出ガス

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=103)

37.9

24.3

16.5

10.7

30.1

25.2

40.8

31.1

8.7

14.6

9.7

15.5

15.5

16.5

19.4

28.2

6.8

18.4

12.6

13.6

1.0

1.0

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

工場や駐車場の

騒音や振動

工事現場の

騒音や振動

近隣からの

騒音や振動

車やバイクの

騒音や振動

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=103)

35.0

20.4

21.4

15.5

30.1

26.2

26.2

19.4

13.6

12.6

20.4

10.7

10.7

21.4

18.4

32.0

8.7

17.5

11.7

20.4

1.9

1.9

1.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街なかの落書き

動物のふん

集積所への

ごみの出し方

たばこの吸殻や

空き缶などの

ポイ捨て

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=103)

16.5

12.6

8.7

7.8

33.0

34.0

19.4

17.5

32.0

28.2

19.4

29.1

8.7

15.5

31.1

21.4

8.7

8.7

20.4

23.3

1.0

1.0

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園、街路樹など

公共のみどり

庭木、生垣など

住宅地のみどり

野鳥・昆虫などの

姿や鳴き声を

見聞きする機会

自然観察ができる

水辺や緑地

多い やや多い どちらともいえない
やや少ない 少ない 無回答

(n=103)
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《 ⻄部地区 》 
○ 問１における身近な環境４項目の中で、「良い」・「やや良い」の割合の合計が高い項目は、「ま

ちの清潔さやきれいさ」（８２.０％）でした。一方、「やや悪い」・「悪い」の割合の合計が高

い項目は、「まちの静けさ（騒音や振動）」（１４.４％）でした。 

○ 問１において評価の高かった「まちの清潔さやきれいさ」について、問４（３）を項目別に見

ると、「街なかの落書き」の「気にならない」・「あまり気にならない」の割合の合計（５９.９％）

が高くなっています。 

○ 問１において評価の低かった「まちの静けさ（騒音や振動）」について、問４（２）を項目別

に見ると、「車やバイクの騒音や振動」の「やや気になる」・「気になる」の割合の合計    

（４２.５％）が高くなっています。 

＜⻄部地区の⾝近な環境の評価＞ 
【問１】西部地区の身近な環境 

 
 

【問４（１）】空気のきれいさ 【問４（２）】まちの静けさ（騒音や振動） 

 

【問４（３）】まちの清潔さやきれいさ 【問４（４）】自然やみどりの豊かさ 

 

  

41.3

39.5

35.3

26.3

40.7

38.3

34.1

33.5

11.4

13.2

13.8

29.3

4.2

5.4

10.2

6.6

0.0

1.2

4.2

1.2

2.4

2.4

2.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちの清潔さやきれいさ

自然やみどりの豊かさ

まちの静けさ（騒音や振動）

空気のきれいさ

良い

やや良い

どちらともいえない

やや悪い

悪い

無回答

(n=167)

32.9

33.5

22.8

18.0

33.5

28.7

35.9

35.3

8.4

12.0

10.8

10.8

10.2

6.6

15.0

21.6

12.0

16.2

11.4

12.6

3.0

3.0

4.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣からのにおい

有害な化学物質

ほこりやけむり

自動車の排出ガス

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=167)

43.7

35.3

19.2

16.8

21.0

21.0

30.5

25.7

12.0

12.0

13.2

12.0

9.6

15.0

22.8

27.5

10.2

13.8

13.2

15.0

3.6

3.0

1.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

工場や駐車場の

騒音や振動

工事現場の

騒音や振動

近隣からの

騒音や振動

車やバイクの

騒音や振動

気にならない あまり気にならない どちらともいえない

やや気になる 気になる 無回答

(n=167)

36.5

22.8

19.2

17.4

23.4

22.8

28.1

19.8

6.6

7.8

10.8

7.8

15.0

21.0

16.2

23.4

15.6

23.4

24.0

28.7

3.0

2.4

1.8

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

街なかの落書き

動物のふん

集積所への

ごみの出し方

たばこの吸殻や

空き缶などの

ポイ捨て

気にならない あまり気にならない どちらともいえない
やや気になる 気になる 無回答

(n=167)

24.6

19.8

13.2

3.0

39.5

35.9

24.6

19.2

21.6

27.5

22.2

25.7

7.8

9.0

28.7

25.7

5.4

4.8

8.4

23.4

1.2

3.0

3.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園、街路樹など

公共のみどり

庭木、生垣など

住宅地のみどり

野鳥・昆虫などの

姿や鳴き声を

見聞きする機会

自然観察ができる

水辺や緑地

多い やや多い どちらともいえない
やや少ない 少ない 無回答

(n=167)
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年齢別等から⾒た環境にやさしい⾏動 
 

問７ あなたは「家庭でできる環境にやさしい⾏動」を、普段どの程度⾏っていますか。 

（年齢別集計） 
○ 年齢別に取組の実施率を見ると、「６０歳代」が単純集計値を上回る項目が多くあり、「家庭

でできる環境にやさしい行動Ⅰ」に、積極的に取り組んでいることがうかがえます。 

〇 ２０２１（令和３）年度と比較すると、「４０歳代」と「６０歳代」において、単純集計値を

上回る項目が増加しています。 
 

＜「家庭でできる環境にやさしい⾏動Ⅰ」の取組状況＞ 

家庭でできる環境にやさしい行動Ⅰ 
18～29 歳 

(n=57) 
30～39 歳 
(n=106) 

40～49 歳 
(n=103) 

50～59 歳 
(n=96) 

60～69 歳 
(n=91) 

70 歳以上 
(n=125) 

単純 
集計値 
(n=582) 

びん・缶・ペットボトル・古紙などを
資源回収に出す 

９８.２ ９５.３ １００.０ １００.０ ９８.９ ９８.４ ９８.５ 

ごみの分別を徹底する ９３.０ ９５.３ １００.０ ９９.０ ９８.９ ９９.２ ９７.９ 

ものを大切にし、 
できるだけ長く使用する 

９８.２ ９８.１ ９３.２ ９４.８ ９５.６ ９６.０ ９５.７ 

使用していない場所の照明は 
こまめに消す 

９３.０ ９３.４ ９７.１ ９５.８ ９３.４ ９５.２ ９４.８ 

マイバッグを利用する ９１.２ ９３.４ ９３.２ ９５.８ ９６.７ ９２.０ ９３.６ 

車を使わず、徒歩、自転車、 
公共交通機関を利用する 

９６.５ ９８.１ ９５.１ ９０.６ ９４.５ ８９.６ ９３.１ 

再生品や詰め替え商品を購入する ９３.０ ９４.３ ９８.１ ８９.６ ９０.１ ８１.６ ９０.４ 

身近に生息している生きものや 
植物を大切にする 

８４.２ ８６.８ ８２.５ ８３.３ ８４.６ ８６.４ ８４.５ 

冷暖房の設定を夏は室温２８℃、 
冬は室温２０℃をめやすにする 

６３.２ ６４.２ ６５.０ ６４.６ ７６.９ ７５.２ ６８.７ 

庭やベランダなどに植木や 
鉢植えを設ける 

３６.８ ３９.６ ６１.２ ５５.２ ６４.８ ８４.８ ５９.３ 

洗剤の使用を控え、 
汚水を流さないようにする 

５０.９ ４３.４ ４８.５ ６１.５ ５８.２ ７３.６ ５７.０ 

エコドライブを実践する ４９.１ ５３.８ ５９.２ ５６.３ ６１.５ ４２.４ ５３.１ 

使用していない時は、 
コンセントから電源プラグを抜く 

４９.１ ４７.２ ４５.６ ５５.２ ５０.５ ６４.０ ５２.７ 

洗濯に風呂の残り湯を使用する 
など節水を心がける 

２８.１ ２７.４ ３１.１ ３７.５ ４５.１ ４８.０ ３７.３ 

｢家庭でできる環境にやさしい行動｣ 
について、話し合い、実践する 

２８.１ ３０.２ ３５.９ ３８.５ ３４.１ ２８.８ ３２.５ 

家庭で二酸化炭素削減・ 
省エネプログラムに取り組む 

３５.１ ２６.４ ２９.１ ３２.３ ３５.２ ３５.２ ３１.８ 

環境に関するイベントや 
環境学習会、自然観察会などに 
参加し、環境について学ぶ 

５.３ ２.８ １６.５ ９.４ １４.３ １１.２ １０.１ 

地域の環境活動に参加する ３.５ ６.６ ８.７ ６.３ １２.１ １６.０ ９.５ 

雨水を貯めて再利用する １.８ ０.０ １.９ １.０ ２.２ ８.８ ３.１ 

※ 表中の数値は、「いつもしている」・「時々している」と回答した人の割合（％）を示します。 

また、網掛けは「単純集計値（年齢の無回答４人を含む。）」よりも、高い回答割合の区分を示しています。 
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（世帯の構成別集計） 
○ 「一人暮らし」では、すべての項目について、単純集計値よりも取り組んでいる人の割合が

低くなっています。 

○ すべての世帯で、「ＬＥＤ電球等の使用」、「省エネタイプの家電製品の使用」の割合が７０％

を超えており、取組として定着していることがうかがえます。 
 

＜「家庭でできる環境にやさしい⾏動Ⅱ」の取組状況＞ 

家庭でできる環境にやさしい行動Ⅱ 
一人暮らし 

(n=139) 
夫婦のみ 
(n=147) 

二世代家族 
(n=236) 

三世代家族 
(n=22) 

その他 
(n=30) 

単純 
集計値 
(n=582) 

ＬＥＤ電球や電球型蛍光灯を使用する ８９.２ ９２.５ ９５.３ １００.０ ９３.３ ９２.８ 

省エネタイプの家電製品を使用する ７３.４ ９３.９ ９１.９ ９５.５ ８６.７ ８７.１ 

環境にやさしい自動車（低燃費車・ 
ハイブリッド車・電気自動車）を購入する 

１８.０ ３６.７ ４０.３ ５９.１ ３３.３ ３４.０ 

屋上緑化や壁面緑化 
（みどりのカーテンなど）をする 

１０.８ ２２.４ ２１.２ ３１.８ １３.３ １８.９ 

排熱を利用した空調機・給湯器・電池などの 
機器（ガス、電気）を取り付ける 

９.４ １７.０ １４.８ ４０.９ １３.３ １４.９ 

太陽光発電システムや 
太陽熱利用システムを取り付ける 

２.９ １０.２ １１.０ ２２.７ ３.３ ８.８ 

※ 表中の値は、「すでに購入・設置している」・「購入・設置を検討中」と回答した人の割合（％）を示します。 

また、網掛けは「単純集計値（世帯の構成の無回答８人を含む。）」よりも高い回答割合の区分を示しています。 

 

（住宅の種類別集計） 
○ 「一戸建て」では、すべての項目について「すでに購入・設置している」・「購入・設置を検

討中」と回答した人の割合が単純集計値より高くなっています。 

○ 「マンション・アパート」では、すべての項目について、「すでに購入・設置している」・「購

入・設置を検討中」と回答した人の割合が単純集計値より低くなっており、ハード面の対策

の取組が難しい状況がうかがえます。 
 

＜「家庭でできる環境にやさしい⾏動Ⅱ」の取組状況＞ 

家庭でできる環境にやさしい行動Ⅱ 
一戸建て 
(n=208) 

マンション・アパート 
(n=289) 

その他 
(n=12) 

単純 
集計値 
(n=582) 

ＬＥＤ電球や電球型蛍光灯を使用する ９５.７ ９１.３ ９１.７ ９２.８ 

省エネタイプの家電製品を使用する ９１.８ ８５.５ ７５.０ ８７.１ 

環境にやさしい自動車（低燃費車・ 
ハイブリッド車・電気自動車）を購入する 

４２.８ ２６.３ ４１.７ ３４.０ 

屋上緑化や壁面緑化 
（みどりのカーテンなど）をする 

２５.０ １３.８ ８.３ １８.９ 

排熱を利用した空調機・給湯器・電池などの 
機器（ガス、電気）を取り付ける 

２２.１ ９.０ ８.３ １４.９ 

太陽光発電システムや 
太陽熱利用システムを取り付ける 

１５.４ ４.８ ０.０ ８.８ 

※ 表中の値は、「すでに購入・設置している」・「購入・設置を検討中」と回答した人の割合（％）を示します。 

また、網掛けは「単純集計値（住宅の種類の無回答７３人を含む。）」よりも高い回答割合の区分を示していま

す。 
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性別・年齢から⾒た環境と経済に関する意⾒ 
 

問１２ 環境と経済に関する各意⾒について、あなたの考えに近いものはどれですか。 

（性別集計） 
○ すべての項目について、女性のほうが「大変そう思う」・「ややそう思う」の割合の合計が高

くなっています。 

○ 「環境を保全するためには、生活が今より不便になってもしかたがない」という項目は、男

女ともに「大変そう思う」の割合が低くなっています。 

 

（年齢別集計） 
 ＜環境保全の取組を進めることは、経済の発展につながる＞ 

○ 「大変そう思う」の割合は、「７０歳以上」で最も高くなっています。 

○ 「あまり思わない」・「まったく思わない」の割合の合計は、「５０歳代」以下では、「６０歳

代」以上よりも高くなっています。 

  

59.3 

71.9 

55.3 

59.3 

58.9 

68.2 

30.8 

32.7 

17.8 

18.2 

34.4 

25.0 

37.9 

37.0 

32.0 

27.5 

40.7 

48.1 

41.5 

50.6 

3.6 

1.9 

4.0 

1.9 

5.5 

2.5 

23.3 

16.4 

30.0 

26.5 

2.4 

2.4 

0.3 

3.2 

0.3 

4.3

0.9 

9.1

2.8 

0.4 

1.2 

0.4 

1.5 

0.4 

1.5 

0.8 

1.9 

1.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男（253人）

女（324人）

男（253人）

女（324人）

男（253人）

女（324人）

男（253人）

女（324人）

男（253人）

女（324人）

大変そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答

(n=577)

大量消費・大量廃棄型の生活様

式を改めることは重要である

環境に配慮した製品や

サービスを選ぶことは重要である

日常生活における一人ひとりの

行動が、環境に

大きな影響を及ぼす

環境保全の取組を進めることは、

経済の発展につながる

環境を保全するためには、

生活が今より不便になっても

しかたがない

40.8 

35.2 

26.0 

28.2 

30.2 

26.3 

39.2 

48.4 

47.9 

43.7 

44.3 

50.9 

10.4 

16.5 

24.0 

27.2 

22.6 

15.8 

3.2 

2.1 

1.0 

2.8 

7.0 

6.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（125人）

60～69歳（91人）

50～59歳（96人）

40～49歳（103人）

30～39歳（106人）

18～29歳（57人）

大変そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答

(n=578)
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 ＜⽇常⽣活における⼀⼈ひとりの⾏動が、環境に⼤きな影響を及ぼす＞ 

○ 「大変そう思う」・「ややそう思う」の割合の合計は、「５０歳代」で高くなっています。 

○ すべての年代で、「大変そう思う」・「ややそう思う」の割合の合計がおおむね９０％以上とな

っています。「５０歳代」以下では、年齢が低くなるにつれて「まったく思わない」の割合が

高くなっています。 
 

 

 

 ＜⼤量消費・⼤量廃棄型の⽣活様式を改めることは重要である＞ 

○ 「大変そう思う」の割合は、「７０歳以上」・「４０歳代」で高くなっています。 

○ すべての年代で、「大変そう思う」・「ややそう思う」の割合の合計が９０％を超えており、

「１０～２０歳代」では１００％となっています。 
 

 
  

71.2 

60.4 

65.6 

63.1 

62.3 

57.9 

21.6 

35.2 

32.3 

31.1 

27.4 

33.3 

0.8 

4.4 

1.0 

3.9 

8.5 

5.3 

1.6 

1.0 

1.9 

1.9 

3.5

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（125人）

60～69歳（91人）

50～59歳（96人）

40～49歳（103人）

30～39歳（106人）

18～29歳（57人）

大変そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答

(n=578)

70.4 

64.8 

62.5 

70.9 

60.4 

68.4 

23.2 

30.8 

35.4 

27.2 

30.2 

31.6 

0.8 

4.4 

1.0 

1.9 

6.6 

1.6 

1.0 

2.8 

4.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（125人）

60～69歳（91人）

50～59歳（96人）

40～49歳（103人）

30～39歳（106人）

18～29歳（57人）

大変そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答

(n=578)



 

99 

資
料
編 

 

 ＜環境に配慮した製品やサービスを選ぶことは重要である＞ 

○ すべての年代で、「大変そう思う」・「ややそう思う」の割合の合計が９０％を超えています。 

○「３０歳代」以上では、年齢が高くなるにつれ、「大変そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 ＜環境を保全するためには、⽣活が今より不便になってもしかたがない＞ 

○ 「大変そう思う」の割合は、「７０歳以上」で高くなっています。 

○ 「大変そう思う」・「ややそう思う」の割合の合計は、すべての年代で５０％以上になってい

ます。 
 

 

  

64.8 

63.7 

58.3 

57.3 

46.2 

50.9 

27.2 

34.1 

40.6 

37.9 

44.3 

47.4 

1.6

2.2

4.9

5.7

1.8

1.6 

1.0 

3.8 

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（125人）

60～69歳（91人）

50～59歳（96人）

40～49歳（103人）

30～39歳（106人）

18～29歳（57人）

大変そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答

(n=578)

22.4 

16.5 

18.8 

19.4 

15.1 

14.0 

48.8 

58.2 

46.9 

44.7 

36.8 

43.9 

20.0 

19.8 

29.2 

30.1 

39.6 

31.6 

2.4 

5.5 

4.2 

4.9 

8.5 

10.5 

6.4

0.0

1.0

1.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（125人）

60～69歳（91人）

50～59歳（96人）

40～49歳（103人）

30～39歳（106人）

18～29歳（57人）

大変そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答

(n=578)
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年齢別から⾒た環境情報の接触媒体 
 

問１６ 区からの環境情報を得るために、どのような媒体が利⽤しやすいですか。【複数回答】 

（年齢別集計） 
○ 「１０～２０歳代」は、「ツイッター」の利用意向が高くなっています。一方、「３０歳代」

以上では、「めぐろ区報」の利用意向が最も高くなっています。 
 

  

＜１８〜２９歳（５７⼈）＞ 

 

＜３０〜３９歳（１０６⼈）＞ 

＜４０〜４９歳（１０３⼈）＞ ＜５０〜５９歳（９６⼈）＞ 

＜６０〜６９歳（９１⼈）＞ ＜７０歳以上（１２５⼈）＞ 

17

16

6

3

24

3

15

0 10 20 30 40

めぐろ区報

区ホームページ

町会・住区などの掲示板

メールマガジン

ツイッター

近所・知人などの情報

その他

（件）（件）（件）（件）

52

34

29

15

33

13

15

0 10 20 30 40 50 60

めぐろ区報

区ホームページ

町会・住区などの掲示板

メールマガジン

ツイッター

近所・知人などの情報

その他

（件）（件）（件）（件）

53

44

21

29

28

2

15

0 10 20 30 40 50 60

めぐろ区報

区ホームページ

町会・住区などの掲示板

メールマガジン

ツイッター

近所・知人などの情報

その他

（件）（件）（件）（件）

57

43

24

20

14

8

13

0 10 20 30 40 50 60 70

めぐろ区報

区ホームページ

町会・住区などの掲示板

メールマガジン

ツイッター

近所・知人などの情報

その他

（件）（件）（件）（件）（件）（件）

65

43

25

20

10

4

5

0 10 20 30 40 50 60 70

めぐろ区報

区ホームページ

町会・住区などの掲示板

メールマガジン
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⾝近な環境や⽬⿊区の環境⾏政に関する⾃由記述（意⾒・提案など） 
 

＜回答者数︓２１６⼈、延べ回答件数︓２５１件＞ 
 

目黒区環境基本計画の 
基本方針 

件数 意見の分類 件数 

１ 地球温暖化対策を推進する ５ 

低炭素のライフスタイルへの転換 ２ 

エネルギーを賢く使う暮らしの創造 ２ 

気候変動への適応策の推進 １ 

２ ものを大切にして 

循環型社会を実現する 
３９ 

ごみをつくり出さない意識の醸成 ７ 

ごみの減量と資源化の推進 ６ 

ごみの適正処理の推進 ２６ 

３ みどりをはぐくみエコロジカル

ネットワークを形成する 
２９ 

拠点となるみどりの保全と創出 １３ 

身近なみどりの保全と創出 １３ 

都市の生物多様性の確保 ３ 

４ 健康で快適に暮らせる 

  生活環境を確保する 
４９ 

大気・水・土壌環境の保全 １２ 

身近な環境問題への対応 ８ 

住み心地のよい生活環境の確保 ２９ 

５ 環境を守りはぐくむ人を育てる ２４ 

環境教育・学習の機会の充実 １７ 

環境保全活動の推進 ５ 

ネットワークの形成 ２ 

その他 １０５ 

環境に関するその他の事項について １４ 

環境以外の区の施策について ３０ 

その他 ６１ 
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環境に関するアンケート調査票 

 

１．現在のお住まいの身近な環境についてお聞きします。 

問１．身近な環境について、どのように感じていますか。（それぞれ○を１つ） 

 

項目 
良い やや良い 

どちらとも

いえない 
やや悪い 悪い 

記入例） １ ２ ３ ４ ５ 

空気のきれいさ １ ２ ３ ４ ５ 

まちの静けさ（騒音や振動） １ ２ ３ ４ ５ 

まちの清潔さやきれいさ １ ２ ３ ４ ５ 

自然やみどりの豊かさ １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

問２．（ア）お住まいの近くに川や池がありますか。（○を１つ） 

１．はい   ⇒ （イ）へ 

２．いいえ  ⇒ 問３ へ 

 

（イ）お住まいの近くに川や池がある方（問２（ア）で１を選んだ方）のみにお聞きします。 

   （それぞれ○を１つ） 

 

項目 
良い やや良い 

どちらとも

いえない 
やや悪い 悪い 

水のきれいさ １ ２ ３ ４ ５ 

水のにおい １ ２ ３ ４ ５ 

水辺（周辺を含む）のきれいさ １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

問３．身近な環境について、あなたが最も重要と思う項目はどれですか。（○を１つ） 

１．空気のきれいさ           ２．まちの静けさ（騒音や振動） 

３．まちの清潔さやきれいさ       ４．自然やみどりの豊かさ 

５．その他（                          ） 
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問４．身近な環境について、日頃どのように感じていますか。（それぞれ○を１つ） 

（１）空気のきれいさについて 

 

項目 
気にならない 

あまり 

気にならない 

どちらとも

いえない 

やや 

気になる 
気になる 

自動車の排出ガス １ ２ ３ ４ ５ 

ほこりやけむり １ ２ ３ ４ ５ 

近隣からのにおい １ ２ ３ ４ ５ 

有害な化学物質 

（アスベスト、ダイオキシン類など） 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

（２）まちの静けさ（騒音や振動）について 

 

項目 
気にならない 

あまり 

気にならない 

どちらとも

いえない 

やや 

気になる 
気になる 

近隣からの騒音や振動 １ ２ ３ ４ ５ 

車やバイクの騒音や振動 １ ２ ３ ４ ５ 

工場や駐車場の騒音や振動 １ ２ ３ ４ ５ 

工事現場の騒音や振動 １ ２ ３ ４ ５ 

 

（３）まちの清潔さやきれいさについて 

 

項目 
気にならない 

あまり 

気にならない 

どちらとも

いえない 

やや 

気になる 
気になる 

動物のふん １ ２ ３ ４ ５ 

たばこの吸殻や空き缶などの 

ポイ捨て 
１ ２ ３ ４ ５ 

集積所へのごみの出し方 １ ２ ３ ４ ５ 

街なかの落書き １ ２ ３ ４ ５ 

 

（４）自然やみどりの豊かさについて 

 

項目 
多い やや多い 

どちらとも

いえない 
やや少ない 少ない 

公園、街路樹など公共のみどり １ ２ ３ ４ ５ 

庭木、生垣など住宅地のみどり １ ２ ３ ４ ５ 

野鳥・昆虫などの姿や鳴き声を

見聞きする機会 
１ ２ ３ ４ ５ 

自然観察ができる水辺や緑地 １ ２ ３ ４ ５ 
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問５．身近な環境について、総合的に見てどのように感じていますか。（○を１つ） 

１．良い   ２．やや良い   ３．どちらともいえない   ４．やや悪い   ５．悪い 

 

 

問６．問５で回答した理由をご記入ください。（問５で「３.どちらともいえない」を選んだ方は、回答不要です） 

問５で、１または２を選択した方は「良い」と思う理由や場所を、４または５を選択した方   

は「悪い」と思う理由や場所をお書きください。 

 

 

 

 

 

 

２．環境にやさしい行動の取組状況についてお聞きします。 

問７．あなたは次のアからノの「家庭でできる環境にやさしい行動」を、普段どの程度行って    

いますか。（それぞれ○を１つ） 

家庭でできる環境にやさしい行動Ⅰ 
いつも 
している 

時々 
している 

していない
今後も 
しない 

していない 
本当は 
したい 

記入例） １ ２ ３ ４ 

ア．マイバッグを利用する １ ２ ３ ４ 

イ．再生品や詰め替え商品を購入する １ ２ ３ ４ 

ウ．ものを大切にし、できるだけ長く使用する １ ２ ３ ４ 

エ．ごみの分別を徹底する １ ２ ３ ４ 

オ．びん・缶・ペットボトル・古紙などを資源回収に出す １ ２ ３ ４ 

カ．洗剤の使用を控え、汚水を流さないようにする １ ２ ３ ４ 

キ．洗濯に風呂の残り湯を使用するなど節水を心がける １ ２ ３ ４ 

ク．雨水を貯めて再利用する １ ２ ３ ４ 

ケ．使用していない場所の照明はこまめに消す １ ２ ３ ４ 

コ．使用していない時は、コンセントから電源プラグを抜く １ ２ ３ ４ 

サ．冷暖房の設定を夏は室温 28℃、冬は室温 20℃をめやすにする １ ２ ３ ４ 
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家庭でできる環境にやさしい行動Ⅰ 
いつも 
している 

時々 
している 

していない
今後も 
しない 

していない 
本当は 
したい 

シ．エコドライブを実践する １ ２ ３ ４ 

ス．車を使わず、徒歩、自転車、公共交通機関を利用する １ ２ ３ ４ 

セ．庭やベランダなどに植木や鉢植えを設ける １ ２ ３ ４ 

ソ．身近に生息している生きものや植物を大切にする １ ２ ３ ４ 

タ．環境に関するイベントや環境学習会、自然観察会などに 

参加し、環境について学ぶ 
１ ２ ３ ４ 

チ．｢家庭でできる環境にやさしい行動｣について、話し合い、 

実践する 
１ ２ ３ ４ 

ツ．家庭で二酸化炭素削減・省エネプログラムに取り組む １ ２ ３ ４ 

テ．地域の環境活動（町会・サークルなどが行う道路や公園などの 

清掃・緑化活動、ごみ減量やリサイクル活動など）に参加する 
１ ２ ３ ４ 

 

 

家庭でできる環境にやさしい行動Ⅱ 
すでに 

購入・設置
している 

購入・設置
を検討中 

購入・設置
をしない 

購入・設置
できない 

ト．ＬＥＤ電球や電球型蛍光灯を使用する １ ２ ３ ４ 

ナ．省エネタイプの家電製品を使用する １ ２ ３ ４ 

ニ．環境にやさしい自動車（低燃費車・ハイブリッド車・電気 

自動車）を購入する 
１ ２ ３ ４ 

ヌ．屋上緑化や壁面緑化（みどりのカーテンなど）をする １ ２ ３ ４ 

ネ．太陽光発電システムや太陽熱利用システムを取り付ける １ ２ ３ ４ 

ノ．排熱を利用した空調機・給湯器・電池などの機器（ガス、 

電気）を取り付ける 
１ ２ ３ ４ 

 

 

問８．あなたにとって、「家庭でできる環境にやさしい行動」に対して取り組むことが難しい理由  

は何ですか。（いくつでも○） 

１．時間や手間がかかる          ２．情報不足・やり方がわからない 

３．費用がかかる             ４．効果がよくわからない 

５．必要性を感じない           ６．その他（               ） 
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問９．あなたは、昨年１年間に省エネルギーを意識して電気、ガス、水道、ガソリン（自動車）の    

使用量削減に取り組みましたか。（それぞれ○を１つ） 

 
常に意識して 

取り組んだ 

ときどき 

取り組んだ 

意識はあったが 

取り組まなかった 

意識はなく 

取り組まなかった 

電 気 １ ２ ３ ４ 

ガ ス １ ２ ３ ４ 

水 道 １ ２ ３ ４ 

ガソリン（自動車） 

※自動車をお持ちの方のみ 
１ ２ ３ ４ 

 

 

問１０．あなたの世帯の電気・ガス・水道・ガソリン（自動車）の昨年１年間の使用量は、その前    

の１年間と比べて、どのように変化していますか。（それぞれ○を１つ） 

 減っている 変わらない 増えている わからない 

電 気 １ ２ ３ ４ 

ガ ス １ ２ ３ ４ 

水 道 １ ２ ３ ４ 

ガソリン（自動車） 

※自動車をお持ちの方のみ 
１ ２ ３ ４ 

 

 

問１１．（ア）あなたの世帯では、昨年１年間で省エネルギーを意識して家電や自動車の買い替え、

再生可能エネルギー機器の導入をしましたか。（○を１つ） 

１．はい   ⇒ （イ）へ 

２．いいえ  ⇒ 問 1２ へ 

 

（イ）「はい」と答えた方（問１１（ア）で１を選んだ方）のみにお聞きします。 

具体的に買い替え、導入したものは何ですか。（いくつでも○） 

１．照明器具（ＬＥＤ電球など） ２．冷蔵庫      ３．エアコン    

４．テレビ           ５．給湯器      ６．温水洗浄便座 

７．自動車            ８．太陽光発電システム 

９．太陽熱利用システム     10．その他（                ） 

 



 

 

107 

資
料
編 

問１２．環境と経済に関する各意見について、あなたの考えに近いものはどれですか。 

（それぞれ○を１つ） 

 

項目 

大変 

そう思う 

やや 

そう思う 

あまり 

思わない 

まったく

思わない 

環境保全の取組を進めることは、経済の発展に 

つながる 
１ ２ ３ ４ 

日常生活における一人ひとりの行動が、環境に 

大きな影響を及ぼす 
１ ２ ３ ４ 

大量消費・大量廃棄型の生活様式を改めることは

重要である 
１ ２ ３ ４ 

環境に配慮した製品やサービスを選ぶことは 

重要である 
１ ２ ３ ４ 

環境を保全するためには、生活が今より不便に 

なってもしかたがない 
１ ２ ３ ４ 

 

３．目黒区で行っている環境保全活動についてお聞きします。 

問１３．（ア）区では、枠内に示すような環境保全に関する取組・支援を行っています。 

これらの取組に参加したことがありますか。（いくつでも○） 

１．めぐろグリーンアクションプログラム       ２．太陽光発電システムなどの設置費助成の利用 

３．環境推進員（環境ナビゲーター）養成講座     ４．環境学習会・環境講演会 

５．いきもの発見隊         ６．グリーンクラブ活動   

７．目黒川クリーンアップ大作戦   ８．その他（             ）  

９．どれにも参加したことがない  ⇒（イ）へ 

 

（イ）どれにも参加したことがない方（問１３（ア）で９を選んだ方）のみにお聞きします。 

参加できない理由は何ですか。（いくつでも○） 

１．興味・関心が持てる活動や団体がないから      ２．参加する時間がないから 

３．交通費や年会費などの費用がかかるから     ４．１人では参加しにくいから 

５．どのくらい環境保全に役立つかわからないから  ６．活動があることを知らないから 

７．その他（                                 ） 

 

問１４．今後、環境活動に参加するとすれば、どのような活動に興味がありますか。 

（いくつでも○） 

１．家庭における二酸化炭素削減プログラム    ２．新エネルギー・省エネルギー機器の設置 

３．環境に関する学習会や講演会         ４．野鳥や草花などの自然観察会や調査 

５．緑地や学校などでの生きものの生息環境づくり ６．住まい周辺の緑化活動 

７．ごみの減量やリサイクル活動                 ８．道路や公園などの清掃・ごみ拾い 

９．その他（                                     ） 

 

１～８を 

選んだ方 

⇒問１４へ 
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問１５．区から発信される環境情報のうち、どのような情報の充実を望みますか。（いくつでも○） 

１．大気・水質・騒音、放射線測定などの観測情報  ２．環境学習会や講演会に関する情報 

３．動植物のみられる時季や場所に関する情報     ４．ごみの分別や不用品に関する情報 

５．まちの美化や清掃活動に関する情報       ６．省エネルギーに関するアイディア情報 

７．環境に関する活動・取組を支援する補助金情報 

８．その他（                                   ） 

 

問１６．区からの環境情報を得るために、どのような媒体が利用しやすいですか。（いくつでも○） 

１．区ホームページ    ２．メールマガジン         ３．ツイッター 

４．めぐろ区報          ５．町会・住区などの掲示板    ６．近所・知人などの情報 

７．その他（                                   ） 

 

問１７．「めぐろスマートライフ」ホームページについてお聞きします。 

（ア）区では、生活に密着した身近な情報を発信しながら、環境に負荷の少ない心地良い暮らし   

を提案する「めぐろスマートライフ」ホームページを平成２７年４月に開設しました。    

このホームページを知っていますか。（○を１つ） 

１．はい                 ２．いいえ 

 

（イ）「めぐろスマートライフ」では、現在次のような情報を発信しています。 

エコなライフスタイルを送るために、今後どの情報の充実を望みますか。（いくつでも○） 

１．食に関するアイディア情報     ２．暮らし全般に関するアイディア情報 

３．省エネに関する情報        ４．その他（                ） 

 

問１８．リサイクルに関するルールや制度についてお聞きします。（それぞれ○を１つ） 

 

項目 

よく内容を 

知っている 

多少の内容は 

知っている 

名前くらいしか 

知らない 
名前も知らない 

めぐろ買い物ルール １ ２ ３ ４ 

小型家電回収 １ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

～ ルールや制度について ～ 

めぐろ買い物ルール 
ごみをつくり出さない工夫や啓発を積極的に行うことを実現するため、平成１８年３月に策定しました。 

小型家電回収 
限りある資源を有効に活用するため、携帯電話など小型家電（９品目）の回収を平成２６年４月から開始しました。 
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問１９．目黒区の施策に関する満足度をお聞きします。（それぞれ○を１つ） 

 

項目 
満足 やや満足 

どちらとも
いえない 

やや不満 不満 

環境に関する情報提供 １ ２ ３ ４ ５ 

環境教育・学習の場や機会の提供 １ ２ ３ ４ ５ 

温暖化対策・省エネルギーに関する施策 １ ２ ３ ４ ５ 

ごみの減量・リサイクルに関する施策 １ ２ ３ ４ ５ 

 

４．最後にあなたご自身のことについてお聞きします。（それぞれ○を１つ） 

 回 答 欄 

性別 

 １．男性         ２．女性 

 

 

年齢（満年齢） 
 １．１８～２９歳     ２．３０～３９歳     ３．４０～４９歳 

４．５０～５９歳     ５．６０～６９歳     ６．７０歳以上 

職業 

１．会社員などの勤め人  ２．自営業        ３．自由業 

４．家事専業       ５．パート・アルバイト  ６．学生 

７．無職         ８．その他 

世帯の構成 
１．一人暮らし      ２．夫婦のみ    ３．二世代家族（親と子） 

４．三世代家族（親と子と孫）   ５．その他 

居住地区 

１．北部地区 （駒場住区、菅刈住区、東山住区、烏森住区） 

２．東部地区 （中目黒住区、田道住区、下目黒住区、不動住区） 

３．中央地区 （上目黒住区、油面住区、五本木住区、鷹番住区） 

４．南部地区 （月光原住区、向原住区、碑住区、原町住区、大岡山東住区） 

５．西部地区 （大岡山西住区、中根住区、自由が丘住区、八雲住区、東根住区） 

目黒区居住年数 
 １．１年未満        ２．１～５年       ３．６～１０年 

 ４．１１～２０年     ５．２１～３０年     ６．３１年以上 

住宅の種類 １．一戸建て       ２．マンション・アパート    ３．その他 

 

５．身近な環境に対して日頃感じていることや目黒区の環境行政について、ご意見やご提案  

がございましたらご記入ください。 

 
 
 
 
 

 

アンケート調査は、これで終わりです。ご協力ありがとうございました。 

記入もれがないかもう一度お確かめの上、６月２０日（月）までに 

同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、お近くの郵便ポストへ入れてください。 

※統計分析のため「男性・女性」の二択としていますので、自認する性別を選んでください。 

自認する性別がどちらでもない方は、住民登録上の性別をお答えください。 

※別紙の地図及び住所

一覧を参考にご回答

ください 
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環境⾏政をめぐる動き 
環境をとりまく状況は、めまぐるしく変化しています。世界や国、都の動向にあわせ、区では次

頁の表に示すような取組を進めてきました。特に近年では、次のような環境問題の重要性が高まっ

ています。 

世界の平均気温の上昇 

２０２１（令和３）年８月に発

表された「気候変動に関する政府

間パネル」（ＩＰＣＣ）第６次評

価報告書第１次作業部会報告書

（ＡＲ６／ＷＧ１）において、人

間の活動による大気、海洋及び陸

域の温暖化への影響について「疑

う余地がない」と明記され、前回

の報告書では「可能性が極めて高

い（９５％以上）」としていた表

現が、さらに踏み込んだ断定的な

表現となりました。また、第６次評価報告書では、世界の平均気温（２０１１～２０２０年）は、

工業化前と比べて約１.０９℃上昇しており、この観測値は過去１０万年間で最も温暖だった数

百年間の推定気温と比べても前例のないものであるとしています。２０３０（令和１２）年まで

に地球全体の温室効果ガス排出量を半減できれば、気温上昇を食い止めることも可能となること

から、確実な温室効果ガス排出量削減の取組が求められます。 

 

２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けた「地球温暖化対策計画」の改正 

国では、パリ協定に定める目標など

を踏まえ、２０２１（令和３）年５月

に地球温暖化対策推進法を改正し、 

２０３０（令和１２）年度にむけ、温

室効果ガス４６%削減（２０１３年度

比）を目指すこと、さらに５０%の高

みに向けて挑戦を続けることを目標

として掲げ、その実現に向け、地球温

暖化対策計画を改定しました。 

掲げられた目標実現のためには、家

庭部門で６６％、産業部門で３７％削減と、従来目標を大幅に引き上げるものであり、実現のため

には、自治体・事業者・国民全員が協力して取り組んでいく必要があります。 

主な施策として、国・自治体の庁舎・施設に最大限太陽光発電の導入や、２０３０（令和１２）

年度までに、地域内の民生部門（家庭部門及び業務その他部門）の電力消費に伴うＣＯ2排出の実

質ゼロを目指す「脱炭素先行地域」を１００か所創出することを目指しています。 

出典：IＰＣＣ ＡＲ６/ＷＧ１「政策決定者向け要約」  

世界平均気温（年平均）の変化 

人為・自然起源両方の要

因を考慮した推定値 

自然起源の要因のみを

考慮した推定値 

＜地域脱炭素ロードマップ 対策・施策の全体像＞ 

出典：環境省 脱炭素ポータルホームページ  
（２０２１年７月） 
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資
料
編 

 
＜環境⾏政をめぐる区の動き及び世界・⽇本・東京都の動き＞ 

年度 区の動き ★：世界の動き ●：国の動き ○：東京都の動き 

２００９ 
（平成２１）年度 

「目黒区景観計画」策定 
○「東京都地球温暖化対策指針」改正 
○「東京都エネルギー有効利用指針」制定 「目黒区地球温暖化対策推進実行計画 

（めぐろエコ・プラン）」策定 

２０１０ 
（平成２２）年度 

「目黒区総合治水対策基本計画」改定 
★ＣＯＰ-ＣＢＤ※１１０開催 
（「名古屋-クアラルンプール補足議定書」、 
「愛知ターゲット」、「名古屋議定書」採択） 

○「首都圏キャップ＆トレード制度」協定締結 
○「緑確保の総合的な方針」策定 

「目黒区環境学習推進計画」改定 

２０１１ 
（平成２３）年度 

「目黒区環境基本計画」改定 
（重点プロジェクトの変更など） 
「目黒区景観計画」改定 

★ＣＯＰ-ＦＣＣＣ※２１７開催 

２０１２ 
（平成２４）年度 － 

★ＣＯＰ-ＦＣＣＣ１８開催 
★国連持続可能な開発会議（リオ＋２０）開催 
●「第四次環境基本計画」閣議決定 
●「生物多様性国家戦略２０１２-２０２０」閣議決定 
●「都市の低炭素化の促進に関する法律」制定 
○「緑施策の新展開～生物多様性の保全に向けた基本戦略

～」策定 

２０１３ 
（平成２５）年度 

「目黒区地球温暖化対策推進第二次実行 
計画（めぐろエコ・プランⅡ）」改定 

★ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）が 
「第５次評価報告書」の第１作業部会報告書、 
第２作業部会報告書を公表 

★「水銀に関する水俣条約」採択 
●「地球温暖化対策推進法」改正 
（３ふっ化窒素《ＮＦ３》の温室効果ガスへの追加など） 
●「第三次循環型社会形成推進基本計画」閣議決定 
●「J クレジット」制度の発足 

「目黒区地球温暖化対策地域推進計画 
（第二次計画）」改定 

「目黒区環境学習実行プラン」改定 

「ささえあう生命の輪（いのちのわ） 
野鳥のすめるまちづくり計画」策定 

２０１４ 
（平成２６）年度 

－ 

★持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関する 
ユネスコ世界会議開催 

★ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）が 
「第５次評価報告書」の第３作業部会報告書を公表 

★「名古屋議定書」発効 
●「水循環基本法」制定 
●「外来種被害防止行動計画」策定 
○「東京都長期ビジョン」策定 

２０１５ 
（平成２７）年度 

「目黒区みどりの基本計画」改定 

★ＣＯＰ-ＦＣＣＣ２１開催「パリ協定」採択 
★国連持続可能な開発サミット開催（「持続可能な開発の

ための２０３０アジェンダ」採択） 
●「建築物省エネ法」制定 
●「水銀による環境の汚染の防止に関する法律」制定 
●「気候変動の影響への適応計画」閣議決定 
○「東京都環境基本計画」改定 
○「緑確保の総合的な方針」改定 

「目黒区一般廃棄物処理基本計画 
～快適で誇りのもてる循環型のまち～」
改定 

２０１６ 
（平成２８）年度 

「目黒区環境基本計画」改定 
（重点的に取り組むテーマの設定など） 

★ＣＯＰ-ＦＣＣＣ２２開催「パリ協定」発効 
●「地球温暖化対策計画」閣議決定 

２０１７ 
（平成２９）年度 － ★「水銀に関する水俣条約」発効 

２０１８ 
（平成３０）年度 

「目黒区地球温暖化対策推進第三次実行 
計画（めぐろエコ・プランⅢ）」改定 

●「第五次環境基本計画」閣議決定 
●「気候変動適応法」制定 
●「気候変動適応計画」閣議決定 
★ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル） 

が「１.５℃特別報告書※３」を公表 

２０１９ 
(令和元）年度 － 

●「フロン排出抑制法」改正 
●「食品ロス削減推進法」制定 
〇「ゼロエミッション東京戦略」策定 

２０２０ 
(令和２）年度 

「目黒区使い捨てプラスチック削減方針」
策定 

●菅総理所信表明により、２０５０年までに脱炭素社会の
実現を目指すことを宣言 

２０２1 
(令和 3）年度 「２０５０年ゼロカーボンシティ」表明 

●「地球温暖化対策推進法」改正 
★ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）が 

「第６次評価報告書」の第１作業部会報告書を公表 
●「地球温暖化対策計画」改定 
●「気候変動適応計画」改定 

  ※１ ＣＯＰ-ＣＢＤ…生物多様性条約締約国会議。 
※２ ＣＯＰ-ＦＣＣＣ…気候変動枠組条約締約国会議。 
※３ 「１.５℃特別報告書」…気候変動の脅威への世界的な対応の強化、持続可能な発展及び貧困撲滅の文脈において工業化以前の

水準から１.５℃ の気温上昇にかかる影響や関連する地球全体での温室効果ガス（ＧＨＧ）排出経路に関する特別報告書。 
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環境保全の施策に要した主な経費 
 

基本⽅針１ 地球温暖化対策を推進する                                   （単位：千円） 

事業名 事業の内容 経 費 

地球温暖化対策事業 

【普及・啓発事業】 
住宅用新エネルギー及び省エネルギー設備設置費助成、 
地球温暖化対策啓発事業、めぐろグリーンアクションプログ
ラムなど 

９,７６１ 

 

基本⽅針２ ものを⼤切にして循環型社会を実現する                     （単位：千円） 

事業名 事業の内容 経 費 

ごみ減量化のための 
普及啓発 

プラスチック削減、食品ロス削減、めぐろ買い物ルール、 
環境学習、ＭＧＲ１００プロジェクト、２Ｒ推進 

３,９０４ 

拠点回収事業 回収量（乾電池１８ｔ、紙パック４ｔ、小型家電７ｔ） ７,４２３ 

分別回収の推進事業 
回収量 
（びん３,１８５ｔ、缶８５５ｔ、ペットボトル１,１８２ｔ、 

資源プラスチック１,７０８ｔ、蛍光管など１３ｔ） 
１,０８８,３９２ 

古紙回収（行政回収分） 古紙回収量２３４ｔ ４８,５５９ 

資源回収活動支援 
資源回収活動実施団体支援３２５団体 
資源回収量（古紙など）１１,３７６ｔ 

４５,５０６ 

 

基本⽅針３ みどりをはぐくみエコロジカルネットワークを形成する        （単位：千円） 

事業名 事業の内容   経 費 

みどりのまちなみ助成 
接道部緑化１４件、屋上・壁面緑化７件、 
保存樹木等助成２７９件 

９,１９３ 

グリーンクラブ事業 花苗配布などの支援９２団体 ３,５１２ 

 

基本⽅針４ 健康で快適に暮らせる⽣活環境を確保する                 （単位：千円） 

事業名 事業の内容 経 費 

環境調査 

大気汚染常時監視、幹線道路の自動車公害調査、目黒川水質
調査、光化学スモッグ対策、幹線道路沿いにおける窒素酸化
物調査、地下水調査、一般大気中アスベスト調査、一般環境
大気中のダイオキシン類調査委託、目黒川臭気分析委託など 

１４,８６３ 

総合治水対策の推進 雨水浸透桝３か所、透水性舗装５０９㎡ １５,１１０ 

放射線対策 Ｎａｌ（Ｔｌ）シンチレーションサーベイメーター校正費 ８８ 

ポイ捨て、落書き対策 ポイ捨て禁止キャンペーン、落書き消去活動支援 ６３２ 

犬のふん放置等 
に対する普及啓発 

飼い主へのマナー啓発プレート配布 ８３ 

路上喫煙対策 
路上喫煙禁止区域のパトロール、路上シート作成設置、 
指定喫煙所維持管理、屋内型喫煙施設整備費補助など 

２１,７８１ 

 

基本⽅針５ 環境を守りはぐくむ⼈を育てる                      （単位：千円） 

事業名 事業の内容 経 費 

目黒区エコプラザ 

運営管理 
環境推進員養成講座、リサイクルショップ、図書貸出しなど ２７,０８３ 
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い
て

、
区

報
や

ホ
-
ム

ペ
-
ジ

に
よ

り
区

民
に

周
知

し
て

協
力

を
求

め
る

。

節
電

の
取

組
の

一
環

と
し

て
、

5
/
1

～
1
0
/
31

を
「
節

電
ビ

ズ
」
の

取
組

期
間

と
し

て
実

施
し

た
。

－
室

内
温

度
を

28
度

を
目

安
に

設
定

し
、

軽
装

化
で

仕
事

を
行

う
こ

と
で

、
区

有
施

設
の

電
力

消
費

量
の

抑
制

に
努

め
た

。

○
国

に
お

い
て

は
期

間
の

定
め

の
な

い
「
ク

ー
ル

ビ
ズ

」
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

や
、

適
応

策
と

し
て

の
観

点
も

考
慮

し
な

が
ら

、
区

に
お

け
る

軽
装

化
の

取
組

を
継

続
す

る
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

3
省

エ
ネ

・
節

電
行

動
の

推
進

め
ぐ

ろ
笑

エ
ネ

ト
ラ

イ
終

了
（実

施
期

間
：
平

成
2
7
年

度
～

令
和

2年
度

）

－
－

－
－

×
事

業
実

施
期

間
終

了
の

た
め

廃
止

と
す

る
。

新
た

な
家

庭
向

け
啓

発
事

業
に

つ
い

て
は

、
計

画
改

定
の

実
施

事
業

と
し

て
検

討
す

る
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

4
省

エ
ネ

・
節

電
行

動
の

推
進

め
ぐ

ろ
グ

リ
ー

ン
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
（事

業
所

版
)

継
続

（平
成

1
6年

度
～

）
参

加
団

体
の

取
組

を
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
普

及
し

な
が

ら
、

参
加

団
体

の
呼

び
か

け
に

努
め

る
。

新
規

認
定

件
数

：0
件

更
新

認
定

件
数

：6
件

中
間

報
告

件
数

：1
件

認
定

会
2
回

永
年

取
組

表
彰

：1
件

参
加

登
録

団
体

：
2
3
件

区
内

事
業

者
に

周
知

の
た

め
、

募
集

用
の

チ
ラ

シ
を

作
成

し
配

付
し

た
。

そ
の

結
果

、
新

規
参

加
事

業
者

が
1
件

あ
り

、
基

準
年

度
の

件
数

に
到

達
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
事

業
者

等
に

お
け

る
環

境
に

配
慮

し
た

取
組

の
啓

発
に

努
め

る
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

5
省

エ
ネ

・
節

電
行

動
の

推
進

環
境

に
配

慮
し

た
運

転
の

啓
発

継
続

（平
成

2
0年

度
～

）
区

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
10

の
す

す
め

を
紹

介
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
1
0

の
す

す
め

を
紹

介
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

た
。

－
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

1
0

の
す

す
め

を
紹

介
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

た
。

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

り
普

及
啓

発
す

る
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

6
省

エ
ネ

・
節

電
行

動
の

推
進

昔
な

が
ら

の
エ

コ
暮

ら
し

体
験

等
生

活
ス

タ
イ

ル
見

直
し

講
座

の
開

催
「
江

戸
の

暮
ら

し
か

ら
学

ぶ
、

エ
コ

生
活

活
用

術
」

継
続

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
学

ぶ
講

座
を

実
施

す
る

。
環

境
省

「
C

O
O

L
　

C
H

O
IC

E
パ

ネ
ル

展
」
を

開
催

。
同

時
に

「
2
1
0
0年

未
来

の
天

気
予

報
」
D

V
D

上
映

を
行

い
、

参
加

者
に

は
エ

コ
宣

言
を

記
入

し
て

も
ら

っ
た

。

C
O

O
L
 C

H
O

IC
E
パ

ネ
ル

展
参

加
者

：
1
7
0
名

パ
ネ

ル
や

D
V

D
を

見
て

貰
う

だ
け

で
な

く
、

エ
コ

宣
言

を
し

て
貰

っ
た

こ
と

で
、

参
加

者
の

意
識

の
高

さ
や

興
味

の
深

さ
を

知
る

こ
と

が
出

来
た

。

○
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

学
ぶ

講
座

を
、

エ
コ

ま
つ

り
・
め

ぐ
ろ

の
中

で
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（
エ

コ
プ

ラ
ザ

指
定

管
理

者
）

7
省

エ
ネ

・
節

電
行

動
の

推
進

「
め

ぐ
ろ

ス
マ

ー
ト

ラ
イ

フ
」
で

の
情

報
発

信
継

続
（平

成
2
7年

度
～

）
様

々
な

媒
体

へ
め

ぐ
ろ

ス
マ

ー
ト

ラ
イ

フ
の

情
報

を
掲

載
し

周
知

に
努

め
る

。

多
く
の

新
着

記
事

を
掲

載
し

た
。

料
理

レ
シ

ピ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「ク
ッ

ク
パ

ッ
ド

」
に

「
ス

マ
ー

ト
ラ

イ
フ

レ
シ

ピ
」
の

一
部

を
掲

載
し

た
。

ま
た

、
目

黒
区

子
育

て
支

援
課

が
運

営
す

る
「め

ぐ
ろ

子
育

て
ホ

ッ
と

ナ
ビ

」
、

環
境

省
の

「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ス

マ
ー

ト
」、

東
京

都
環

境
局

の
「
チ

ー
ム

も
っ

た
い

な
い

」
に

め
ぐ

ろ
ス

マ
ー

ト
ラ

イ
フ

の
情

報
を

掲
載

し
た

。

－
ア

ク
セ

ス
解

析
で

は
、

2
0
～

40
代

の
閲

覧
者

の
増

加
が

み
ら

れ
た

。
こ

の
世

代
が

関
心

を
持

て
る

記
事

を
意

識
的

に
取

り
入

れ
た

こ
と

や
、

多
様

な
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
に

掲
載

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（
エ

コ
ラ

イ
フ

め
ぐ

ろ
推

進
協

会
）担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

8
省

エ
ネ

・
低

炭
素

型
の

製
品

へ
の

買
換

な
ど

の
賢

い
選

択
の

普
及

啓
発

環
境

へ
の

負
荷

の
少

な
い

商
品

の
購

入
継

続
（
平

成
2
0
年

度
～

）
区

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
紹

介
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
紹

介
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

た
。

－
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

紹
介

し
、

普
及

啓
発

に
努

め
た

。
○

区
報

等
に

よ
り

啓
発

に
努

め
る

。
環

境
保

全
課

（
温

暖
化

対
策

係
）

9
環

境
に

配
慮

し
た

事
業

活
動

の
支

援

環
境

に
配

慮
し

た
中

小
企

業
向

け
融

資
の

充
実

継
続

（
平

成
2
7
年

度
～

）
－

申
請

な
し

－
今

後
も

継
続

的
に

周
知

し
て

い
く
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

産
業

経
済

・
消

費
生

活
課

1
0

公
共

交
通

等
の

利
用

促
進

公
共

交
通

機
関

の
利

用
促

進
継

続
（
平

成
2
0
年

度
～

）
区

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
紹

介
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
紹

介
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

た
。

－
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

紹
介

し
、

普
及

啓
発

に
努

め
た

。
○

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
り

啓
発

に
努

め
る

。
環

境
保

全
課

（
温

暖
化

対
策

係
）

1
1

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

等
の

導
入

促
進

【
再

掲
】
地

球
温

暖
化

対
策

地
域

推
進

計
画

の
推

進
継

続
（
平

成
2
1
年

度
～

）
20

06
(平

成
1
8
)年

1
2月

に
立

ち
上

げ
た

区
民

団
体

、
区

内
大

規
模

事
業

者
、

運
輸

関
係

事
業

所
、

学
校

、
官

公
署

等
幅

広
い

分
野

の
代

表
で

構
成

す
る

「
目

黒
区

地
球

温
暖

化
対

策
地

域
協

議
会

」
に

お
い

て
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
の

抑
制

を
目

的
と

し
た

「
目

黒
区

地
球

温
暖

化
対

策
地

域
推

進
計

画
(第

二
次

計
画

)」
を

推
進

す
る

。

目
黒

区
地

球
温

暖
化

対
策

地
域

推
進

計
画

（
第

二
次

計
画

）
に

基
づ

き
、

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
等

の
新

エ
ネ

ル
ギ

-及
び

省
エ

ネ
ル

ギ
-

設
備

設
置

費
の

助
成

事
業

、
め

ぐ
ろ

グ
リ

ー
ン

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
省

エ
ネ

活
動

の
啓

発
な

ど
具

体
的

な
取

組
を

実
施

し
た

。

2
0
1
9
(令

和
元

)年
度

に
お

い
て

、
二

酸
化

炭
素

排
出

量
1
0
.3

％
削

減
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

は
1
9
.7

％
削

減
と

な
っ

た
。

（
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

及
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

は
、

算
定

作
業

に
2か

年
を

要
す

る
た

め
、

2
0
2
0
(令

和
2
)年

度
の

達
成

状
況

が
公

表
さ

れ
る

の
は

2
0
2
3
(令

和
5
)

年
と

な
る

。
)

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
等

の
設

置
費

助
成

事
業

な
ど

を
実

施
し

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
の

削
減

と
区

民
へ

の
啓

発
に

努
め

た
。

○
計

画
改

定
に

よ
り

、
2
0
5
0
(令

和
3
2
)年

度
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
実

現
を

目
指

し
た

目
標

数
値

に
見

直
し

を
行

う
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

1
2

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

等
の

導
入

促
進

住
宅

用
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
及

び
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
機

器
導

入
支

援
継

続
（
平

成
2
1
年

度
～

）
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
助

成
　

1
9
2
件

区
報

や
ホ

-ム
ペ

-
ジ

等
で

の
周

知
に

お
い

て
、

助
成

制
度

の
説

明
以

外
に

、
各

設
備

の
説

明
や

、
災

害
時

に
お

け
る

新
エ

ネ
・省

エ
ネ

設
備

の
利

点
を

P
R

し
、

助
成

件
数

の
増

加
を

図
っ

た
。

助
成

件
数

：
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

22
件

家
庭

用
燃

料
電

池
シ

ス
テ

ム
1
2
件

家
庭

用
蓄

電
シ

ス
テ

ム
27

件
C

O
2
冷

媒
ヒ

-
ト

ポ
ン

プ
給

湯
器

3
件 H

E
M

S
(家

庭
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
シ

ス
テ

ム
)1

6件
マ

ン
シ

ョ
ン

共
用

部
L
E
D

照
明

7
件

ネ
ッ

ト
・
ゼ

ロ
・エ

ネ
ル

ギ
ー

・
ハ

ウ
ス

(Z
E
H

)7
件

事
業

の
周

知
に

よ
り

、
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

の
申

請
件

数
が

増
加

す
る

よ
う

努
め

た
が

、
世

界
的

な
半

導
体

不
足

か
ら

生
じ

た
設

備
の

供
給

の
大

幅
な

遅
れ

に
よ

り
、

全
体

的
に

件
数

の
減

少
が

目
立

っ
た

。
一

方
で

、
エ

コ
住

宅
に

つ
い

て
は

件
数

が
倍

増
と

な
っ

た
。

○
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

等
の

助
成

事
業

に
よ

り
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

の
普

及
促

進
に

努
め

る
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

1
3

公
共

施
設

の
低

炭
素

化
の

推
進

エ
コ

ス
ク

ー
ル

（
外

断
熱

・
太

陽
光

発
電

・
雨

水
利

用
シ

ス
テ

ム
等

の
導

入
）

継
続

（
平

成
1
9
年

度
～

）
学

校
施

設
の

改
築

や
大

規
模

改
修

の
予

定
が

無
い

た
め

、
太

陽
光

発
電

等
の

新
規

整
備

予
定

は
な

い
。

東
山

小
学

校
の

改
築

に
伴

い
エ

コ
ス

ク
ー

ル
の

認
定

を
受

け
た

。
(事

業
タ

イ
プ

)・
太

陽
光

発
電

型
　

・
太

陽
熱

利
用

型
　

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

省
資

源
型

　
・
自

然
共

生
型

・
木

材
利

用
型

－
東

山
小

学
校

は
、

管
理

棟
・
校

舎
棟

が
竣

工
し

、
20

1
7
(平

成
2
9
)年

度
よ

り
新

校
舎

に
て

授
業

を
開

始
し

た
。

太
陽

光
発

電
量

の
モ

ニ
タ

ー
表

示
等

に
よ

り
、

環
境

教
育

へ
の

活
用

が
期

待
で

き
る

。

○
2
0
2
2
(令

和
4
)年

度
中

に
改

修
等

で
太

陽
光

発
電

等
を

新
規

導
入

す
る

予
定

は
な

い
。

学
校

施
設

計
画

課

1
4

公
共

施
設

の
低

炭
素

化
の

推
進

街
路

灯
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

平
成

2
1
年

度
～

（
平

成
1
9
年

度
～

実
験

開
始

）

約
7
0
0
灯

の
改

修
2
0
2
1
(令

和
3
)年

度
、

7
1
9
灯

L
E
D

化
の

改
修

を
行

い
、

20
2
1
(令

和
3
)

年
度

末
8
,5

1
2
灯

の
L
E
D

化
が

完
了

し
た

。

達
成

率
7
4
%

目
標

通
り

進
捗

し
て

い
る

。
○

街
路

灯
の

L
E
D

化
。

道
路

公
園

課

15
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
へ

の
対

策
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
対

策
へ

の
取

組
み

継
続

（
平

成
1
8
年

度
～

）
－

地
球

温
暖

化
対

策
地

域
協

議
会

を
開

催
し

た
。

－
地

球
温

暖
化

対
策

地
域

協
議

会
に

お
い

て
、

地
球

温
暖

化
対

策
地

域
推

進
計

画
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
目

標
に

向
け

た
効

果
的

な
取

組
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

○
区

報
等

に
よ

り
啓

発
に

努
め

る
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（廃
止

の
場

合
は

そ
の

理
由

）

16
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
へ

の
対

策
保

水
性

舗
装

の
整

備
(目

黒
本

町
)、

保
水

性
舗

装
の

整
備

(目
黒

川
沿

い
)

継
続

（
昭

和
4
9年

度
～

）
継

続
し

て
実

施
す

る
。

－
－

－
○

遮
熱

性
舗

装
　

1
,3

20
㎡

み
ど

り
土

木
政

策
課

17
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
へ

の
対

策
公

共
施

設
の

緑
化

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
－

地
上

  
  
  

  
 ：

2
3,

95
2.

64
㎡

建
築

(屋
上

)：
1
98

5.
76

㎡
建

築
(壁

面
)：

1
77

.5
㎡

公
共

施
設

の
緑

化
の

推
進

を
図

っ
た

。
○

継
続

し
て

実
施

す
る

。
み

ど
り

土
木

政
策

課

18
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
へ

の
対

策
み

ど
り

の
ま

ち
な

み
助

成
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

接
道

部
：1

1,
25

7.
5
3ｍ

屋
上

  
 ：

5
,2

5
8.

7
3
㎡

壁
面

  
 ：

5
33

.9
1㎡

接
道

部
：6

1.
49

ｍ
屋

上
  
 ：

1
13

.2
0㎡

壁
面

  
 ：

7
.9

8㎡

確
実

な
緑

化
が

進
ん

だ
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

19
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
へ

の
対

策
保

存
樹

木
等

の
指

定
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

樹
木

：6
56

本
樹

林
：8

1,
8
25

.6
3㎡

生
垣

：2
,7

0
6.

95
ｍ

樹
木

：7
本

樹
林

：0
㎡

生
垣

：2
5.

6ｍ

保
存

樹
木

等
の

指
定

件
数

が
減

少
し

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

20
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
へ

の
対

策
豊

か
な

芝
生

校
庭

の
維

持
継

続
継

続
（
平

成
1
6年

度
～

）
既

存
の

豊
か

な
芝

生
校

庭
の

維
持

継
続

－
達

成
数

値
2校

校
庭

芝
生

の
維

持
管

理
を

行
い

、
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
対

策
に

寄
与

し
た

。

○
校

庭
芝

生
の

維
持

管
理

を
引

き
続

き
行

う
。

学
校

施
設

計
画

課

21
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
へ

の
対

策
打

ち
水

の
実

施
継

続
エ

ア
コ

ン
等

に
よ

る
消

費
電

力
を

抑
え

、
人

工
排

熱
の

低
減

を
図

る
。

東
京

都
環

境
局

が
推

奨
す

る
「
お

家
d
e打

ち
水

」
に

参
加

し
、

自
宅

等
で

打
ち

水
を

実
施

し
た

様
子

を
写

真
に

撮
っ

て
も

ら
っ

た
。

写
真

を
持

参
し

た
参

加
者

に
対

し
「
打

ち
水

て
ぬ

ぐ
い

」を
渡

し
た

。

－
予

想
以

上
に

反
響

が
あ

っ
た

。
中

に
は

、
自

由
研

究
と

し
て

打
ち

水
を

題
材

に
し

、
賞

を
受

賞
し

た
と

の
報

告
も

あ
っ

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（エ

コ
プ

ラ
ザ

指
定

管
理

者
）

22
熱

中
症

・感
染

症
予

防
対

策
に

関
す

る
普

及
啓

発

地
球

温
暖

化
対

策
推

進
実

行
計

画
の

推
進

継
続

（
平

成
2
1年

度
～

）
年

度
ご

と
の

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
を

削
減

す
る

。
20

1
3(

平
成

25
)年

度
を

基
準

と
し

、
20

1
9(

令
和

元
)年

度
か

ら
の

10
年

間
で

4
0％

削
減

を
目

安
と

す
る

。

地
球

温
暖

化
対

策
推

進
本

部
に

お
い

て
取

組
を

検
討

し
、

め
ぐ

ろ
エ

コ
・
プ

ラ
ン

Ⅱ
を

推
進

し
た

。

20
13

(平
成

2
5)

年
度

（
基

準
値

）比
で

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

は
21

.4
％

減
の

18
,5

81
t-

C
O

2
-e

q
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
（
原

油
換

算
）
使

用
量

は
1.

8
％

減
の

1
1,

48
5k

L
と

な
っ

た
。

総
合

庁
舎

等
で

、
排

出
係

数
の

少
な

い
電

力
を

導
入

し
た

こ
と

に
よ

り
、

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
は

20
20

(令
和

2)
年

度
よ

り
更

に
減

少
し

た
が

、
学

校
体

育
館

等
で

の
空

調
設

備
の

増
加

に
よ

り
、

電
気

・
ガ

ス
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

は
20

20
(令

和
2)

年
度

よ
り

増
加

し
た

。

○
年

度
ご

と
の

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
・エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
を

削
減

す
る

。
20

13
(平

成
2
5)

年
度

を
基

準
と

し
、

2
01

9
(令

和
元

)年
度

か
ら

の
10

年
間

で
40

％
削

減
を

目
安

と
す

る
。

環
境

保
全

課
（温

暖
化

対
策

係
）

23
都

市
型

水
害

へ
の

対
策

透
水

性
舗

装
、

雨
水

浸
透

桝
の

整
備

継
続

（
昭

和
6
1年

度
～

）
雨

水
浸

透
桝

：3
か

所
透

水
性

舗
装

：2
00

㎡
雨

水
浸

透
桝

：3
か

所
透

水
性

舗
装

：5
09

㎡
雨

水
浸

透
桝

：
3か

所
透

水
性

舗
装

：
50

9㎡
事

業
目

標
を

達
成

し
た

。
○

雨
水

浸
透

桝
：
3か

所
み

ど
り

土
木

政
策

課

24
都

市
型

水
害

へ
の

対
策

公
園

整
備

（透
水

性
舗

装
、

浸
透

桝
・ト

レ
ン

チ
）

継
続

（
平

成
2
年

度
～

）
都

市
型

水
害

対
策

の
た

め
、

雨
水

流
出

抑
制

施
設

の
整

備
を

図
る

。
－

－
－

○
三

角
山

公
園

呑
川

本
流

緑
道

み
ど

り
土

木
政

策
課

25
都

市
型

水
害

へ
の

対
策

雨
水

流
出

抑
制

施
設

の
整

備
の

促
進

（公
共

・民
間

施
設

）
継

続
（
平

成
2
年

度
～

）
－

－
雨

水
流

出
抑

制
施

設
等

設
置

指
導

実
績

：3
,1

68
 ㎥

届
出

が
必

要
な

対
象

物
件

に
関

し
て

は
、

ほ
ぼ

適
正

に
届

出
が

な
さ

れ
た

。

○
現

行
制

度
継

続
都

市
整

備
課

26
都

市
型

水
害

へ
の

対
策

雨
水

利
用

シ
ス

テ
ム

の
導

入
継

続
（
平

成
2
2年

度
～

）
学

校
施

設
の

改
築

や
大

規
模

改
修

の
予

定
が

無
い

た
め

、
透

水
性

舗
装

や
浸

透
施

設
の

新
規

整
備

予
定

は
な

い
。

－
導

入
済

5校
－

○
学

校
施

設
の

改
築

や
大

規
模

改
修

の
予

定
が

無
い

た
め

、
透

水
性

舗
装

や
浸

透
施

設
の

新
規

整
備

予
定

は
な

い
。

学
校

施
設

計
画

課

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

2
7

Ｐ
Ｒ

施
策

や
環

境
学

習
等

に
よ

る
普

及
啓

発

環
境

学
習

の
実

施
継

続
（平

成
1
2年

度
～

）
出

前
講

座
等

や
子

ど
も

向
け

環
境

学
習

を
開

催
し

、
普

及
啓

発
を

図
る

。

清
掃

事
務

所
と

連
携

し
な

が
ら

、
子

ど
も

向
け

環
境

学
習

(出
前

講
座

)
を

開
催

し
、

普
及

啓
発

を
図

っ
た

。
ま

た
、

環
境

学
習

で
配

布
用

の
啓

発
品

の
作

成
を

行
っ

た
。

環
境

学
習

(小
学

校
・保

育
園

等
)8

回
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
2
02

0(
令

和
2
)年

度
に

引
き

続
き

少
な

い
開

催
数

と
な

っ
た

が
、

環
境

学
習

の
実

施
方

法
や

内
容

等
に

配
慮

し
な

が
ら

、
効

果
的

な
普

及
啓

発
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

○
子

ど
も

向
け

環
境

学
習

や
必

要
に

応
じ

出
前

講
座

等
を

開
催

す
る

。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

2
8

Ｐ
Ｒ

施
策

や
環

境
学

習
等

に
よ

る
普

及
啓

発

啓
発

冊
子

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

発
行

継
続

（平
成

1
2年

度
～

）
冊

子
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

適
宜

発
行

し
、

世
帯

や
年

齢
層

に
応

じ
た

効
果

的
な

普
及

啓
発

を
図

る
。

「
資

源
と

ご
み

の
分

け
方

・
出

し
方

」
(日

本
語

版
・
外

国
語

版
)、

子
ど

も
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
(小

学
2年

生
・4

年
生

用
)を

発
行

・配
布

し
た

。
ま

た
、

使
い

捨
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

削
減

事
業

と
し

て
新

た
な

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
食

品
ロ

ス
削

減
事

業
と

し
て

新
た

な
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

の
案

内
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

発
行

・配
布

し
た

。

・「
資

源
と

ご
み

の
分

け
方

出
し

方
」

(日
本

語
版

)3
0
,0

00
部

(外
国

語
版

)
英

語
版

4,
00

0部
中

国
語

版
2,

00
0部

ハ
ン

グ
ル

版
2,

00
0部

・子
ど

も
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
小

学
2年

生
用

2,
0
00

部
小

学
4年

生
用

2,
5
00

部
・「

減
ら

そ
う

分
け

よ
う

使
い

捨
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

」
(一

般
用

)1
0
,0

0
0部

(小
学

1
～

3年
生

)5
,5

0
0部

(小
学

4
～

6年
生

)5
,2

0
0部

・「
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

や
っ

て
み

ま
せ

ん
か

?」
3,

00
0部

子
ど

も
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
(小

学
4

年
生

用
)の

内
容

及
び

配
布

時
期

に
つ

い
て

は
、

環
境

学
習

と
の

連
携

を
図

っ
た

。
ま

た
、

使
い

捨
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

削
減

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

は
一

般
用

・
小

学
生

向
け

2種
を

作
成

・
配

布
す

る
こ

と
で

、
年

齢
層

に
応

じ
た

効
果

的
な

普
及

啓
発

を
図

っ
た

。
そ

し
て

、
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

の
案

内
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
は

町
会

・自
治

会
へ

配
布

す
る

こ
と

で
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

活
動

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
「
資

源
と

ご
み

の
分

け
方

・出
し

方
」、

子
ど

も
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
発

行
し

、
世

帯
や

年
齢

層
に

応
じ

た
効

果
的

な
普

及
啓

発
を

図
る

。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

2
9

Ｐ
Ｒ

施
策

や
環

境
学

習
等

に
よ

る
普

及
啓

発

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
情

報
の

掲
載

継
続

（平
成

1
2年

度
～

）
ご

み
の

分
別

方
法

や
キ

ャ
ン

ペ
-

ン
、

ご
み

の
年

間
収

集
量

な
ど

多
様

な
情

報
を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
普

及
啓

発
を

図
る

。

A
Iチ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

を
活

用
し

た
ご

み
の

分
別

案
内

の
他

、
区

公
式

S
N

S
に

収
集

日
の

お
知

ら
せ

機
能

を
追

加
し

た
。

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

は
、

食
品

ロ
ス

削
減

や
使

い
捨

て
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
削

減
事

業
に

関
す

る
情

報
や

「め
ぐ

ろ
買

い
物

ル
ー

ル
参

加
店

・食
べ

き
り

協
力

店
」の

紹
介

、
資

源
と

ご
み

の
収

集
量

や
清

掃
経

費
等

を
掲

載
し

た
。

－
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
加

え
、

区
公

式
S
N

S
に

よ
る

プ
ッ

シ
ュ

型
の

情
報

発
信

手
段

も
活

用
し

、
効

果
的

な
普

及
啓

発
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

○
引

き
続

き
、

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

区
公

式
S
N

S
を

活
用

し
、

食
品

ロ
ス

削
減

や
使

い
捨

て
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

使
用

削
減

に
向

け
た

取
組

及
び

「め
ぐ

ろ
買

い
物

ル
ー

ル
参

加
店

・
食

べ
き

り
協

力
店

」の
紹

介
、

資
源

と
ご

み
の

回
収

量
や

清
掃

経
費

等
の

情
報

発
信

を
行

う
。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

3
0

Ｐ
Ｒ

施
策

や
環

境
学

習
等

に
よ

る
普

及
啓

発

エ
コ

プ
ラ

ザ
を

拠
点

と
す

る
情

報
発

信
・環

境
活

動
へ

の
支

援
継

続
リ

サ
イ

ク
ル

シ
ョ

ッ
プ

（
平

成
5年

度
～

）
そ

の
他

（平
成

7年
度

～
）

目
黒

区
エ

コ
プ

ラ
ザ

の
P
R

を
行

っ
て

い
く
こ

と
で

、
エ

コ
プ

ラ
ザ

利
用

者
の

増
進

を
図

る
。

(エ
コ

ラ
イ

フ
め

ぐ
ろ

推
進

協
会

の
指

定
管

理
事

業
)

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
の

販
売

金
額

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

と
し

て
約

4
か

月
半

休
館

と
な

っ
た

た
め

2
02

0(
令

和
2
)年

度
よ

り
も

減
少

し
た

。

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
(小

物
類

：
受

付
27

,7
94

点
、

販
売

22
,9

0
3点

)
不

用
品

情
報

登
録

1
93

件
不

用
品

あ
っ

せ
ん

成
立

3
9件

閉
館

の
時

期
も

あ
っ

た
が

、
再

開
後

は
利

用
者

は
戻

り
つ

つ
あ

り
、

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

こ
と

が
伺

え
る

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（エ

コ
プ

ラ
ザ

指
定

管
理

者
）

3
1

「
め

ぐ
ろ

買
い

物
ル

ー
ル

」
の

普
及

啓
発

・取
組

支
援

め
ぐ

ろ
買

い
物

ル
ー

ル
の

展
開

継
続

（平
成

1
7年

度
～

）
「
め

ぐ
ろ

買
い

物
ル

ー
ル

参
加

店
」

の
拡

大
を

図
る

と
と

も
に

、
「広

め
る

会
」と

の
連

携
を

強
化

し
、

イ
ベ

ン
ト

等
に

お
け

る
普

及
啓

発
を

行
う

。

庁
舎

で
の

パ
ネ

ル
展

示
や

懸
垂

幕
の

掲
出

に
よ

り
普

及
啓

発
を

図
っ

た
。

め
ぐ

ろ
買

い
物

ル
ー

ル
参

加
店

 8
8

店
舗

め
ぐ

ろ
買

い
物

ル
ー

ル
の

認
知

度
24

.7
%

イ
ベ

ン
ト

で
の

普
及

啓
発

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

中
止

と
な

っ
た

が
、

「め
ぐ

ろ
買

い
物

ル
ー

ル
」
の

取
組

を
推

進
す

る
店

舗
等

を
「め

ぐ
ろ

買
い

物
ル

ー
ル

参
加

店
」と

し
て

登
録

し
、

そ
の

取
組

を
紹

介
す

る
こ

と
に

よ
り

ル
ー

ル
の

推
進

及
び

区
民

へ
の

意
識

啓
発

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
「
め

ぐ
ろ

買
い

物
ル

ー
ル

参
加

店
」の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

「
広

め
る

会
」と

の
連

携
を

強
化

し
、

イ
ベ

ン
ト

等
に

お
け

る
普

及
啓

発
を

行
う

。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

3
2

３
R

に
よ

る
ご

み
減

量
の

推
進

食
品

ロ
ス

削
減

の
推

進
継

続
（
令

和
元

年
度

～
）

食
べ

き
り

協
力

店
の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
の

支
援

事
業

(物
品

貸
出

や
補

助
金

等
)を

実
施

し
、

充
実

を
図

る
。

意
見

交
換

会
や

食
品

ロ
ス

削
減

に
関

す
る

講
演

会
の

開
催

等
に

よ
り

「
食

べ
き

り
協

力
店

制
度

」
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

区
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

公
式

S
N

S
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
パ

ネ
ル

展
示

等
で

情
報

発
信

を
行

い
、

食
品

ロ
ス

削
減

対
策

の
強

化
を

図
っ

た
。

ま
た

、
新

た
な

取
組

と
し

て
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

を
実

施
す

る
団

体
に

物
品

貸
出

を
開

始
し

た
。

食
べ

き
り

協
力

店
 7

8
店

舗
物

品
貸

出
 6

件
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

訪
問

に
よ

る
協

力
店

勧
誘

活
動

は
行

え
な

か
っ

た
が

、
2
0
2
0
(令

和
2
)年

度
末

に
作

製
し

た
「
食

べ
き

り
協

力
店

M
A

P
」
を

協
力

店
や

区
施

設
で

配
布

し
事

業
の

普
及

を
図

っ
た

。
協

力
店

の
意

見
交

換
会

で
は

情
報

交
換

を
行

う
ほ

か
、

意
見

を
反

映
し

た
啓

発
品

(マ
ス

ク
ケ

ー
ス

)を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
講

演
会

に
は

協
力

店
に

加
え

て
関

係
所

管
も

参
加

し
、

情
報

共
有

の
機

会
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

○
食

べ
き

り
協

力
店

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
家

庭
で

で
き

る
食

品
ロ

ス
削

減
の

取
組

等
の

啓
発

を
行

う
。

食
品

ロ
ス

削
減

計
画

策
定

に
向

け
た

基
礎

資
料

と
す

る
実

態
調

査
を

行
う

。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

3
3

３
R

に
よ

る
ご

み
減

量
の

推
進

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
の

実
施

継
続

食
品

ロ
ス

の
削

減
を

図
る

た
め

、
家

庭
で

余
っ

て
い

る
食

品
を

集
め

、
食

品
を

必
要

と
し

て
い

る
人

に
届

け
る

。

2
0
2
1
(令

和
3
)年

4
月

1
2
日

か
ら

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
の

常
設

窓
口

を
事

務
局

内
に

開
設

し
た

。

延
べ

2
2
3
人

か
ら

5
,5

8
8
点

、
1
,4

9
3
.5

8
㎏

の
寄

付
が

あ
り

、
区

内
の

福
祉

施
設

等
へ

配
布

し
た

。

各
地

区
で

の
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

に
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

を
実

施
し

た
い

希
望

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（
エ

コ
ラ

イ
フ

め
ぐ

ろ
推

進
協

会
）

3
4

資
源

回
収

の
推

進
び

ん
・
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

の
分

別
回

収
事

業

継
続

（
平

成
1
8
年

度
～

）
区

内
全

地
区

で
4
品

目
(び

ん
・
缶

・
ペ

ッ
ト

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

)の
分

別
回

収
事

業
を

実
施

す
る

。

区
内

全
地

区
で

4
品

目
(び

ん
・
缶

・
ペ

ッ
ト

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

)の
分

別
回

収
事

業
を

通
年

実
施

し
た

。

び
ん

  
  
  
  
 ：

3
,1

8
5
,4

2
0
kg

缶
  
  
  
  
  
  
：
8
5
4
,7

0
6
kg

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

：
1
,1

8
1
,8

2
0
kg

容
リ

プ
ラ

  
  
 ：

1
,7

0
7
,7

6
0
kg

2
0
0
8
(平

成
2
0
)年

1
0
月

以
前

に
比

べ
、

燃
や

さ
な

い
ご

み
は

大
幅

に
減

少
し

、
資

源
は

増
加

し
た

。
分

別
回

収
事

業
は

、
順

調
に

推
移

し
概

ね
定

着
し

て
き

て
い

る
。

○
引

き
続

き
、

区
内

全
地

区
で

4
品

目
(び

ん
・
缶

・
ペ

ッ
ト

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

)の
分

別
回

収
事

業
を

実
施

す
る

。

清
掃

事
務

所

3
5

資
源

回
収

の
推

進
フ

リ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

開
催

、
地

域
(目

黒
）
環

境
ル

ー
ル

の
啓

発
普

及

継
続

（
平

成
7
年

度
～

）
「
も

っ
た

い
な

い
」
意

識
の

向
上

と
環

境
へ

の
理

解
を

深
め

る
。

リ
サ

イ
ク

ル
着

物
セ

ー
ル

の
他

、
エ

コ
プ

ラ
ザ

か
ら

離
れ

た
地

域
で

の
寄

付
品

回
収

を
予

定
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

中
止

し
た

。

－
－

○
2
0
1
9
(令

和
元

)年
度

と
同

様
の

事
業

を
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（
エ

コ
ラ

イ
フ

め
ぐ

ろ
推

進
協

会
）

3
6

資
源

回
収

の
推

進
古

紙
の

資
源

回
収

事
業

継
続

（
平

成
1
2
年

度
～

）
古

紙
の

資
源

回
収

を
実

施
し

て
い

く
。

事
業

系
及

び
高

齢
者

等
訪

問
収

集
で

古
紙

回
収

を
実

施
し

た
。

古
紙

：
2
3
3
,6

5
0
kg

2
0
1
2
(平

成
2
4
)年

3
月

か
ら

古
紙

の
集

団
回

収
一

元
化

事
業

を
完

全
実

施
し

、
集

団
回

収
で

回
収

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

、
集

団
回

収
事

業
を

補
完

す
る

役
割

と
し

て
、

資
源

回
収

を
行

っ
た

。

○
引

き
続

き
、

事
業

系
及

び
高

齢
者

等
訪

問
収

集
で

古
紙

回
収

を
実

施
す

る
。

清
掃

事
務

所

3
7

資
源

回
収

の
推

進
集

団
回

収
の

支
援

事
業

継
続

（
平

成
4
年

度
～

）
集

団
回

収
実

施
団

体
へ

の
支

援
を

行
う

。
実

施
団

体
へ

の
支

援
を

行
っ

た
。

集
団

回
収

実
施

団
体

数
：
3
2
5
団

体 集
団

回
収

量
：
1
1
,3

2
7
,9

6
5
kg

2
0
1
2
(平

成
2
4
)年

3
月

か
ら

古
紙

の
集

団
回

収
一

元
化

事
業

を
完

全
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

、
行

政
に

よ
る

回
収

量
は

減
少

し
て

い
る

。

○
実

施
団

体
へ

の
支

援
を

行
う

。
清

掃
事

務
所

3
8

３
R

に
よ

る
ご

み
減

量
の

推
進

Ｍ
Ｇ

Ｒ
1
0
0
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
継

続
（
平

成
2
8
年

度
～

）
「
Ｍ

Ｇ
Ｒ

1
0
0
ご

み
減

量
ア

イ
デ

ア
」

作
品

の
優

良
事

例
の

更
な

る
共

有
化

を
図

る
と

と
も

に
、

イ
ベ

ン
ト

等
で

の
普

及
啓

発
を

行
う

。

庁
舎

で
の

パ
ネ

ル
展

示
や

懸
垂

幕
の

掲
出

、
区

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

り
普

及
啓

発
を

図
っ

た
。

ま
た

、
使

い
捨

て
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
削

減
を

目
的

と
し

た
エ

コ
テ

イ
ク

ア
ウ

ト
推

進
事

業
や

マ
イ

容
器

利
用

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

粗
大

ご
み

の
増

加
を

受
け

て
、

リ
ユ

ー
ス

シ
ョ

ッ
プ

の
紹

介
を

実
施

し
た

。

パ
ネ

ル
展

示
：
5
回

懸
垂

幕
掲

出
：
1
0
回

エ
コ

テ
イ

ク
ア

ウ
ト

補
助

金
申

請
：

2
1
件

マ
イ

容
器

利
用

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

申
請

：
1
2
件

リ
ユ

ー
ス

シ
ョ

ッ
プ

の
紹

介
：
2
8
店

舗

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

参
加

を
予

定
し

て
い

た
イ

ベ
ン

ト
が

縮
小

・
中

止
と

な
り

普
及

啓
発

の
機

会
は

減
少

し
た

が
、

新
規

事
業

の
実

施
や

区
公

式
S
N

S
の

活
用

等
で

効
果

的
に

普
及

啓
発

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

○
引

き
続

き
、

M
G

R
1
0
0
(1

人
1

日
当

た
り

1
0
0
gの

ご
み

減
量

)
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
ご

み
の

適
正

な
排

出
方

法
や

食
品

ロ
ス

削
減

、
使

い
捨

て
型

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

見
直

し
等

に
つ

い
て

、
更

な
る

普
及

啓
発

を
行

う
。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

3
9

３
R

に
よ

る
ご

み
減

量
の

推
進

家
庭

ご
み

有
料

化
な

ど
の

ご
み

減
量

手
法

の
調

査
研

究
継

続
（平

成
1
2年

度
～

）
他

区
や

他
自

治
体

の
情

報
収

集
を

行
う

。
資

源
化

す
る

新
た

な
品

目
と

し
て

、
製

品
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

回
収

方
法

と
リ

サ
イ

ク
ル

手
法

に
つ

い
て

調
査

研
究

を
開

始
し

た
。

－
部

内
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

、
製

品
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

回
収

・リ
サ

イ
ク

ル
に

関
わ

る
情

報
を

収
集

し
た

。

○
引

き
続

き
、

よ
り

効
率

的
な

ご
み

減
量

手
法

に
つ

い
て

他
自

治
体

な
ど

か
ら

情
報

収
集

を
行

う
。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

4
0

小
型

家
電

等
の

拠
点

回
収

小
型

家
電

等
の

拠
点

回
収

事
業

継
続

（平
成

1
2年

度
～

）
公

共
施

設
等

に
お

い
て

、
乾

電
池

・
紙

パ
ッ

ク
・小

型
家

電
の

拠
点

回
収

を
行

う
。

公
共

施
設

等
に

お
い

て
、

乾
電

池
・

紙
パ

ッ
ク

・小
型

家
電

の
拠

点
回

収
を

行
っ

た
。

乾
電

池
  
：1

8,
1
01

kg
紙

パ
ッ

ク
：4

,2
40

kg
小

型
家

電
：7

,1
81

kg

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
店

頭
回

収
は

、
20

14
(平

成
26

)年
度

末
で

廃
止

し
た

。
小

型
家

電
の

拠
点

回
収

は
、

モ
デ

ル
回

収
に

よ
り

回
収

量
・売

却
に

つ
い

て
一

定
の

成
果

を
得

た
の

で
、

本
格

実
施

し
た

。

○
引

き
続

き
、

紙
パ

ッ
ク

・
乾

電
池

・小
型

家
電

の
拠

点
回

収
を

実
施

す
る

。

清
掃

事
務

所

4
1

事
業

用
大

規
模

建
築

物
の

排
出

指
導

事
業

用
大

規
模

建
築

物
の

排
出

指
導

継
続

（平
成

1
2年

度
～

）
事

業
用

大
規

模
建

築
物

の
排

出
指

導
を

50
回

程
度

実
施

す
る

。
事

業
用

大
規

模
建

築
物

の
排

出
指

導
を

実
施

し
た

。
0回

(7
0
回

程
度

予
定

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
中

止
)

大
規

模
建

築
物

に
対

す
る

立
入

り
検

査
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

大
規

模
事

業
系

廃
棄

物
の

減
量

に
関

す
る

啓
発

が
で

き
た

。

○
事

業
用

大
規

模
建

築
物

の
排

出
指

導
を

行
っ

て
い

く
。

清
掃

事
務

所

4
2

ご
み

の
分

別
ル

ー
ル

の
徹

底
ふ

れ
あ

い
指

導
（
排

出
指

導
）

継
続

（平
成

1
2年

度
～

）
集

積
所

の
個

別
改

善
指

導
等

を
適

宜
行

う
と

と
も

に
、

事
業

所
に

対
す

る
適

正
排

出
指

導
を

計
画

的
に

実
施

す
る

。

清
掃

事
務

所
職

員
が

、
集

積
所

の
個

別
改

善
指

導
等

を
適

宜
行

う
と

と
も

に
、

事
業

所
に

対
す

る
適

正
排

出
指

導
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

事
業

者
に

向
け

て
ご

み
の

減
量

を
呼

び
か

け
る

チ
ラ

シ
を

作
成

し
た

。

事
業

所
に

対
す

る
適

正
排

出
指

導
に

よ
る

訪
問

事
業

所
数

：3
81

か
所

事
業

者
向

け
ご

み
減

量
チ

ラ
シ

：
3,

0
00

部

集
積

所
の

個
別

改
善

指
導

等
を

適
宜

行
っ

た
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

例
年

よ
り

少
な

い
訪

問
数

と
な

っ
た

が
、

事
業

所
に

対
す

る
適

正
排

出
指

導
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

○
引

き
続

き
、

事
業

所
に

対
す

る
適

正
排

出
指

導
を

行
う

。
清

掃
リ

サ
イ

ク
ル

課

4
3

ご
み

の
分

別
ル

ー
ル

の
徹

底
不

法
投

棄
の

防
止

継
続

（平
成

1
2年

度
～

）
住

民
か

ら
の

通
報

等
に

よ
り

不
法

投
棄

に
対

す
る

警
告

ポ
ス

タ
ー

を
集

積
所

に
掲

示
す

る
な

ど
、

積
極

的
な

予
防

に
努

め
る

。

住
民

か
ら

の
通

報
等

に
よ

り
不

法
投

棄
に

対
す

る
警

告
ポ

ス
タ

ー
を

集
積

所
等

に
掲

示
す

る
な

ど
、

積
極

的
な

予
防

に
努

め
た

。

不
法

投
棄

処
理

件
数

26
3件

啓
発

や
予

防
策

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
不

法
投

棄
の

防
止

策
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
－

清
掃

事
務

所

4
4

安
全

・適
正

な
ご

み
の

収
集

と
処

理

ご
み

収
集

作
業

継
続

（平
成

1
2年

度
～

）
ご

み
を

安
全

か
つ

適
正

に
収

集
・

運
搬

す
る

。
ご

み
の

収
集

・運
搬

車
両

2台
を

最
新

の
排

ガ
ス

規
制

基
準

に
対

応
し

た
も

の
に

入
れ

替
え

た
。

ま
た

、
収

集
作

業
に

あ
た

る
職

員
に

対
す

る
安

全
指

導
を

毎
朝

行
う

と
と

も
に

、
研

修
等

で
安

全
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
安

全
･適

正
な

収
集

･運
搬

を
行

っ
た

。

－
ご

み
の

収
集

･運
搬

車
両

か
ら

の
排

ガ
ス

に
よ

る
環

境
負

荷
を

低
減

す
る

た
め

、
最

新
の

排
ガ

ス
規

制
基

準
に

対
応

し
た

低
公

害
車

の
導

入
を

計
画

的
に

進
め

て
い

る
。

ま
た

職
員

の
意

識
向

上
に

努
め

、
安

全
・適

正
な

ご
み

の
収

集
を

行
っ

て
い

る
。

○
引

き
続

き
、

低
公

害
車

の
導

入
を

計
画

的
に

進
め

る
と

も
に

、
ご

み
を

安
全

か
つ

適
正

に
収

集
・
運

搬
す

る
。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

4
5

安
全

・適
正

な
ご

み
の

収
集

と
処

理

事
業

系
有

料
ご

み
処

理
券

の
販

売
継

続
（平

成
1
2年

度
～

）
2
3区

共
有

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
「ご

み
処

理
券

管
理

シ
ス

テ
ム

」に
よ

り
、

有
料

ご
み

処
理

券
の

印
刷

･配
送

･
販

売
体

制
の

効
率

的
な

運
用

を
行

う
。

ま
た

、
円

滑
か

つ
確

実
に

事
務

処
理

が
進

め
ら

れ
る

よ
う

公
募

店
へ

の
立

入
検

査
を

実
施

す
る

。

有
料

ご
み

処
理

券
取

扱
所

(コ
ン

ビ
ニ

を
除

く
)5

1
店

舗
中

、
19

店
舗

に
立

入
検

査
を

実
施

し
、

ご
み

処
理

券
の

在
庫

数
や

帳
簿

等
の

確
認

・
指

導
を

実
施

し
た

。

20
21

(令
和

3
)年

度
有

料
ご

み
処

理
券

交
付

数
粗

大
ご

み
処

理
券

　
A

券
5
9,

2
25

枚
　

Ｂ
券

46
0,

02
6枚

事
業

系
ご

み
処

理
券

　
70

ﾘｯ
ﾄﾙ

券
5
,1

50
セ

ッ
ト

　
45

ﾘｯ
ﾄﾙ

券
2
7,

02
7セ

ッ
ト

　
20

ﾘｯ
ﾄﾙ

券
4
,7

03
セ

ッ
ト

　
10

ﾘｯ
ﾄﾙ

券
4
,1

58
セ

ッ
ト

有
料

ご
み

処
理

券
の

印
刷

･配
送

･
販

売
体

制
の

効
率

的
な

運
用

を
行

っ
た

。

○
引

き
続

き
、

有
料

ご
み

処
理

券
の

印
刷

･配
送

･販
売

体
制

の
効

率
的

な
運

用
を

行
う

。
ま

た
、

廃
棄

物
処

理
手

数
料

改
定

に
向

け
た

検
討

・
準

備
を

進
め

る
。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：拡

大
 ○

：継
続

 △
：休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（廃
止

の
場

合
は

そ
の

理
由

）

46
安

全
・適

正
な

ご
み

の
収

集
と

処
理

一
般

廃
棄

物
処

理
業

の
許

可
と

指
導

継
続

（平
成

18
年

度
～

）
一

般
廃

棄
物

処
理

業
者

に
対

し
て

、
法

令
等

を
遵

守
す

る
よ

う
指

導
す

る
。

一
般

廃
棄

物
処

理
業

者
に

対
し

て
、

法
令

等
を

遵
守

す
る

よ
う

指
導

し
た

。
許

可
事

務
担

当
者

会
等

に
出

席
し

て
、

共
通

認
識

を
持

ち
な

が
ら

23
区

課
題

に
取

り
組

ん
だ

。

廃
棄

物
の

処
理

及
び

清
掃

に
関

す
る

法
律

に
違

反
し

た
業

者
に

対
し

て
、

行
政

指
導

を
3件

実
施

し
た

。

立
入

検
査

を
適

正
に

実
施

し
た

。
23

区
共

同
で

、
許

可
証

の
一

斉
交

付
式

、
更

新
講

習
会

、
能

力
認

定
試

験
等

を
実

施
し

た
。

○
業

者
へ

の
立

入
検

査
を

積
極

的
に

行
い

、
適

正
な

廃
棄

物
処

理
の

指
導

を
推

進
す

る
。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

47
安

全
・適

正
な

ご
み

の
収

集
と

処
理

適
正

処
理

困
難

物
等

に
関

す
る

情
報

提
供

継
続

（平
成

12
年

度
～

）
水

銀
を

含
む

製
品

の
回

収
方

法
や

ボ
タ

ン
電

池
、

充
電

式
電

池
等

の
適

正
処

理
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

を
行

う
。

「資
源

と
ご

み
の

分
け

方
出

し
方

」
等

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

区
報

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

町
会

回
覧

、
パ

ネ
ル

展
示

等
に

よ
り

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

－
水

銀
を

含
む

製
品

の
回

収
方

法
に

つ
い

て
は

、
区

報
や

町
会

回
覧

、
パ

ネ
ル

展
示

等
を

行
い

、
効

果
的

な
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

ボ
タ

ン
電

池
、

充
電

式
電

池
の

回
収

方
法

に
つ

い
て

も
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

で
効

果
的

な
情

報
提

供
を

図
っ

た
。

○
水

銀
を

含
む

製
品

及
び

ボ
タ

ン
電

池
、

充
電

式
電

池
等

の
更

な
る

適
正

排
出

に
向

け
、

効
果

的
な

情
報

提
供

を
引

き
続

き
行

う
。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

48
安

全
・適

正
な

ご
み

の
収

集
と

処
理

廃
棄

物
関

連
の

法
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
等

継
続

（平
成

12
年

度
～

）
区

報
・チ

ラ
シ

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
る

情
報

提
供

を
適

宜
行

う
。

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
法

や
資

源
有

効
利

用
促

進
等

に
基

づ
く
収

集
方

法
等

を
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

て
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

－
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

法
や

資
源

有
効

利
用

促
進

等
に

基
づ

く
収

集
方

法
等

に
つ

い
て

、
継

続
的

か
つ

効
果

的
に

情
報

提
供

が
で

き
て

い
る

。

○
区

報
・チ

ラ
シ

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
る

情
報

提
供

を
適

宜
行

う
。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

49
安

全
・適

正
な

ご
み

の
収

集
と

処
理

拡
大

生
産

者
責

任
の

視
点

に
立

っ
た

容
器

包
装

リ
サ

イ
ク

ル
法

な
ど

へ
の

対
応

継
続

（平
成

12
年

度
～

）
時

期
を

と
ら

え
て

法
律

制
度

の
見

直
し

を
要

請
す

る
。

拡
大

生
産

者
責

任
の

原
則

に
則

っ
て

特
定

事
業

者
の

役
割

分
担

を
よ

り
大

き
く
、

ま
た

、
事

業
者

責
任

を
明

確
化

す
る

よ
う

、
20

21
(令

和
3)

年
度

の
国

の
施

策
に

反
映

す
る

た
め

に
、

全
国

市
長

会
を

通
じ

て
要

望
を

上
げ

る
た

め
、

環
境

清
掃

部
と

し
て

区
に

要
望

を
上

げ
た

。
(最

終
的

に
区

の
要

望
か

ら
は

外
れ

た
。

)

－
－

○
引

き
続

き
、

情
報

収
集

や
区

民
意

見
の

把
握

に
努

め
な

が
ら

、
社

会
全

体
で

の
環

境
負

荷
の

低
減

や
効

率
化

を
目

指
し

た
法

制
度

の
改

正
を

要
望

す
る

。

清
掃

リ
サ

イ
ク

ル
課

50
水

銀
含

有
物

の
資

源
化

水
銀

を
含

む
製

品
の

分
別

回
収

事
業

継
続

（平
成

28
年

度
～

）
水

銀
の

分
別

回
収

を
実

施
し

て
い

く
。

区
内

全
区

で
水

銀
を

含
む

製
品

の
分

別
回

収
事

業
を

通
年

実
施

し
た

。

蛍
光

管
等

：1
3,

37
8k

g
20

16
(平

成
28

)年
4月

か
ら

分
別

回
収

を
始

め
た

が
、

燃
や

さ
な

い
ご

み
へ

の
排

出
が

多
く
見

ら
れ

る
。

区
民

へ
の

周
知

徹
底

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

○
引

き
続

き
、

区
内

全
地

区
で

水
銀

の
分

別
回

収
を

実
施

し
て

い
く
。

清
掃

事
務

所

51
公

園
・緑

地
の

確
保

と
質

の
向

上
公

園
・緑

道
等

の
整

備
継

続
（昭

和
25

年
度

～
）

－
13

2か
所

(う
ち

緑
道

10
路

線
)

(3
74

,5
30

.8
3ｍ

²)
※

中
央

町
一

丁
目

児
童

遊
園

一
時

閉
鎖

－
1.

76
㎡

/人
○

継
続

し
て

実
施

す
る

。
み

ど
り

土
木

政
策

課

52
公

園
・緑

地
の

確
保

と
質

の
向

上
公

園
・緑

道
等

の
改

良
継

続
（平

成
18

年
度

～
）

－
29

か
所

（う
ち

緑
道

3路
線

）
－

－
○

三
角

山
公

園
改

良
工

事
呑

川
本

流
緑

道
改

良
工

事
み

ど
り

土
木

政
策

課

53
公

園
・緑

地
の

確
保

と
質

の
向

上
公

園
活

動
登

録
団

体
支

援
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

19
団

体
－

質
の

高
い

公
園

の
維

持
や

公
園

の
活

性
化

に
寄

与
し

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

道
路

公
園

課

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

5
4

め
ぐ

ろ
の

森
に

お
け

る
み

ど
り

の
保

全
・
創

出

生
物

多
様

性
保

全
林

の
指

定
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

全
2
件

2
0
1
6
(平

成
2
8
)年

度
菅

刈
公

園
指

定 2
0
1
7
(平

成
2
9
)年

度
駒

場
野

公
園

指
定

※
2
0
2
3
(令

和
5
)年

度
碑

文
谷

公
園 指

定
予

定

地
元

と
碑

文
谷

公
園

の
課

題
や

今
後

の
活

動
に

つ
い

て
、

意
見

募
集

を
行

っ
た

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

意
見

交
換

会
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

書
面

配
布

で
意

見
募

集
を

行
っ

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

5
5

公
共

施
設

に
お

け
る

緑
化

の
推

進

【
再

掲
】
公

共
施

設
の

緑
化

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
－

地
上

  
  
  

  
 ：

2
3
,9

5
2
.6

4
㎡

建
築

(屋
上

)：
1
9
8
5
.7

6
㎡

建
築

(壁
面

)：
1
7
7
.5

㎡

公
共

施
設

の
緑

化
の

推
進

を
図

っ
た

。
○

継
続

し
て

実
施

す
る

。
み

ど
り

土
木

政
策

課

5
6

公
共

施
設

に
お

け
る

緑
化

の
推

進

学
校

の
壁

面
緑

化
休

止
（
平

成
1
8
年

度
～

)
学

校
の

壁
面

緑
化

事
業

は
人

工
芝

化
事

業
と

併
せ

て
当

面
延

期
と

さ
れ

て
い

る
。

－
導

入
済

1
5
校

壁
面

緑
化

に
よ

り
、

夏
季

の
温

度
上

昇
の

軽
減

に
よ

る
冷

房
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
果

が
期

待
で

き
る

。

△
学

校
の

壁
面

緑
化

事
業

は
人

工
芝

化
事

業
と

併
せ

て
当

面
延

期
と

さ
れ

て
い

る
。

学
校

施
設

計
画

課

5
7

サ
ク

ラ
の

保
全

サ
ク

ラ
の

保
全

継
続

（
平

成
2
7
年

度
～

）
サ

ク
ラ

基
金

を
活

用
し

、
計

画
的

に
サ

ク
ラ

保
全

を
進

め
る

。
－

－
－

○
碑

文
谷

公
園

、
そ

の
他

公
園

サ
ク

ラ
再

生
実

行
計

画
作

成
を

行
う

。

み
ど

り
土

木
政

策
課

5
8

住
宅

地
の

み
ど

り
の

保
全

【
再

掲
】
保

存
樹

木
等

の
指

定
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

樹
木

：
6
5
6
本

樹
林

：
8
1
,8

2
5
.6

3
㎡

生
垣

：
2
,7

0
6
.9

5
ｍ

樹
木

：
7
本

樹
林

：
0
㎡

生
垣

：
2
5
.6

ｍ

保
存

樹
木

等
の

指
定

件
数

が
減

少
し

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

5
9

民
有

建
物

に
お

け
る

緑
化

の
推

進
・
支

援

【
再

掲
】
み

ど
り

の
ま

ち
な

み
助

成
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

接
道

部
：
1
1
,2

5
7
.5

3
ｍ

屋
上

  
 ：

5
,2

5
8
.7

3
㎡

壁
面

  
 ：

5
3
3
.9

1
㎡

接
道

部
：
6
1
.4

9
ｍ

屋
上

  
 ：

1
1
3
.2

0
㎡

壁
面

  
 ：

7
.9

8
㎡

確
実

な
緑

化
が

進
ん

だ
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

6
0

開
発

・
建

築
行

為
の

際
の

み
ど

り
の

確
保

み
ど

り
の

条
例

に
基

づ
く
緑

化
計

画
の

協
議

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
－

面
積

　
3
0
,0

2
8
.7

2
㎡

件
数

　
1
4
2
件

民
有

地
の

緑
化

が
進

ん
だ

。
○

継
続

し
て

実
施

す
る

。
み

ど
り

土
木

政
策

課

6
1

開
発

・
建

築
行

為
の

際
の

み
ど

り
の

確
保

開
発

行
為

許
可

制
度

継
続

（
昭

和
4
3
年

度
～

）
－

－
許

可
件

数
2
件

開
発

許
可

申
請

が
許

可
基

準
に

沿
っ

て
適

切
に

提
出

せ
れ

、
公

共
施

設
の

同
意

も
適

切
に

な
さ

れ
た

。

○
現

行
制

度
継

続
都

市
整

備
課

6
2

み
ど

り
の

大
切

さ
の

普
及

啓
発

普
及

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
・
配

布
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

－
自

然
通

信
だ

よ
り

：
3
,4

0
0
枚

目
黒

区
の

み
ど

り
の

条
例

：
1
,0

0
0
枚

保
存

樹
木

指
定

･助
成

制
度

：
1
0
0
枚

ま
ち

な
み

助
成

：
6
0
0
枚

自
然

通
信

員
等

へ
の

配
布

及
び

、
窓

口
配

布
を

行
っ

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

6
3

み
ど

り
の

大
切

さ
の

普
及

啓
発

花
と

み
ど

り
の

学
習

館
に

よ
る

み
ど

り
の

普
及

啓
発

の
推

進
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

エ
コ

園
芸

生
活

講
座

延
べ

1
3
9
人

(1
0
回

開
催

)
花

み
ど

り
人

講
座

修
了

1
1
人

(3
6
回

開
催

)
各

種
イ

ベ
ン

ト
2
2
0
人

(1
2
回

開
催

)

－
み

ど
り

の
大

切
さ

の
普

及
啓

発
事

業
と

し
て

、
多

く
の

区
民

の
参

加
を

得
た

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

道
路

公
園

課

6
4

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

区
民

農
園

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
利

用
率

1
0
0
％

1
1
7
区

画
－

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
農

業
体

験
の

機
会

と
し

て
、

有
効

に
運

用
し

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

道
路

公
園

課

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

6
5

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

収
穫

体
験

農
園

（
ぶ

ど
う

狩
り

）
継

続
（
平

成
4
年

度
～

）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
上

で
、

収
穫

体
験

農
園

を
実

施
す

る
。

2
農

園
で

実
施

。
販

売
価

格
　

1
,8

0
0
円

/
kg

実
施

日
8
/
1
4
(土

)か
ら

売
切

れ
ま

で

参
加

数
1
園

は
約

1
,4

0
0
人

1
園

は
約

 3
4
0
組

参
加

者
に

余
暇

を
楽

し
む

場
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
都

市
農

地
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
き

っ
か

け
作

り
に

な
っ

た
。

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
上

で
、

継
続

し
て

実
施

す
る

。

産
業

経
済

・
消

費
生

活
課

6
6

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

収
穫

体
験

農
園

（
じ

ゃ
が

い
も

掘
り

）
継

続
（
平

成
8
年

度
～

）
区

報
、

区
H

P
に

よ
り

情
報

提
供

す
る

こ
と

で
、

よ
り

多
く
の

区
民

に
対

し
周

知
を

図
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
上

で
、

収
穫

体
験

農
園

へ
の

参
加

を
促

す
。

(団
体

)4
農

園
実

施
日

　
6
/
2
1
～

6
/
3
0

(個
人

)5
農

園
実

施
日

　
6
/
2
6
(土

)

参
加

数
(団

体
)9

団
体

(個
人

)1
5
8
組

参
加

者
に

余
暇

を
楽

し
む

場
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
都

市
農

地
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
き

っ
か

け
作

り
に

な
っ

た
。

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
上

で
、

継
続

し
て

実
施

す
る

。

産
業

経
済

・
消

費
生

活
課

6
7

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

収
穫

体
験

農
園

（
き

ゃ
べ

つ
の

収
穫

）
事

業
開

始
（
平

成
2
7
年

度
～

）
休

止
（
令

和
2
年

度
～

）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
事

業
休

止
。

実
施

せ
ず

な
し

な
し

△
参

加
者

を
事

前
に

把
握

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
り

、
事

業
が

急
遽

中
止

と
な

っ
た

場
合

、
農

園
主

の
負

担
が

大
き

い
た

め
休

止
と

す
る

。

産
業

経
済

・
消

費
生

活
課

6
8

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

収
穫

体
験

農
園

（
秋

野
菜

の
収

穫
）

継
続

（
平

成
2
7
年

度
～

）
区

報
、

区
H

P
に

よ
り

情
報

提
供

す
る

こ
と

で
、

よ
り

多
く
の

区
民

に
対

し
周

知
を

図
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
上

で
、

収
穫

体
験

農
園

へ
の

参
加

を
促

す
。

1
農

園
で

実
施

1
組

1
,2

0
0
円

実
施

日
1
1
/
2
7
(土

)

参
加

数
約

1
0
0
人

参
加

者
に

余
暇

を
楽

し
む

場
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
都

市
農

地
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
き

っ
か

け
作

り
に

な
っ

た
。

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
上

で
、

継
続

し
て

実
施

す
る

。

産
業

経
済

・
消

費
生

活
課

6
9

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

ミ
ニ

農
業

体
験

農
園

事
業

開
始

（
平

成
2
7
年

度
～

）
休

止
（
令

和
2
年

度
～

）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
事

業
休

止
。

実
施

せ
ず

な
し

な
し

△
事

業
期

間
が

長
期

間
で

あ
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
状

況
に

よ
っ

て
は

継
続

が
困

難
で

あ
る

た
め

休
止

す
る

。

産
業

経
済

・
消

費
生

活
課

7
0

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

自
然

宿
泊

体
験

教
室

事
業

継
続

（
平

成
2
2
年

度
以

降
自

然
宿

泊
体

験
教

室
に

移
行

し
、

平
成

2
3
年

度
か

ら
全

校
完

全
実

施
。

）

区
立

小
学

校
の

5
～

6
年

生
及

び
中

学
校

1
年

生
を

対
象

に
、

興
津

自
然

学
園

及
び

八
ヶ

岳
林

間
学

園
を

拠
点

と
し

て
自

然
宿

泊
体

験
教

室
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

小
学

校
1

校
、

中
学

校
1
校

が
、

宮
城

県
気

仙
沼

市
大

島
で

、
小

学
校

2
校

が
石

川
県

金
沢

市
（
2
0
1
9
(令

和
元

)年
度

か
ら

）
で

自
然

宿
泊

体
験

教
室

を
実

施
す

る
。

な
お

、
小

学
校

4
年

生
は

宿
泊

を
中

止
し

、
日

帰
り

代
替

事
業

を
実

施
す

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

小
学

校
5
年

生
を

中
止

し
、

小
学

校
6
年

生
及

び
中

学
校

1
年

に
つ

い
て

、
興

津
自

然
学

園
、

八
ヶ

岳
林

間
学

園
を

中
心

に
、

民
間

施
設

も
活

用
し

て
実

施
し

た
。

ま
た

、
小

中
学

校
各

1
校

が
気

仙
沼

市
で

、
小

学
校

2
校

が
金

沢
市

に
て

自
然

宿
泊

体
験

教
室

を
実

施
し

た
。

な
お

、
宿

泊
を

中
止

と
し

た
小

学
校

4
年

、
5
年

生
に

つ
い

て
は

、
日

帰
り

の
自

然
体

験
事

業
を

実
施

し
た

。

区
立

小
中

学
校

全
校

が
自

然
宿

泊
体

験
教

室
を

実
施

す
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
事

業
の

開
始

が
1
0
月

と
な

っ
た

が
、

興
津

自
然

学
園

、
八

ヶ
岳

林
間

学
園

及
び

八
ヶ

岳
方

面
の

民
間

施
設

を
活

用
し

、
自

然
と

触
れ

合
う

機
会

を
設

け
、

自
然

を
愛

す
る

心
や

環
境

を
保

全
す

る
態

度
の

育
成

に
寄

与
し

た
。

な
お

、
冬

季
実

施
と

な
っ

た
学

校
に

つ
い

て
は

、
雪

山
で

の
自

然
体

験
等

、
都

会
で

は
味

わ
う

こ
と

の
で

き
な

い
貴

重
な

経
験

を
し

た
。

○
区

立
小

学
校

の
5
～

6
年

生
及

び
中

学
校

1
年

生
を

対
象

に
、

興
津

自
然

学
園

及
び

八
ヶ

岳
林

間
学

園
を

拠
点

と
し

て
自

然
宿

泊
体

験
教

室
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

小
学

校
1
校

、
中

学
校

1
校

が
、

宮
城

県
気

仙
沼

市
大

島
で

、
小

学
校

2
校

が
石

川
県

金
沢

市
（
2
0
1
9
(令

和
元

)年
度

か
ら

）
で

自
然

宿
泊

体
験

教
室

を
実

施
す

る
。

な
お

、
小

学
校

4
年

生
は

宿
泊

を
中

止
し

、
日

帰
り

代
替

事
業

を
実

施
す

る
。

学
校

運
営

課

7
1

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

学
校

独
自

宿
泊

事
業

継
続

生
徒

が
日

常
生

活
で

は
経

験
で

き
な

い
活

動
に

一
定

期
間

集
中

的
に

取
り

組
む

た
め

の
区

立
中

学
校

の
独

自
宿

泊
事

業
に

対
し

、
費

用
の

一
部

を
補

助
す

る
。

冬
季

休
業

期
間

を
活

用
し

た
学

校
独

自
の

宿
泊

行
事

(ス
キ

ー
体

験
)

の
実

施
に

寄
与

し
た

。

1
校

で
実

施
参

加
生

徒
数

：
4
5
名

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
っ

た
が

、
学

校
独

自
の

特
色

あ
る

宿
泊

体
験

実
施

校
へ

の
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

○
生

徒
が

日
常

生
活

で
は

経
験

で
き

な
い

活
動

に
一

定
期

間
集

中
的

に
取

り
組

む
た

め
の

区
立

中
学

校
の

独
自

宿
泊

事
業

に
対

し
、

費
用

の
一

部
を

補
助

す
る

。

学
校

運
営

課

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

7
2

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

中
学

生
の

自
然

体
験

事
業

継
続

（
平

成
4
年

度
～

）
青

少
年

(中
学

生
)が

自
然

環
境

が
豊

か
な

地
で

野
外

活
動

や
集

団
生

活
、

現
地

の
人

と
の

交
流

を
行

う
事

で
自

立
性

や
協

調
性

を
身

に
つ

け
る

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
中

止
。

－
－

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

生
涯

学
習

課

7
3

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

野
外

活
動

器
材

の
提

供
事

業
継

続
（
平

成
4
年

度
～

）
青

少
年

の
野

外
活

動
を

支
援

す
る

た
め

野
外

活
動

器
材

を
貸

し
出

し
青

少
年

の
健

全
な

育
成

を
図

る
。

貸
出

し
件

数
0
件

－
－

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

生
涯

学
習

課

7
4

み
ど

り
を

育
て

る
区

民
等

へ
の

活
動

支
援

グ
リ

ー
ン

ク
ラ

ブ
事

業
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

9
2
団

体
－

7
団

体
廃

止
し

、
2
団

体
増

加
し

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

道
路

公
園

課

7
5

み
ど

り
を

育
て

る
区

民
等

へ
の

活
動

支
援

区
民

に
よ

る
苗

木
植

樹
運

動
の

推
進

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
－

1
,1

0
0
本

2
0
2
0
(令

和
2
)年

度
は

8
2
0
本

し
か

配
布

で
き

な
か

っ
た

が
、

2
0
2
1
(令

和
3
)年

度
は

例
年

通
り

の
1
,1

0
0
本

を
住

区
等

が
配

布
し

、
民

有
地

の
緑

化
が

推
進

で
き

た
。

○
継

続
じ

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

7
6

み
ど

り
や

い
き

も
の

の
実

態
の

把
握

と
い

き
も

の
情

報
の

共
有

と
発

信

み
ど

り
の

実
態

調
査

・
生

物
多

様
性

現
況

調
査

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
－

野
鳥

の
年

間
確

認
種

数
　

5
6
種

2
0
2
0
(令

和
2
)年

度
よ

り
年

間
確

認
種

数
が

増
加

し
た

。
○

継
続

し
て

実
施

す
る

。
み

ど
り

土
木

政
策

課

7
7

み
ど

り
や

い
き

も
の

の
実

態
の

把
握

と
い

き
も

の
情

報
の

共
有

と
発

信

区
民

に
よ

る
身

近
な

生
物

調
査

と
自

然
通

信
員

の
育

成
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

「
生

物
多

様
性

」
と

い
う

言
葉

の
認

知
度

　
4
0
.9

％
※

2
0
2
1
(令

和
3
)年

度
は

世
論

調
査

を
行

っ
て

い
な

い
た

め
、

2
0
2
0
(令

和
2
)年

度
世

論
調

査
の

値
を

記
載

。

自
然

通
信

員
登

録
数

　
1
,3

0
4
世

帯
区

民
指

標
調

査
報

告
数

件
数

2
,3

9
4
件

巣
箱

モ
ニ

タ
ー

配
布

個
数

　
1
8
個

い
き

も
の

住
民

会
議

を
１

回
開

催
し

た
。

－
○

継
続

し
て

実
施

す
る

。
み

ど
り

土
木

政
策

課

7
8

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
の

推
進

「
目

黒
区

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
　

さ
さ

え
あ

う
生

命
(い

の
ち

)
の

輪
(わ

)　
野

鳥
の

す
め

る
ま

ち
づ

く
り

計
画

」
の

推
進

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
－

「
生

物
多

様
性

」
と

い
う

言
葉

の
認

知
度

　
4
0
.9

％
2
0
1
9
(令

和
元

)年
度

の
目

黒
区

世
論

調
査

か
ら

認
知

度
が

低
下

し
て

い
る

も
の

の
、

継
続

し
た

「
生

物
多

様
性

」
の

普
及

啓
発

の
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

（
2
0
2
1
(令

和
3
)年

度
は

目
黒

区
世

論
調

査
を

行
っ

て
い

な
い

。
）

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

7
9

ビ
オ

ト
ー

プ
の

育
成

に
よ

る
い

き
も

の
の

道
の

形
成

ビ
オ

ト
ー

プ
の

育
成

に
よ

る
い

き
も

の
の

道
の

形
成

継
続

（
平

成
9
年

度
～

）
継

続
し

て
実

施
す

る
。

－
区

立
小

学
校

1
校

で
ビ

オ
ト

ー
プ

の
管

理
活

動
を

実
施

し
た

。
－

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

8
0

ビ
オ

ト
ー

プ
の

育
成

に
よ

る
い

き
も

の
の

道
の

形
成

地
域

住
民

に
よ

る
ビ

オ
ト

ー
プ

の
保

存
・
管

理
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

－
公

園
等

2
箇

所
で

の
ビ

オ
ト

ー
プ

管
理

活
動

を
支

援
し

た
。

－
○

継
続

し
て

実
施

す
る

。
道

路
公

園
課

8
1

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

自
然

ク
ラ

ブ
の

開
催

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
参

加
者

数
6
5
1
人

(2
4
回

開
催

)
－

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
自

然
体

験
の

機
会

と
し

て
、

多
く
の

区
民

の
参

加
を

得
た

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

道
路

公
園

課

8
2

み
ど

り
や

い
き

も
の

と
ふ

れ
あ

う
体

験
の

提
供

自
然

観
察

舎
に

お
け

る
体

験
型

自
然

学
習

の
推

進
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

利
用

者
数

1
3
,4

3
3
人

－
み

ど
り

や
い

き
も

の
と

ふ
れ

あ
う

体
験

型
自

然
学

習
の

機
会

を
提

供
し

、
多

く
の

区
民

の
利

用
を

得
た

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

道
路

公
園

課

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：拡

大
 ○

：継
続

 △
：休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（廃
止

の
場

合
は

そ
の

理
由

）

83
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
公

園
・

緑
地

等
の

管
理

生
物

多
様

性
保

全
林

に
指

定
し

た
公

園
に

お
け

る
、

自
然

環
境

保
護

活
動

に
向

け
た

取
組

み
の

推
進

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
－

地
元

と
碑

文
谷

公
園

の
課

題
や

今
後

の
活

動
に

つ
い

て
、

意
見

募
集

を
行

っ
た

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

意
見

交
換

会
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

書
面

配
布

で
意

見
募

集
を

行
っ

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

84
大

気
環

境
の

監
視

・情
報

提
供

大
気

汚
染

常
時

監
視

（東
山

中
学

校
測

定
室

）
継

続
（昭

和
46

年
度

～
）

※
昭

和
46

年
～

平
成

14
年

ま
で

旧
庁

舎
。

東
山

中
学

校
に

は
昭

和
57

年
～

設
置

。

区
内

一
般

環
境

大
気

を
常

時
監

視
し

、
環

境
基

準
比

較
等

を
行

い
、

今
後

の
環

境
保

全
対

策
に

資
す

る
。

区
内

測
定

地
点

1か
所

(東
山

中
)

で
年

間
を

通
じ

て
実

施
し

た
。

調
査

項
目

の
う

ち
、

光
化

学
オ

キ
シ

ダ
ン

ト
は

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
評

価
に

必
要

な
年

間
測

定
時

間
6,

00
0時

間
以

上
を

確
保

し
た

。
○

引
き

続
き

常
時

監
視

を
行

う
。

常
時

監
視

の
測

定
結

果
(速

報
値

)を
W

E
B

上
で

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
公

表
す

る
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

85
大

気
環

境
の

監
視

・情
報

提
供

酸
性

雨
調

査
（区

総
合

庁
舎

）
継

続
（平

成
4年

度
～

）
※

平
成

15
年

度
～

　
総

合
庁

舎
屋

上
で

測
定

目
黒

区
総

合
庁

舎
に

お
い

て
実

施
す

る
。

目
黒

区
総

合
庁

舎
に

お
い

て
実

施
し

た
。

測
定

値
の

年
平

均
値

は
5.

2で
あ

っ
た

。
酸

性
雨

に
つ

い
て

は
、

こ
こ

数
年

横
ば

い
で

改
善

が
進

ん
で

い
な

い
。

○
酸

性
雨

に
つ

い
て

は
改

善
が

進
ん

で
お

ら
ず

、
今

後
と

も
監

視
を

行
っ

て
い

く
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

86
大

気
環

境
の

監
視

・情
報

提
供

窒
素

酸
化

物
調

査
（主

要
幹

線
道

路
、

交
差

点
）

継
続

（昭
和

45
年

度
～

）
区

内
大

気
状

況
常

時
監

視
の

補
完

調
査

と
し

て
、

窒
素

酸
化

物
等

に
つ

い
て

の
調

査
を

実
施

す
る

。

幹
線

道
路

沿
い

(5
地

点
及

び
後

背
地

2地
点

)に
お

け
る

窒
素

酸
化

物
の

調
査

を
年

4回
各

回
平

日
5日

間
連

続
測

定
を

行
っ

た
。

20
12

(平
成

24
)年

度
か

ら
20

14
(平

成
26

)年
度

に
か

け
て

測
定

項
目

に
P
M

2.
5を

追
加

し
て

実
施

（沿
道

1地
点

及
び

後
背

地
1地

点
）

首
都

高
速

中
央

環
状

品
川

線
の

開
通

に
伴

い
20

03
(平

成
15

)年
度

か
ら

追
加

し
て

い
た

S
P
M

の
測

定
、

及
び

窒
素

酸
化

物
測

定
の

1地
点

は
20

18
(平

成
30

)年
度

に
終

了
し

た
。

沿
道

に
お

け
る

窒
素

酸
化

物
調

査
で

は
測

定
期

間
中

、
環

境
基

準
を

超
過

し
た

日
は

な
か

っ
た

。

自
動

車
排

ガ
ス

規
制

に
よ

り
沿

道
の

二
酸

化
窒

素
濃

度
は

低
下

の
傾

向
が

あ
る

。

○
今

後
も

調
査

を
継

続
す

る
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

87
大

気
環

境
の

監
視

・情
報

提
供

P
M

2.
5の

測
定

継
続

（平
成

24
年

度
～

）
20

12
(平

成
24

)年
度

か
ら

20
14

(平
成

26
)年

度
に

か
け

て
は

、
主

要
幹

線
道

路
、

交
差

点
で

行
っ

た
窒

素
酸

化
物

調
査

を
行

う
際

、
測

定
項

目
に

P
M

2.
5を

追
加

し
て

実
施

(沿
道

1地
点

及
び

後
背

地
1地

点
)。

20
15

(平
成

27
)年

度
か

ら
は

大
気

汚
染

常
時

監
視

（東
山

中
学

校
測

定
室

）で
調

査
を

開
始

し
た

。

区
内

測
定

地
点

1か
所

(東
山

中
)

で
年

間
を

通
じ

て
実

施
し

た
。

環
境

基
準

を
達

成
し

た
。

P
M

2.
5は

20
09

(平
成

21
)年

に
環

境
基

準
が

定
め

ら
れ

た
。

目
黒

区
で

の
測

定
も

開
始

し
た

ば
か

り
で

あ
り

、
今

後
も

実
態

把
握

を
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
引

き
続

き
常

時
監

視
を

行
う

。
常

時
監

視
の

測
定

結
果

(速
報

値
)を

W
E
B

上
で

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
公

表
す

る
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

88
大

気
環

境
の

監
視

・情
報

提
供

一
般

大
気

中
の

ア
ス

ベ
ス

ト
測

定
調

査
①

休
止

（～
平

成
20

年
度

）
②

再
開

・継
続

（平
成

25
年

度
～

）

目
黒

区
総

合
庁

舎
に

お
い

て
実

施
す

る
。

目
黒

区
総

合
庁

舎
に

お
い

て
実

施
し

た
。

ア
ス

ベ
ス

ト
は

不
検

出
で

あ
っ

た
。

一
般

大
気

中
の

環
境

基
準

は
な

い
。

○
調

査
を

継
続

す
る

。
環

境
保

全
課

(公
害

対
策

係
)

89
大

気
環

境
の

監
視

・情
報

提
供

一
般

大
気

中
の

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

測
定

調
査

平
成

23
年

度
か

ら
平

成
27

年
度

に
か

け
て

は
中

止
し

て
い

た
が

、
平

成
28

年
度

か
ら

再
開

し
た

。

目
黒

区
総

合
庁

舎
屋

上
に

お
い

て
年

2回
実

施
す

る
。

目
黒

区
総

合
庁

舎
屋

上
で

実
施

し
た

。
1回

目
0.

01
5p

g-
T
E
Q

/m
3

2回
目

0.
01

9p
g-

T
E
Q

/m
3

環
境

基
準

を
達

成
し

た
。

○
調

査
を

継
続

す
る

。
環

境
保

全
課

(公
害

対
策

係
)

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

9
0

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
対

策
光

化
学

ス
モ

ッ
グ

注
意

報
等

発
令

状
況

伝
達

周
知

継
続

（昭
和

56
年

頃
～

）
夏

季
に

お
け

る
光

化
学

ス
モ

ッ
グ

被
害

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
注

意
報

等
の

発
令

を
区

民
に

周
知

を
行

う
。

注
意

報
等

の
発

令
・
解

除
の

情
報

を
区

民
に

周
知

す
る

た
め

、
防

災
行

政
無

線
や

区
施

設
に

お
い

て
懸

垂
幕

の
掲

示
を

行
っ

た
。

学
校

情
報

 5
回

注
意

報
 1

回

－
注

意
報

等
の

発
令

・解
除

の
情

報
を

区
民

に
周

知
し

た
。

○
引

き
続

き
、

夏
季

に
お

け
る

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、

注
意

報
等

の
発

令
・解

除
の

情
報

を
区

民
に

周
知

す
る

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

9
1

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
対

策
都

が
進

め
る

V
O

C
排

出
削

減
対

策
の

情
報

提
供

継
続

（平
成

24
年

度
～

）
東

京
都

と
連

携
し

、
機

会
を

捉
え

て
情

報
提

供
を

行
う

。
東

京
都

が
主

催
す

る
V

O
C

対
策

セ
ミ

ナ
ー

に
つ

い
て

、
チ

ラ
シ

等
に

よ
り

周
知

を
行

っ
た

。

－
－

○
東

京
都

と
連

携
し

、
機

会
を

捉
え

て
情

報
提

供
を

行
う

。
環

境
保

全
課

(公
害

対
策

係
)

9
2

フ
ロ

ン
回

収
促

進
及

び
代

替
物

質
へ

の
転

換
促

進

フ
ロ

ン
等

に
よ

る
オ

ゾ
ン

層
破

壊
や

地
球

温
暖

化
へ

の
影

響
、

そ
の

転
換

の
た

め
の

啓
発

休
止

（開
始

年
度

不
明

）
国

・
東

京
都

と
連

携
し

、
機

会
を

と
ら

え
て

啓
発

を
実

施
す

る
。

－
－

－
△

－
環

境
保

全
課

(公
害

対
策

係
)

9
3

環
境

に
や

さ
し

い
自

動
車

の
普

及
促

進

中
小

企
業

者
向

け
低

公
害

車
買

換
え

資
金

融
資

あ
っ

せ
ん

継
続

（平
成

17
年

度
～

）
－

8件
－

今
後

も
継

続
的

に
周

知
し

て
い

く
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

産
業

経
済

・消
費

生
活

課

9
4

ア
ス

ベ
ス

ト
対

策
石

綿
含

有
建

築
物

解
体

等
工

事
届

出
審

査
事

務
継

続
（平

成
17

年
度

～
）

ア
ス

ベ
ス

ト
の

飛
散

防
止

を
図

る
。

特
定

粉
じ

ん
排

出
等

作
業

実
施

届
出

　
1
9件

石
綿

飛
散

防
止

方
法

等
計

画
届

出
　

1
9件

－
施

行
計

画
届

出
の

審
査

や
作

業
方

法
の

指
導

を
行

い
、

ア
ス

ベ
ス

ト
の

飛
散

防
止

を
図

っ
た

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

9
5

ア
ス

ベ
ス

ト
対

策
ア

ス
ベ

ス
ト

分
析

調
査

費
助

成
継

続
（平

成
17

年
度

～
）

引
き

続
き

調
査

助
成

を
行

う
。

ア
ス

ベ
ス

ト
調

査
助

成
4件

20
20

(令
和

2
)年

と
比

較
す

る
と

申
請

件
数

2件
減

20
2
1(

令
和

3)
年

7月
に

対
象

建
材

を
整

理
し

た
こ

と
に

よ
り

申
請

件
数

が
減

少
し

た
と

思
わ

れ
る

が
、

問
合

せ
は

増
加

し
て

お
り

、
制

度
の

認
知

度
の

上
昇

が
見

ら
れ

る
。

◎
2
02

2
(令

和
4
)年

4
月

に
対

象
建

材
を

追
加

し
、

申
請

方
法

を
簡

素
化

す
る

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

9
6

ア
ス

ベ
ス

ト
対

策
工

業
近

代
化

資
金

融
資

継
続

（平
成

17
年

度
～

）
－

1件
－

今
後

も
継

続
的

に
周

知
し

て
い

く
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

産
業

経
済

・消
費

生
活

課

9
7

水
環

境
の

監
視

・
情

報
提

供
目

黒
川

水
質

調
査

継
続

（平
成

11
年

度
～

）
目

黒
川

に
お

け
る

水
質

を
定

期
的

に
測

定
し

て
そ

の
現

状
を

把
握

し
、

自
然

環
境

を
含

む
環

境
保

全
に

資
す

る
。

測
定

場
所

：氷
川

橋
、

宝
来

橋
、

中
里

橋
※

測
定

頻
度

：年
4回

健
康

項
目

4
項

目
(カ

ド
ミ

ウ
ム

、
全

シ
ア

ン
、

鉛
、

6価
ク

ロ
ム

)
生

活
環

境
項

目
4
項

目
(P

H
 、

B
O

D
 、

S
S
、

D
O

)
以

上
に

つ
い

て
、

す
べ

て
環

境
基

準
に

適
合

し
て

い
た

。

東
京

都
の

清
流

復
活

事
業

に
よ

る
水

質
改

善
の

効
果

が
出

て
い

る
。

○
調

査
を

継
続

す
る

。
測

定
場

所
：氷

川
橋

、
宝

来
橋

、
中

里
橋

測
定

頻
度

：年
4回

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

9
8

水
環

境
の

監
視

・
情

報
提

供
地

下
水

汚
染

実
態

調
査

継
続

事
業

所
等

か
ら

排
出

さ
れ

る
汚

水
の

地
下

浸
透

に
よ

る
地

下
水

汚
染

の
実

態
把

握
及

び
汚

染
さ

れ
た

井
戸

の
経

年
変

化
の

監
視

を
す

る
。

20
21

(令
和

3
)年

度
実

施
対

象
9箇

所
(経

年
監

視
3
箇

所
・
そ

の
他

6箇
所

)

環
境

基
準

適
合

8
箇

所
、

不
適

合
1

箇
所

(経
年

1
)で

あ
っ

た
。

新
た

に
汚

染
が

発
覚

し
た

地
点

は
な

か
っ

た
。

○
実

施
対

象
を

9
箇

所
と

す
る

(経
年

監
視

3
箇

所
・そ

の
他

6
箇

所
)。

環
境

内
容

の
公

表
に

つ
い

て
は

、
検

体
採

取
場

所
は

私
有

地
で

あ
り

、
個

人
所

有
の

井
戸

が
中

心
で

あ
る

た
め

、
プ

ラ
イ

バ
シ

-の
保

護
に

配
慮

す
る

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

9
9

水
環

境
の

監
視

・
情

報
提

供
目

黒
川

臭
気

調
査

継
続

（平
成

27
年

度
～

）
目

黒
川

の
周

辺
臭

気
を

定
期

的
に

測
定

し
そ

の
現

状
を

把
握

し
、

自
然

環
境

を
含

む
環

境
保

全
に

資
す

る
。

中
里

橋
、

太
鼓

橋
で

2
02

1
(令

和
3
)

年
6月

7
日

か
ら

11
月

2
4日

ま
で

実
施

。
(2

週
間

毎
×

1
2回

測
定

)

硫
化

水
素

ガ
ス

の
平

均
推

定
濃

度
中

里
橋

5～
16

pp
b

太
鼓

橋
5～

40
pp

b

気
温

が
高

い
時

期
に

、
濃

度
が

高
い

傾
向

が
あ

っ
た

。
○

測
定

場
所

　
中

里
橋

、
太

鼓
橋

で
年

12
回

実
施

す
る

。
環

境
保

全
課

(公
害

対
策

係
)

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：拡

大
 ○

：継
続

 △
：休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（廃
止

の
場

合
は

そ
の

理
由

）

10
0

河
川

環
境

の
改

善
河

川
清

掃
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

目
黒

川
河

川
清

掃
：3

6回
/年

目
黒

川
水

面
等

清
掃

：1
1
回

/年
呑

川
清

掃
：4

3回
/年

－
定

期
的

な
実

施
に

よ
り

、
良

好
な

河
川

環
境

の
維

持
に

一
定

の
効

果
が

出
て

い
る

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

道
路

公
園

課

10
1

河
川

環
境

の
改

善
河

床
整

正
継

続
継

続
し

て
実

施
す

る
。

河
床

整
正

1回
/年

河
床

浚
渫

1回
/年

－
定

期
的

な
実

施
に

よ
り

良
好

な
河

川
環

境
の

維
持

に
一

定
の

効
果

が
出

て
い

る
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

み
ど

り
土

木
政

策
課

10
2

河
川

環
境

の
改

善
目

黒
川

ク
リ

ー
ン

ア
ッ

プ
大

作
戦

継
続

継
続

し
て

実
施

す
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

中
止

－
河

川
通

路
の

環
境

維
持

に
一

定
の

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

道
路

公
園

課

10
3

水
資

源
の

保
全

と
水

循
環

機
能

の
回

復

地
下

水
揚

水
規

制
継

続
（昭

和
46

年
度

～
）

地
下

水
揚

水
施

設
(工

場
・指

定
作

業
場

等
)に

対
し

て
、

地
下

水
の

揚
水

量
の

記
録

と
報

告
を

求
め

る
。

揚
水

量
報

告
対

象
施

設
 1

1
施

設
揚

水
量

合
計

 1
6.

75
1ｔ

－
実

態
に

即
し

た
揚

水
量

の
報

告
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
揚

水
量

に
つ

い
て

、
最

小
限

と
な

る
よ

う
に

指
導

し
て

い
く
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

10
4

工
場

跡
地

等
の

土
壌

汚
染

対
策

工
場

跡
地

等
の

土
壌

・地
下

水
汚

染
の

監
視

・指
導

継
続

（平
成

13
年

度
～

）
引

き
続

き
、

土
壌

・地
下

水
汚

染
対

策
を

行
う

。
土

壌
汚

染
状

況
調

査
報

告
書

 3
件

汚
染

拡
散

防
止

措
置

完
了

届
出

書
　

1件

－
土

壌
汚

染
調

査
時

に
事

業
場

へ
の

立
入

監
察

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
東

京
都

と
の

情
報

交
換

や
対

策
指

導
で

連
携

し
、

跡
地

等
の

土
壌

汚
染

の
監

視
・指

導
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
引

き
続

き
、

立
入

監
察

を
実

施
し

、
跡

地
等

の
土

壌
汚

染
の

監
視

・指
導

を
行

う
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

10
5

化
学

物
質

の
適

正
管

理
適

正
管

理
化

学
物

質
対

策
継

続
（平

成
13

年
度

～
）

適
正

な
報

告
を

求
め

、
実

態
を

把
握

し
、

排
出

抑
制

に
つ

な
げ

る
。

適
正

管
理

化
学

物
質

使
用

量
等

報
告

書
48

件
化

学
物

質
管

理
方

法
書

7件

－
対

象
事

業
場

の
実

態
の

把
握

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
○

有
害

化
学

物
質

使
用

事
業

場
の

実
態

を
把

握
し

、
排

出
抑

制
に

つ
な

げ
る

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

10
6

化
学

物
質

の
適

正
管

理
有

害
化

学
物

質
に

対
す

る
情

報
収

集
や

啓
発

継
続

（平
成

13
年

度
～

）
適

正
な

報
告

を
求

め
、

実
態

を
把

握
し

、
排

出
抑

制
に

つ
な

げ
る

。
適

正
管

理
化

学
物

質
使

用
量

等
報

告
書

48
件

化
学

物
質

管
理

方
法

書
7件

－
対

象
事

業
場

の
実

態
の

把
握

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
○

有
害

化
学

物
質

使
用

事
業

場
の

実
態

を
把

握
し

、
排

出
抑

制
に

つ
な

げ
る

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

10
7

工
場

・事
業

場
へ

の
排

出
規

制
の

実
施

工
場

認
可

等
指

導
取

締
継

続
（昭

和
46

年
度

～
）

受
動

的
な

事
業

の
た

め
、

目
標

設
定

が
困

難
で

あ
る

。
騒

音
規

制
法

関
係

届
 2

3
件

振
動

規
制

法
関

係
届

 9
件

【環
境

確
保

条
例

】
工

場
設

置
・変

更
認

可
申

請
 2

件
そ

の
他

の
届

出
 2

4件
指

定
作

業
場

設
置

・変
更

届
 4

件
そ

の
他

届
出

 2
8件

－
認

可
申

請
・届

出
に

基
づ

き
、

事
業

場
の

実
態

を
把

握
し

、
適

切
な

公
害

防
止

指
導

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
現

場
調

査
に

よ
り

、
認

可
申

請
・届

出
を

す
べ

き
事

業
場

の
把

握
に

努
め

、
公

害
防

止
指

導
を

強
化

す
る

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

10
8

自
動

車
騒

音
・振

動
の

監
視

道
路

騒
音

・振
動

調
査

継
続

（昭
和

45
年

度
～

）
自

動
車

に
起

因
す

る
騒

音
・振

動
の

状
況

及
び

交
通

量
を

把
握

し
、

環
境

基
準

の
達

成
状

況
な

ど
比

較
・検

討
を

行
う

。

常
時

監
視

(面
的

調
査

)6
区

間
を

行
っ

た
。

自
動

車
交

通
騒

音
・振

動
調

査
(要

請
限

度
調

査
)6

地
点

を
行

っ
た

。

常
時

監
視

(面
的

調
査

)で
は

、
昼

間
2地

点
、

夜
間

4地
点

で
騒

音
の

環
境

基
準

を
超

過
し

た
。

自
動

車
交

通
騒

音
・振

動
調

査
(要

請
限

度
調

査
)で

は
、

昼
間

、
夜

間
と

も
に

全
地

点
で

騒
音

・振
動

の
要

請
限

度
を

下
回

っ
た

。

環
境

基
準

の
達

成
率

が
低

い
路

線
が

あ
る

の
で

継
続

し
て

調
査

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
2
00

8
(平

成
20

)年
度

か
ら

調
査

分
析

を
民

間
委

託
に

切
り

替
え

、
継

続
し

て
調

査
を

実
施

。
鉄

道
騒

音
・振

動
調

査
は

、
事

業
者

が
行

う
と

い
う

基
本

に
立

ち
返

り
20

07
(平

成
1
9)

年
度

を
も

っ
て

廃
止

し
た

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

10
9

自
動

車
騒

音
・振

動
の

監
視

交
通

量
調

査
継

続
（昭

和
44

年
度

～
）

区
内

12
地

点
で

交
通

量
調

査
を

行
う

。
区

内
12

地
点

で
交

通
量

調
査

を
行

っ
た

。
－

20
21

(令
和

3)
年

度
は

騒
音

・振
動

と
交

通
量

の
明

確
な

相
関

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

○
継

続
し

て
調

査
を

行
う

。
環

境
保

全
課

(公
害

対
策

係
)

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課



 

126 

 

事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

1
1
0

騒
音

沿
道

対
策

環
七

沿
道

整
備

事
業

継
続

（
昭

和
6
3
年

度
～

）
－

－
届

出
：
2
0
件

防
音

工
事

費
助

成
：
0
件

緩
衝

建
築

物
工

事
費

助
成

：
0
件

環
七

沿
道

地
区

整
備

計
画

の
内

容
に

沿
っ

て
、

届
出

が
ほ

ぼ
適

切
に

提
出

さ
れ

た
。

○
現

行
制

度
継

続
。

都
市

整
備

課

1
1
1

放
射

性
物

質
へ

の
対

応
（
各

種
測

定
）

公
園

等
の

空
間

放
射

線
量

の
測

定
休

止
休

止
（
平

成
2
9
年

度
～

）
な

し
な

し
な

し
△

な
し

道
路

公
園

課

1
1
2

放
射

性
物

質
へ

の
対

応
（
各

種
測

定
）

区
立

公
園

等
6
施

設
と

総
合

庁
舎

東
口

に
お

け
る

空
間

放
射

線
量

の
測

定
と

区
民

へ
の

公
表

（
平

成
2
4
年

度
～

　
令

和
2
年

度
）

令
和

3
年

度
は

休
止

－
－

－
－

△
－

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

1
1
3

放
射

性
物

質
へ

の
対

応
（
各

種
測

定
）

区
立

小
中

学
校

等
給

食
食

材
の

放
射

性
物

質
検

査
継

続
（
平

成
2
3
年

度
～

）
－

使
用

前
給

食
食

材
検

査
及

び
主

要
食

材
検

査
、

食
育

食
材

検
査

を
実

施
し

た
。

－
延

べ
8
9
検

体
を

検
査

し
、

安
全

性
を

確
認

し
た

。
○

使
用

前
給

食
食

材
検

査
及

び
主

要
食

材
検

査
、

食
育

食
材

検
査

を
実

施
す

る
。

検
査

結
果

に
つ

い
て

、
食

品
衛

生
法

に
定

め
る

規
格

基
準

値
を

超
え

た
場

合
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
す

る
。

学
校

運
営

課

1
1
4

放
射

性
物

質
へ

の
対

応
（
各

種
測

定
）

保
育

園
給

食
食

材
の

放
射

性
物

質
検

査
継

続
（
平

成
2
4
年

度
～

）
－

希
望

す
る

公
立

保
育

園
、

私
立

認
可

保
育

園
、

認
証

保
育

所
、

認
可

外
保

育
施

設
の

食
育

食
材

検
査

を
行

っ
た

。

食
育

食
材

検
査

を
実

施
し

た
。

検
査

結
果

を
園

に
掲

示
し

、
保

護
者

の
不

安
を

払
拭

す
る

た
め

の
一

助
と

な
っ

た
。

食
品

衛
生

法
に

定
め

る
規

格
基

準
値

は
超

え
な

か
っ

た
。

○
食

育
食

材
検

査
保

育
課

1
1
5

工
場

等
へ

の
指

導
【
再

掲
】
工

場
認

可
等

指
導

取
締

継
続

（
昭

和
4
6
年

度
～

）
受

動
的

な
事

業
の

た
め

、
目

標
設

定
が

困
難

で
あ

る
。

騒
音

規
制

法
関

係
届

 2
3
件

振
動

規
制

法
関

係
届

 9
件

【
環

境
確

保
条

例
】

工
場

設
置

・
変

更
認

可
申

請
 2

件
そ

の
他

の
届

出
 2

4
件

指
定

作
業

場
設

置
・
変

更
届

 4
件

そ
の

他
届

出
 2

8
件

－
認

可
申

請
・
届

出
に

基
づ

き
、

事
業

場
の

実
態

を
把

握
し

、
適

切
な

公
害

防
止

指
導

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
現

場
調

査
に

よ
り

、
認

可
申

請
・
届

出
を

す
べ

き
事

業
場

の
把

握
に

努
め

、
公

害
防

止
指

導
を

強
化

す
る

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

1
1
6

工
場

等
へ

の
指

導
特

定
建

設
作

業
に

よ
る

騒
音

・
振

動
届

出
受

理
事

務
継

続
（
平

成
1
8
年

2
月

～
）

受
動

的
な

事
業

の
た

め
、

目
標

設
定

が
困

難
で

あ
る

。
騒

音
規

制
法

特
定

建
設

作
業

届
2
8
8
件

振
動

規
制

法
特

定
建

設
作

業
届

2
4
5
件

－
騒

音
・
振

動
が

著
し

い
工

事
も

あ
り

、
被

害
の

発
生

が
み

ら
れ

る
た

め
、

現
場

パ
ト

ロ
ー

ル
等

に
よ

り
騒

音
・
振

動
の

実
態

把
握

を
行

っ
た

。

○
届

出
事

務
に

つ
い

て
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

実
態

把
握

に
努

め
る

。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

1
1
7

工
場

等
へ

の
指

導
解

体
工

事
等

に
よ

る
標

識
設

置
届

出
受

理
事

務
継

続
（
昭

和
6
3
年

～
）

受
動

的
な

事
業

の
た

め
、

目
標

設
定

が
困

難
で

あ
る

。
解

体
工

事
等

標
識

設
置

届
4
3
3
件

－
解

体
等

標
識

及
び

石
綿

事
前

調
査

書
の

掲
示

を
徹

底
す

る
こ

と
に

よ
り

、
近

隣
住

民
と

の
紛

争
の

防
止

に
つ

な
げ

た
。

○
的

確
な

届
出

指
導

を
し

、
現

場
確

認
を

行
い

、
実

態
把

握
に

努
め

る
。

特
に

石
綿

に
つ

い
て

は
、

届
出

受
付

時
に

使
用

の
有

無
の

確
認

を
行

い
、

適
正

な
除

去
の

指
導

を
強

化
す

る
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

1
1
8

生
活

公
害

（
騒

音
・
振

動
・
悪

臭
等

）
に

係
る

相
談

・
調

整

公
害

相
談

継
続

目
標

設
定

に
な

じ
ま

な
い

。
苦

情
申

立
件

数
1
3
2
件

内
訳

　
工

場
2
件

、
指

定
作

業
場

0
件

、
建

設
作

業
7
5
件

、
一

般
5
5
件

－
典

型
7
公

害
以

外
の

相
談

が
多

い
。

内
容

は
多

岐
に

わ
た

り
、

公
害

相
談

の
背

景
に

感
情

面
の

軋
轢

を
伴

う
近

隣
紛

争
が

あ
る

ケ
ー

ス
も

多
い

。

○
継

続
し

て
相

談
を

受
け

る
。

環
境

保
全

課
(公

害
対

策
係

)

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定



 

127 

 

事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：拡

大
 ○

：継
続

 △
：休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（廃
止

の
場

合
は

そ
の

理
由

）

11
9

吸
殻

等
の

ポ
イ

捨
て

禁
止

・犬
の

ふ
ん

放
置

等
に

対
す

る
マ

ナ
ー

普
及

啓
発

ポ
イ

捨
て

禁
止

啓
発

活
動

継
続

（平
成

18
年

12
月

～
）

ポ
イ

捨
て

禁
止

・た
ば

こ
マ

ナ
ー

向
上

の
啓

発
活

動
を

行
う

。
区

民
等

に
対

し
、

ポ
イ

捨
て

防
止

に
つ

い
て

の
マ

ナ
ー

向
上

の
た

め
の

普
及

・啓
発

活
動

を
行

っ
た

。
・啓

発
プ

レ
ー

ト
等

の
配

布
※

ポ
イ

捨
て

禁
止

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
中

止
し

た
。

・啓
発

プ
レ

ー
ト

の
配

布
(1

02
枚

)
・路

上
シ

ー
ル

の
配

布
(ポ

イ
捨

て
67

7枚
、

犬
の

ふ
ん

18
7枚

)
・ポ

イ
捨

て
禁

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
(中

止
)

ポ
イ

捨
て

禁
止

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

は
中

止
と

な
っ

た
が

、
啓

発
プ

レ
ー

ト
の

配
布

、
啓

発
パ

ト
ロ

ー
ル

等
に

よ
っ

て
、

ポ
イ

捨
て

防
止

の
啓

発
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

○
区

報
に

よ
る

啓
発

と
7月

に
ポ

イ
捨

て
禁

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

中
目

黒
駅

周
辺

で
実

施
し

、
ポ

イ
捨

て
禁

止
・た

ば
こ

マ
ナ

ー
向

上
の

啓
発

活
動

を
行

う
。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

12
0

吸
殻

等
の

ポ
イ

捨
て

禁
止

・犬
の

ふ
ん

放
置

等
に

対
す

る
マ

ナ
ー

普
及

啓
発

路
上

喫
煙

禁
止

区
域

指
定

継
続

（平
成

18
年

度
～

）
・路

上
喫

煙
禁

止
区

域
に

お
け

る
マ

ナ
ー

向
上

の
た

め
の

啓
発

を
行

う
。

・屋
内

型
喫

煙
施

設
（公

衆
喫

煙
所

)の
整

備
を

進
め

る
。

・路
上

喫
煙

禁
止

区
域

の
啓

発
及

び
公

衆
喫

煙
所

の
環

境
改

善
に

取
り

組
ん

だ
。

・路
上

喫
煙

禁
止

啓
発

シ
ー

ト
の

50
 枚

の
設

置
(中

目
黒

駅
周

辺
)

・電
柱

広
告

の
設

置
13

個
の

設
置

(中
目

黒
駅

周
辺

)
・東

京
都

受
動

喫
煙

防
止

対
策

の
強

化
に

伴
う

喫
煙

環
境

の
整

備
事

業
経

費
補

助
金

を
活

用
し

、
自

由
が

丘
駅

周
辺

の
民

間
事

業
所

(店
舗

)内
に

公
衆

喫
煙

所
を

整
備

し
た

。

啓
発

シ
ー

ト
の

設
置

以
外

に
公

衆
喫

煙
所

の
誘

導
や

啓
発

パ
ト

ロ
ー

ル
の

強
化

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
、

中
目

黒
駅

西
側

及
び

池
尻

大
橋

駅
周

辺
の

民
間

事
業

所
に

屋
内

型
公

衆
喫

煙
所

の
整

備
を

図
る

。

○
・区

報
に

よ
り

、
ポ

イ
捨

て
禁

止
・た

ば
こ

マ
ナ

ー
向

上
の

啓
発

活
動

を
行

う
。

・中
目

黒
駅

周
辺

で
ポ

イ
捨

て
禁

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

7月
に

実
施

す
る

。
・東

京
都

受
動

喫
煙

防
止

対
策

の
強

化
に

伴
う

喫
煙

環
境

の
整

備
事

業
経

費
補

助
金

を
活

用
し

、
屋

内
型

公
衆

喫
煙

所
を

整
備

す
る

。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

12
1

吸
殻

等
の

ポ
イ

捨
て

禁
止

・犬
の

ふ
ん

放
置

等
に

対
す

る
マ

ナ
ー

普
及

啓
発

犬
の

散
歩

時
な

ど
の

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
の

啓
発

活
動

継
続

（平
成

18
年

度
～

）
犬

の
ふ

ん
放

置
な

ど
に

対
す

る
マ

ナ
ー

普
及

啓
発

を
行

い
ふ

ん
の

後
始

末
に

か
か

る
苦

情
件

数
を

減
ら

す
。

・啓
発

プ
レ

ー
ト

を
、

窓
口

(生
活

衛
生

課
、

碑
文

谷
保

健
セ

ン
タ

ー
及

び
各

地
区

サ
ー

ビ
ス

事
務

所
)で

配
布

し
た

。
ま

た
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
そ

の
旨

周
知

し
た

。
・犬

の
飼

い
方

セ
ミ

ナ
ー

は
中

止
。

・相
談

地
域

に
は

、
飼

い
主

あ
て

マ
ナ

ー
チ

ラ
シ

・エ
チ

ケ
ッ

ト
袋

の
配

布
に

よ
る

啓
発

活
動

を
実

施
。

・啓
発

プ
レ

ー
ト

配
布

枚
数

：延
べ

44
3枚

(生
活

衛
生

課
、

碑
文

谷
保

健
セ

ン
タ

ー
及

び
各

地
区

サ
ー

ビ
ス

事
務

所
)

啓
発

プ
レ

ー
ト

の
配

布
枚

数
は

減
少

し
た

。
20

21
(令

和
3)

年
度

の
犬

に
関

す
る

相
談

12
8件

中
97

件
は

糞
尿

マ
ナ

ー
に

関
す

る
相

談
で

あ
り

、
20

20
(令

和
2)

年
度

13
0件

に
対

し
25

％
の

減
少

で
あ

っ
た

。

○
啓

発
プ

レ
ー

ト
の

配
布

の
実

施
。

相
談

地
域

に
お

け
る

チ
ラ

シ
・エ

チ
ケ

ッ
ト

袋
の

配
布

を
20

22
(令

和
4)

年
度

も
継

続
実

施
予

定
。

生
活

衛
生

課

12
2

地
域

美
化

活
動

支
援

環
境

美
化

推
進

団
体

支
援

継
続

（平
成

17
年

度
～

）
環

境
美

化
推

進
団

体
と

の
協

働
に

よ
り

継
続

的
に

ま
ち

の
環

境
美

化
推

進
を

図
る

。

－
な

し
(新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
環

境
美

化
推

進
団

体
の

清
掃

活
動

は
中

止
と

な
っ

て
い

る
。

)

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
収

束
後

に
改

め
て

、
各

団
体

に
向

け
た

啓
発

活
動

を
行

う
。

○
既

存
の

環
境

美
化

推
進

団
体

と
の

協
働

に
よ

り
継

続
的

に
ま

ち
の

環
境

美
化

推
進

を
図

る
。

新
た

な
地

域
に

お
け

る
環

境
美

化
推

進
団

体
へ

の
支

援
拡

大
を

追
求

す
る

。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

12
3

地
域

美
化

活
動

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

清
掃

活
動

団
体

（ス
イ

ー
パ

ー
ズ

）支
援

継
続

（平
成

15
年

度
～

）
中

目
黒

及
び

権
之

助
・大

鳥
ス

イ
ー

パ
ー

ズ
の

活
動

支
援

を
行

う
。

中
目

黒
及

び
権

之
助

・大
鳥

ス
イ

ー
パ

ー
ズ

の
事

務
局

を
運

営
し

、
連

絡
会

に
お

け
る

会
員

同
士

の
情

報
の

共
有

化
、

活
動

継
続

・活
性

化
へ

の
協

力
、

清
掃

用
具

の
貸

出
し

等
を

行
っ

た
。

清
掃

活
動

：1
,2

22
回

実
施

延
べ

参
加

者
数

：6
,1

29
人

ま
ち

の
環

境
美

化
に

対
す

る
ス

イ
ー

パ
ー

ズ
の

活
動

が
定

着
し

て
き

て
い

る
。

ス
イ

ー
パ

ー
ズ

の
活

動
を

継
続

し
て

い
く
た

め
、

周
知

・啓
発

な
ど

の
積

極
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

○
中

目
黒

及
び

権
之

助
・大

鳥
ス

イ
ー

パ
ー

ズ
の

活
動

支
援

を
行

う
。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

12
4

地
域

美
化

活
動

支
援

落
書

き
消

去
活

動
支

援
継

続
（昭

和
50

年
頃

～
）

落
書

き
消

去
活

動
を

支
援

す
る

。
落

書
き

消
去

剤
の

貸
出

や
落

書
き

防
止

対
策

経
費

の
補

助
、

落
書

き
対

策
の

相
談

を
行

っ
た

。

落
書

き
消

去
剤

の
貸

出
13

件
、

落
書

防
止

対
策

経
費

助
成

申
請

1件
落

書
き

に
関

す
る

相
談

や
苦

情
は

、
ポ

イ
捨

て
や

喫
煙

と
比

較
し

て
少

な
い

が
、

今
後

は
よ

り
啓

発
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

○
区

民
ニ

ー
ズ

に
沿

う
事

業
の

進
め

方
や

効
果

的
な

周
知

方
法

を
検

討
す

る
。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

20
21

（R
3）

年
度

の
事

業
目

標
20

21
（R

3）
年

度
末

の
進

捗
状

況
達

成
数

値
20

21
（R

3）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：拡

大
 ○

：継
続

 △
：休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（廃
止

の
場

合
は

そ
の

理
由

）

12
5

吸
殻

等
の

ポ
イ

捨
て

禁
止

・犬
の

ふ
ん

放
置

等
に

対
す

る
マ

ナ
ー

普
及

啓
発

屋
内

型
喫

煙
所

整
備

事
業

継
続

（令
和

元
年

度
～

）
屋

内
型

公
衆

喫
煙

所
を

整
備

す
る

。
民

間
事

業
所

に
屋

内
型

公
衆

喫
煙

所
を

1箇
所

整
備

し
た

。
屋

内
型

公
衆

喫
煙

所
整

備
数

：1
箇

所
(自

由
が

丘
駅

周
辺

)
屋

内
型

公
衆

喫
煙

所
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

喫
煙

者
と

非
喫

煙
者

の
共

存
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
懸

案
と

な
っ

て
い

る
中

目
黒

駅
西

側
、

池
尻

大
橋

駅
周

辺
、

自
由

が
丘

駅
周

辺
に

新
た

な
公

衆
喫

煙
所

を
整

備
す

る
。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

12
6

環
境

推
進

員
の

育
成

環
境

推
進

員
養

成
講

座
継

続
（平

成
20

年
度

～
、

28
年

度
か

ら
目

黒
区

エ
コ

プ
ラ

ザ
指

定
管

理
事

業
と

し
て

実
施

）

地
域

に
お

い
て

環
境

保
全

活
動

を
積

極
的

に
活

動
し

て
い

く
こ

と
の

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

。

第
13

期
環

境
推

進
員

養
成

講
座

<
全

6回
>は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

中
止

と
し

た
。

－
－

○
引

き
続

き
環

境
推

進
員

養
成

講
座

を
開

催
し

、
積

極
的

に
環

境
活

動
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

環
境

保
全

課
（エ

コ
プ

ラ
ザ

指
定

管
理

者
）

12
7

環
境

学
習

機
会

の
提

供
月

間
事

業
（環

境
月

間
、

温
暖

化
防

止
月

間
）

継
続

（平
成

14
年

度
～

）
【環

境
月

間
】「

環
境

月
間

」を
周

知
す

る
と

と
も

に
、

区
民

一
人

ひ
と

り
が

身
近

な
地

域
環

境
か

ら
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

る
よ

う
な

行
事

を
実

施
す

る
。

(環
境

パ
ネ

ル
展

な
ど

)

【環
境

パ
ネ

ル
展

】6
/5

～
6/

11
総

合
庁

舎
1階

西
口

ロ
ビ

ー
に

て
パ

ネ
ル

展
(ハ

ク
ビ

シ
ン

相
談

・捕
獲

事
業

、
温

暖
化

防
止

対
策

、
ポ

イ
捨

て
防

止
、

Ｖ
Ｏ

Ｃ
に

つ
い

て
な

ど
)

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
区

報
や

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

啓
発

を
行

っ
た

。

な
し

【環
境

月
間

】環
境

月
間

事
業

と
し

て
、

「環
境

パ
ネ

ル
展

」や
区

報
を

中
心

に
啓

発
を

行
い

、
節

電
や

省
エ

ネ
に

関
し

て
区

民
の

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
、

ハ
ク

ビ
シ

ン
相

談
・捕

獲
事

業
に

つ
い

て
も

広
く
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

、
温

暖
化

対
策

係
）

12
8

環
境

学
習

機
会

の
提

供
社

会
教

育
講

座
継

続
（平

成
13

年
度

～
）

「め
ぐ

ろ
の

自
然

を
発

見
し

よ
う

（仮
）」

講
座

、
「エ

ン
ジ

ョ
イ

園
芸

！
花

で
～

つ
な

が
る

暮
ら

し
と

地
域

」
講

座
を

実
施

す
る

。

「君
も

フ
ァ

ー
ブ

ル
ー

お
お

は
し

の
里

の
杜

で
い

き
も

の
探

し
ー

」講
座

、
「エ

ン
ジ

ョ
イ

園
芸

！
ー

花
で

つ
な

が
る

暮
ら

し
と

地
域

」講
座

、
「お

天
気

実
験

教
室

～
危

険
や

パ
ズ

ル
で

天
気

を
楽

し
く
学

ぼ
う

」講
座

を
実

施
し

た
。

区
民

を
対

象
と

し
た

環
境

に
関

す
る

社
会

教
育

講
座

を
3講

座
実

施
し

た
。

予
定

し
て

い
た

2講
座

に
加

え
て

、
天

気
を

切
り

口
に

、
環

境
に

つ
い

て
関

心
が

持
て

る
よ

う
な

体
験

学
習

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

○
行

政
課

題
に

つ
い

て
、

多
岐

に
わ

た
る

内
容

を
講

座
と

し
て

企
画

す
る

た
め

、
環

境
学

習
は

適
時

取
り

上
げ

る
。

(2
02

2(
令

和
4)

年
度

は
講

座
を

実
施

す
る

予
定

は
な

い
。

)

生
涯

学
習

課

12
9

環
境

学
習

機
会

の
提

供
消

費
生

活
講

座
継

続
消

費
生

活
講

座
で

環
境

問
題

に
つ

い
て

考
え

、
区

民
の

環
境

に
配

慮
し

た
消

費
生

活
の

意
識

を
高

め
る

。

消
費

生
活

講
座

で
環

境
問

題
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

に
配

慮
し

た
消

費
生

活
を

意
識

で
き

る
よ

う
取

り
組

ん
だ

。

消
費

者
力

ア
ッ

プ
講

座
「目

指
そ

う
！

消
費

者
力

ア
ッ

プ
、

始
め

よ
う

！
身

近
な

と
こ

ろ
か

ら
」の

中
で

エ
シ

カ
ル

消
費

や
S
D

G
ｓを

取
り

上
げ

環
境

に
配

慮
し

た
消

費
生

活
に

つ
い

て
学

ん
だ

。
参

加
者

25
名

消
費

者
力

ア
ッ

プ
講

座
「目

指
そ

う
！

消
費

者
力

ア
ッ

プ
、

始
め

よ
う

！
身

近
な

と
こ

ろ
か

ら
」を

通
し

て
環

境
問

題
に

つ
い

て
啓

発
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
消

費
生

活
講

座
に

相
応

し
い

環
境

問
題

を
テ

ー
マ

に
し

た
講

座
の

開
講

を
検

討
す

る
。

産
業

経
済

・消
費

生
活

課

13
0

環
境

学
習

機
会

の
提

供
消

費
生

活
展

継
続

（昭
和

49
年

度
～

）
環

境
に

配
慮

し
た

消
費

生
活

を
意

識
さ

せ
る

た
め

に
、

環
境

関
係

団
体

等
に

参
加

を
呼

び
か

け
啓

発
す

る
。

区
内

消
費

者
グ

ル
ー

プ
の

実
践

、
学

習
の

成
果

を
発

表
し

、
環

境
活

動
へ

の
必

要
な

情
報

を
区

民
に

提
供

し
た

。

10
月

4日
か

ら
11

月
6日

ま
で

パ
ネ

ル
展

開
催

10
月

29
日

、
11

月
6日

映
画

上
映

会
開

催
来

場
者

数
　

延
べ

20
0人

ご
み

の
減

量
な

ど
環

境
に

関
す

る
パ

ネ
ル

を
掲

示
し

自
主

的
な

環
境

活
動

へ
の

き
っ

か
け

作
り

が
で

き
た

。

○
20

22
（令

和
4）

年
10

月
17

日
か

ら
11

月
5日

ま
で

パ
ネ

ル
展

開
催

10
月

22
日

、
11

月
4日

映
画

上
映

会
開

催

産
業

経
済

・消
費

生
活

課

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

20
21

（R
3）

年
度

20
22

（R
4）

年
度

の
予

定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

1
31

環
境

学
習

機
会

の
提

供
環

境
講

演
会

継
続

（平
成

2
4年

度
～

）
環

境
に

負
荷

を
か

け
な

い
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
転

換
等

を
啓

発
す

る
た

め
環

境
講

演
会

等
を

実
施

す
る

。

環
境

講
演

会
「ど

う
な

の
⁉
ど

う
す

る
⁉
プ

ラ
ご

み
問

題
」
と

題
し

て
講

演
(第

1部
・
第

2
部

)と
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

(第
3部

)を
開

催
し

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

多
量

な
使

用
や

不
適

切
な

廃
棄

等
に

よ
り

地
球

環
境

に
悪

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
こ

と
を

訴
え

た
。

参
加

者
30

人
聴

衆
が

参
加

し
た

形
式

で
開

催
で

き
た

。
講

演
会

の
様

子
を

録
画

配
信

し
、

区
民

等
に

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
「
ノ

ー
プ

ラ
生

活
は

で
き

な
い

が
、

で
き

る
こ

と
か

ら
始

め
れ

ば
よ

い
と

聞
い

て
楽

に
な

っ
た

」
「自

分
が

ど
れ

く
ら

い
プ

ラ
ご

み
を

出
し

て
い

る
か

を
量

っ
て

み
よ

う
と

思
っ

た
」な

ど
講

演
の

中
か

ら
出

て
き

た
キ

ー
ワ

ー
ド

「楽
し

み
な

が
ら

続
け

る
」
に

共
感

し
た

と
の

ア
ン

ケ
ー

ト
が

多
く
寄

せ
ら

れ
た

。

○
環

境
講

演
会

等
を

実
施

す
る

。
環

境
保

全
課

（エ
コ

ラ
イ

フ
め

ぐ
ろ

推
進

協
会

）

1
32

環
境

学
習

機
会

の
提

供
①

バ
ス

見
学

会
②

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
体

験
講

座
③

子
育

て
マ

マ
の

エ
コ

入
門

講
座

継
続

（平
成

1
7年

度
～

）
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

を
視

野
に

お
い

た
啓

発
活

動
を

よ
り

身
近

な
テ

ー
マ

で
行

う
。

「
親

子
ふ

れ
あ

い
自

然
体

験
」は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
と

台
風

の
た

め
「
は

っ
ぱ

d
e
ス

テ
ン

シ
ル

　
エ

コ
バ

ッ
グ

を
作

ろ
う

」に
変

更
し

実
施

し
た

。
ま

た
、

「子
育

て
マ

マ
の

エ
コ

入
門

」は
、

2
～

3
月

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
中

止
が

相
次

い
だ

。

親
子

ふ
れ

あ
い

自
然

体
験

「は
っ

ぱ
de

エ
コ

バ
ッ

グ
を

作
ろ

う
」
6名

「
児

童
館

(子
育

て
マ

マ
の

エ
コ

入
門

」4
回

/6
3人

親
子

を
対

象
と

し
た

事
業

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
子

育
て

世
代

に
身

近
な

環
境

問
題

と
し

て
捉

え
て

も
ら

う
こ

と
が

出
来

た
。

○
「
子

育
て

マ
マ

の
エ

コ
入

門
」

は
定

着
し

て
い

る
の

で
、

引
き

続
き

実
施

し
、

他
の

講
座

に
つ

い
て

も
、

若
年

層
を

取
り

込
め

る
よ

う
な

講
座

を
実

施
し

て
い

く
。

環
境

保
全

課
（エ

コ
ラ

イ
フ

め
ぐ

ろ
推

進
協

会
）

1
33

学
校

等
に

お
け

る
環

境
学

習
の

推
進

学
校

版
め

ぐ
ろ

グ
リ

ー
ン

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
推

進
継

続
（平

成
1
7年

度
～

　
令

和
元

年
度

）
休

止
（令

和
2年

度
）

終
了

（令
和

3年
度

）

な
し

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

実
施

す
る

環
境

学
習

に
つ

い
て

着
実

な
定

着
が

み
ら

れ
る

こ
と

等
か

ら
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

終
了

し
、

新
学

習
指

導
要

領
の

下
で

、
S
D

G
ｓ
等

の
新

た
な

視
点

を
踏

ま
え

た
環

境
教

育
を

様
々

な
教

科
の

学
習

等
の

中
で

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

－
な

し
×

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

実
施

す
る

環
境

学
習

に
つ

い
て

着
実

な
定

着
が

み
ら

れ
る

こ
と

等
か

ら
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

終
了

し
、

新
学

習
指

導
要

領
の

下
で

、
S
D

G
ｓ
等

の
新

た
な

視
点

を
踏

ま
え

た
環

境
教

育
を

様
々

な
教

科
の

学
習

等
の

中
で

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

学
校

運
営

課

1
34

学
校

等
に

お
け

る
環

境
学

習
の

推
進

環
境

学
習

推
進

方
針

の
作

成
環

境
学

習
も

含
め

、
平

成
29

年
3月

に
「目

黒
区

環
境

基
本

計
画

」を
改

定
し

た
。

今
後

は
同

計
画

に
基

づ
き

、
各

事
業

を
実

施
す

る
。

－
－

－
－

－
環

境
学

習
も

含
め

、
2
01

7(
平

成
29

)年
3
月

に
「
目

黒
区

環
境

基
本

計
画

」を
改

定
し

た
。

今
後

は
同

計
画

に
基

づ
き

、
各

事
業

を
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

1
35

学
校

等
に

お
け

る
環

境
学

習
の

推
進

環
境

指
導

員
（
仮

称
）等

の
登

録
・講

師
派

遣
休

止
－

－
－

－
△

－
環

境
保

全
課

（環
境

計
画

係
）

1
36

エ
コ

プ
ラ

ザ
を

活
用

し
た

環
境

学
習

エ
コ

プ
ラ

ザ
を

活
用

し
た

環
境

学
習

（講
座

・講
習

会
の

開
催

、
地

域
団

体
、

事
業

者
、

学
校

等
と

の
協

働
事

業
　

ほ
か

）

継
続

環
境

教
育

・学
習

を
推

進
す

る
た

め
、

多
く
の

参
加

者
が

得
ら

れ
る

講
座

講
演

会
を

、
環

境
活

動
団

体
、

事
業

者
等

と
協

働
し

企
画

・運
営

す
る

。

各
種

講
座

・講
習

会
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
一

部
の

開
催

と
な

っ
た

(詳
細

は
達

成
数

値
に

掲
載

)。

出
前

講
座

「小
学

校
」

3回
/
18

7人
「修

理
コ

ツ
コ

ツ
講

座
(包

丁
研

ぎ
)」

　
1回

/
21

人
「何

で
も

つ
く
り

隊
」5

講
座

延
べ

42
回

/3
9
7人

「サ
ロ

ン
エ

コ
ラ

イ
フ

」
4回

/
74

人
「高

齢
者

セ
ン

タ
ー

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
」　

1回
/
16

人

環
境

に
配

慮
し

た
生

活
を

提
案

す
る

た
め

に
、

身
近

な
体

験
を

通
し

て
楽

し
く
学

べ
る

講
座

・講
習

会
を

企
画

・運
営

し
た

。

○
エ

コ
プ

ラ
ザ

の
活

動
室

等
を

活
用

し
、

講
座

・
講

習
会

の
開

催
に

当
た

っ
て

は
、

参
加

者
層

(特
に

若
年

層
)の

拡
大

を
図

っ
て

い
く
。

環
境

保
全

課
（エ

コ
プ

ラ
ザ

指
定

管
理

者
）

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0
2
1
（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：
拡

大
 ○

：
継

続
 △

：
休

止
  
×

：
廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（
廃

止
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

1
3
7

多
様

な
媒

体
を

活
用

し
た

環
境

情
報

の
発

信
力

の
強

化

エ
コ

プ
ラ

ザ
情

報
室

の
図

書
・

資
料

等
の

整
備

、
広

報
誌

の
充

実

継
続

目
黒

区
エ

コ
プ

ラ
ザ

の
P
R

を
強

化
し

、
エ

コ
プ

ラ
ザ

利
用

の
促

進
を

図
る

。

詳
細

は
達

成
数

値
に

掲
載

。
図

書
貸

出
件

数
2
3
0
件

活
動

室
利

用
件

数
1
6
9
件

エ
コ

プ
ラ

ザ
だ

よ
り

発
行

1
2
回

図
書

・
資

料
等

の
収

集
、

閲
覧

、
貸

出
し

、
エ

コ
プ

ラ
ザ

だ
よ

り
の

発
行

、
情

報
室

内
で

の
季

節
ご

と
の

展
示

を
行

い
効

果
的

に
普

及
啓

発
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

○
引

き
続

き
目

黒
区

エ
コ

プ
ラ

ザ
の

P
R

を
強

化
し

、
目

黒
区

エ
コ

プ
ラ

ザ
利

用
の

促
進

を
図

る
。

環
境

保
全

課
（
エ

コ
プ

ラ
ザ

指
定

管
理

者
）

1
3
8

多
様

な
媒

体
を

活
用

し
た

環
境

情
報

の
発

信
力

の
強

化

環
境

報
告

書
の

作
成

・
配

布
継

続
（
平

成
1
3
年

度
～

）
目

黒
区

環
境

基
本

条
例

第
9
条

に
基

づ
き

、
環

境
の

保
全

に
関

す
る

施
策

の
総

合
的

か
つ

計
画

的
な

推
進

に
資

す
る

た
め

、
環

境
の

状
況

、
環

境
の

保
全

に
関

す
る

施
策

の
実

施
状

況
及

び
評

価
等

を
明

ら
か

に
し

た
環

境
報

告
書

を
作

成
し

、
公

表
す

る
。

2
0
1
7
(平

成
2
9
)年

3
月

改
定

の
「
目

黒
区

環
境

基
本

計
画

」
の

体
系

に
基

づ
き

、
2
0
2
0
(令

和
2
)年

度
に

実
施

し
た

環
境

の
保

全
に

関
す

る
施

策
の

実
施

状
況

及
び

評
価

等
を

明
ら

か
に

し
た

環
境

報
告

書
(本

編
・

概
要

版
)を

作
成

し
た

。

本
編

：
3
0
0
部

発
行

概
要

版
：
6
5
0
部

発
行

最
新

の
環

境
情

報
を

掲
載

し
、

写
真

や
表

を
多

く
取

り
入

れ
読

み
や

す
さ

に
配

慮
し

た
。

区
民

向
け

の
概

要
版

を
区

内
の

複
数

の
施

設
で

配
布

す
る

と
と

も
に

、
本

編
・
概

要
版

を
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
よ

り
多

く
の

区
民

に
情

報
提

供
す

る
よ

う
努

め
た

。
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

つ
い

て
は

、
郵

送
の

ほ
か

に
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

回
答

が
可

能
と

な
り

、
回

答
率

の
向

上
に

努
め

た
。

○
2
0
1
7
(平

成
2
9
)年

3
月

改
定

の
「
目

黒
区

環
境

基
本

計
画

」
の

体
系

に
基

づ
い

た
環

境
報

告
書

(本
編

、
概

要
版

)を
作

成
す

る
。

環
境

保
全

課
（
環

境
計

画
係

）

1
3
9

多
様

な
媒

体
を

活
用

し
た

環
境

情
報

の
発

信
力

の
強

化

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
環

境
情

報
の

掲
載

継
続

（
平

成
1
6
年

度
～

）
積

極
的

な
情

報
提

供
に

努
め

る
。

環
境

保
全

関
係

事
業

や
各

報
告

書
な

ど
に

つ
い

て
情

報
を

掲
載

し
た

。

1
5
7
コ

ン
テ

ン
ツ

を
公

開
し

た
。

区
の

環
境

関
連

情
報

に
つ

い
て

適
宜

情
報

を
掲

載
し

、
周

知
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（
環

境
計

画
係

）

1
4
0

多
様

な
媒

体
を

活
用

し
た

環
境

情
報

の
発

信
力

の
強

化

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
環

境
保

全
施

策
の

推
進

）
の

活
用

継
続

（
平

成
2
2
年

度
～

）
環

境
情

報
を

多
く
の

区
民

へ
発

信
す

る
。

「
も

っ
と

知
り

た
い

環
境

の
こ

と
（
環

境
保

全
施

策
の

推
進

）
」
ペ

ー
ジ

の
活

用
を

図
る

こ
と

と
す

る
。

ア
ク

セ
ス

数
　

2
,6

3
4
回

内
訳

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
2
,1

9
8
回

ス
マ

ホ
版

：
4
3
6
回

ア
ク

セ
ス

数
に

つ
い

て
、

2
0
2
0
(令

和
2
)年

度
の

1
,7

1
6
回

よ
り

増
加

し
た

。
今

後
も

継
続

し
て

情
報

を
発

信
し

、
環

境
に

関
連

す
る

情
報

の
普

及
啓

発
や

情
報

提
供

を
積

極
的

に
行

う
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（
環

境
計

画
係

）

1
4
1

め
ぐ

ろ
エ

コ
サ

ポ
ー

タ
ー

制
度

登
録

者
へ

の
活

動
支

援

エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
制

度
継

続
エ

コ
サ

ポ
ー

タ
ー

登
録

者
が

自
主

活
動

を
行

え
る

よ
う

支
援

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
保

全
活

動
団

体
の

増
加

を
図

る
。

毎
月

エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
に

情
報

提
供

し
た

が
、

協
会

の
イ

ベ
ン

ト
や

講
座

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

ほ
と

ん
ど

が
中

止
と

な
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
依

頼
も

で
き

な
か

っ
た

。
エ

コ
ラ

イ
フ

め
ぐ

ろ
推

進
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
め

ぐ
ろ

エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
専

用
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

、
情

報
の

提
供

を
行

っ
た

。

エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
者

数
1
1
1
人

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

は
難

し
か

っ
た

が
、

Ｈ
P
上

で
情

報
共

有
等

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
こ

と
で

、
一

定
の

交
流

が
図

ら
れ

た
。

○
引

き
続

き
エ

コ
サ

ポ
ー

タ
ー

登
録

者
が

自
主

活
動

を
行

え
る

よ
う

支
援

す
る

。

環
境

保
全

課
（
エ

コ
プ

ラ
ザ

指
定

管
理

者
）

1
4
2

環
境

に
配

慮
し

た
事

業
活

動
の

促
進

【
再

掲
】
め

ぐ
ろ

グ
リ

ー
ン

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
事

業
所

版
)

継
続

（
平

成
1
6
年

度
～

）
参

加
団

体
の

取
組

を
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
普

及
し

な
が

ら
、

参
加

団
体

の
呼

び
か

け
に

努
め

る
。

新
規

認
定

件
数

：
0
件

更
新

認
定

件
数

：
6
件

中
間

報
告

件
数

：
1
件

認
定

会
2
回

永
年

取
組

表
彰

：
1
件

参
加

登
録

団
体

：
2
3
件

区
内

事
業

者
に

周
知

の
た

め
、

募
集

用
の

チ
ラ

シ
を

作
成

し
配

付
し

た
。

そ
の

結
果

、
新

規
参

加
事

業
者

が
1
件

あ
り

、
基

準
年

度
の

件
数

に
到

達
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
事

業
者

等
に

お
け

る
環

境
に

配
慮

し
た

取
組

の
啓

発
に

努
め

る
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

1
4
3

環
境

に
配

慮
し

た
事

業
活

動
の

促
進

E
M

S
（
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
）
研

究
会

活
動

支
援

継
続

（
平

成
1
9
年

度
～

）
－

め
ぐ

ろ
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
研

究
会

の
活

動
を

支
援

し
た

。
－

循
環

型
社

会
に

向
け

た
環

境
保

全
活

動
を

行
う

め
ぐ

ろ
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
研

究
会

の
活

動
を

支
援

し
た

。

○
事

業
者

等
に

お
け

る
環

境
に

配
慮

し
た

取
組

の
啓

発
に

努
め

る
。

環
境

保
全

課
（
温

暖
化

対
策

係
）

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

2
0
2
1
（
R

3
）
年

度
2
0
2
2
（
R

4
）
年

度
の

予
定
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事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

2
0

2
1

（
R

3
）
年

度
の

事
業

目
標

2
0

2
1

（
R

3
）

年
度

末
の

進
捗

状
況

達
成

数
値

2
0

2
1
（

R
3
）

年
度

に
お

け
る

事
業

の
評

価

予
定

(◎
：拡

大
 ○

：継
続

 △
：休

止
  

×
：廃

止
)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（廃
止

の
場

合
は

そ
の

理
由

）

14
4

環
境

に
配

慮
し

た
事

業
活

動
の

促
進

国
際

規
格

取
得

支
援

事
業

継
続

（平
成

12
年

度
～

）
環

境
に

配
慮

し
た

事
業

活
動

の
促

進
0件

0件
20

21
(令

和
3)

年
度

は
申

請
が

な
か

っ
た

。
数

年
に

１
件

の
申

請
が

あ
る

。
環

境
に

配
慮

し
た

事
業

活
動

は
世

界
的

に
も

広
が

り
を

み
せ

て
い

る
の

で
、

今
後

も
IS

O
14

00
0シ

リ
ー

ズ
の

需
要

が
あ

る
も

の
と

考
え

る
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

産
業

経
済

・消
費

生
活

課

14
5

自
主

的
な

環
境

学
習

の
支

援
堆

肥
化

関
連

事
業

継
続

（平
成

7年
度

～
）

環
境

学
習

施
設

（駒
場

野
公

園
内

）に
お

い
て

生
ご

み
の

堆
肥

化
を

促
進

す
る

。

利
用

回
数

40
回

利
用

回
数

40
回

地
域

団
体

の
活

動
が

定
着

し
て

い
る

。
○

継
続

し
て

実
施

す
る

。
環

境
保

全
課

（環
境

計
画

係
）

14
6

自
主

的
な

環
境

学
習

の
支

援
小

中
学

生
等

の
受

入
休

止
事

業
に

つ
い

て
検

討
。

－
－

－
△

－
環

境
保

全
課

（環
境

計
画

係
）

14
7

環
境

推
進

員
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
環

境
推

進
員

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
講

座
及

び
交

流
会

継
続

（平
成

22
年

度
～

）
環

境
推

進
員

が
、

区
や

団
体

等
と

協
力

し
て

地
域

で
活

動
し

て
い

く
た

め
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
講

座
を

開
催

す
る

。
ま

た
、

交
流

会
等

を
開

催
し

て
、

環
境

推
進

員
が

協
力

し
合

っ
て

地
域

で
活

動
で

き
る

よ
う

に
、

連
携

を
図

る
。

「ご
み

収
集

の
現

場
か

ら
見

る
目

黒
の

ご
み

事
情

」を
テ

ー
マ

に
目

黒
区

清
掃

事
務

所
の

職
員

を
講

師
に

環
境

推
進

員
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

講
座

を
開

催
し

た
。

参
加

者
　

14
名

当
日

予
定

が
あ

っ
た

り
、

コ
ロ

ナ
禍

で
講

座
に

参
加

が
出

来
な

い
人

も
講

座
を

視
聴

で
き

る
よ

う
講

座
の

様
子

を
撮

影
し

、
め

ぐ
ろ

エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
専

用
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た
。

○
環

境
推

進
員

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
講

座
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。
環

境
保

全
課

（エ
コ

ラ
イ

フ
め

ぐ
ろ

推
進

協
会

）

14
8

め
ぐ

ろ
エ

コ
サ

ポ
ー

タ
ー

制
度

登
録

者
へ

の
活

動
支

援
【再

掲
】

【再
掲

】エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
制

度
継

続
エ

コ
サ

ポ
ー

タ
ー

登
録

者
が

自
主

活
動

を
行

え
る

よ
う

支
援

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
保

全
活

動
団

体
の

増
加

を
図

る
。

毎
月

エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
に

情
報

提
供

し
た

が
、

協
会

の
イ

ベ
ン

ト
や

講
座

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

ほ
と

ん
ど

が
中

止
と

な
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
依

頼
も

で
き

な
か

っ
た

。
エ

コ
ラ

イ
フ

め
ぐ

ろ
推

進
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
め

ぐ
ろ

エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
専

用
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

、
情

報
の

提
供

を
行

っ
た

。

エ
コ

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
者

数
11

1人
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

な
ど

は
難

し
か

っ
た

が
、

H
P

上
で

情
報

共
有

等
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

こ
と

で
、

一
定

交
流

が
図

ら
れ

た
。

○
引

き
続

き
エ

コ
サ

ポ
ー

タ
ー

登
録

者
が

自
主

活
動

を
行

え
る

よ
う

支
援

す
る

。

環
境

保
全

課
（エ

コ
プ

ラ
ザ

指
定

管
理

者
）

14
9

地
域

の
環

境
保

全
活

動
の

普
及

及
び

参
加

促
進

エ
コ

・チ
ャ

レ
ン

ジ
顕

彰
継

続
（平

成
13

年
度

～
）

省
エ

ネ
・省

資
源

、
ご

み
減

量
・リ

サ
イ

ク
ル

、
グ

リ
ー

ン
購

入
等

、
環

境
負

荷
の

低
減

や
環

境
保

全
の

た
め

に
顕

著
な

取
組

を
行

っ
て

い
る

区
民

、
事

業
者

及
び

団
体

等
を

顕
彰

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

に
お

け
る

環
境

保
全

へ
の

取
組

み
意

欲
を

高
め

、
環

境
と

共
生

す
る

ま
ち

づ
く
り

の
一

層
の

推
進

を
図

る
。

1団
体

、
1事

業
者

1団
体

、
1事

業
者

累
積

区
民

57
人

、
57

団
体

、
15

事
業

者

区
報

及
び

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
周

知
し

た
。

○
幅

広
い

環
境

活
動

や
継

続
し

た
取

組
を

し
て

い
る

区
民

・事
業

者
及

び
団

体
な

ど
を

発
掘

す
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
活

動
し

て
い

る
町

会
な

ど
の

取
組

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
顕

彰
す

る
こ

と
で

、
地

域
に

お
け

る
環

境
保

全
の

取
組

意
欲

を
高

め
る

。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

整
理

番
号

主
な

施
策

事
業

名

2
0

2
1

（
R

3
）

年
度

2
0

2
2

（
R

4
）
年

度
の

予
定

担
当

課



 

132 

 

事
業

の
開

始
年

度
と

継
続

状
況

20
21

（R
3）

年
度

の
事

業
目

標
20

21
（R

3）
年

度
末

の
進

捗
状

況
達

成
数

値
20

21
（R

3）
年

度
に

お
け

る
事

業
の

評
価

予
定

(◎
：拡

大
 ○

：継
続

 △
：休

止
  
×

：廃
止

)

予
定

し
て

い
る

事
業

内
容

（廃
止

の
場

合
は

そ
の

理
由

）

15
0

地
域

の
環

境
保

全
活

動
の

普
及

及
び

参
加

促
進

エ
コ

ま
つ

り
・め

ぐ
ろ

継
続

（平
成

24
年

度
～

）
地

域
の

団
体

等
が

企
画

・準
備

段
階

か
ら

関
わ

っ
て

、
環

境
に

や
さ

し
い

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
で

き
る

場
所

を
提

供
す

る
。

地
域

団
体

と
事

業
者

団
体

、
企

業
、

区
が

連
携

し
、

12
月

に
実

施
を

計
画

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

代
替

対
応

と
し

て
パ

ネ
ル

展
を

行
っ

た
。

参
加

団
体

 1
3団

体
来

場
者

数
 約

37
7人

実
施

期
間

を
11

日
間

と
設

定
し

た
こ

と
で

来
場

者
に

は
展

示
資

料
な

ど
を

じ
っ

く
り

見
て

も
ら

え
、

協
会

ス
タ

ッ
フ

か
ら

来
場

者
に

詳
し

く
説

明
す

る
場

面
も

多
く
持

て
た

。
反

面
、

出
展

団
体

か
ら

来
場

者
に

対
し

出
展

内
容

の
直

接
説

明
が

し
に

く
い

こ
と

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
の

販
売

な
ど

が
実

施
で

き
な

い
こ

と
な

ど
、

人
々

の
交

流
と

い
う

点
で

は
十

分
と

は
言

え
な

か
っ

た
。

○
エ

コ
ま

つ
り

・め
ぐ

ろ
20

22
を

田
道

ふ
れ

あ
い

館
・田

道
広

場
公

園
で

12
月

に
開

催
す

る
。

環
境

保
全

課
（エ

コ
ラ

イ
フ

め
ぐ

ろ
推

進
協

会
）

15
1

地
域

の
環

境
保

全
活

動
の

普
及

及
び

参
加

促
進

地
域

団
体

と
の

連
携

、
支

援
事

業
、

地
域

活
動

協
力

者
の

養
成

①
人

材
バ

ン
ク

②
エ

コ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
支

援

①
継

続
（平

成
19

年
～

）
②

継
続

・新
規

（一
部

は
平

成
19

年
度

～
）（

エ
コ

ラ
イ

フ
め

ぐ
ろ

推
進

協
会

の
自

主
事

業
）

環
境

保
全

活
動

を
行

う
団

体
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
や

活
動

の
場

の
提

供
・知

識
の

共
有

な
ど

環
境

推
進

養
成

講
座

修
了

生
同

士
の

交
流

が
図

ら
れ

る
よ

う
支

援
し

て
い

る
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

活
動

が
で

き
な

か
っ

た
。

団
体

間
の

情
報

共
有

や
交

流
、

活
動

発
表

な
ど

を
目

的
に

、
エ

コ
ま

つ
り

・め
ぐ

ろ
20

21
パ

ネ
ル

展
に

出
展

し
た

団
体

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

た
動

画
を

シ
ェ

ア
ム

ー
ビ

ー
と

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た
。

①
シ

ェ
ア

ム
ー

ビ
ー

参
加

団
体

数
7団

体
②

エ
コ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

貸
出

　
1イ

ベ
ン

ト

－
○

団
体

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

寄
与

で
き

る
よ

う
交

流
会

な
ど

を
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（エ

コ
ラ

イ
フ

め
ぐ

ろ
推

進
協

会
）

15
2

区
民

・団
体

・事
業

者
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
環

境
施

策
の

推
進

地
球

温
暖

化
対

策
地

域
協

議
会

運
営

支
援

継
続

（平
成

18
年

度
～

）
－

地
球

温
暖

化
対

策
地

域
協

議
会

を
開

催
し

た
。

会
議

開
催

回
数

協
議

会
2回

地
球

温
暖

化
対

策
地

域
協

議
会

に
お

い
て

、
地

球
温

暖
化

対
策

地
域

推
進

計
画

の
進

捗
状

況
を

確
認

し
、

目
標

に
向

け
た

効
果

的
な

取
組

に
つ

い
て

検
討

し
た

。

○
目

黒
区

地
球

温
暖

化
対

策
地

域
協

議
会

を
開

催
し

、
日

常
生

活
や

事
業

活
動

に
関

す
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
の

抑
制

等
に

関
し

、
必

要
と

な
る

べ
き

措
置

に
つ

い
て

協
議

す
る

。

環
境

保
全

課
（温

暖
化

対
策

係
）

15
3

区
民

・団
体

・事
業

者
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
環

境
施

策
の

推
進

環
境

審
議

会
運

営
継

続
（平

成
13

年
度

～
）

環
境

審
議

会
4回

開
催

環
境

審
議

会
2回

開
催

(第
1回

：書
面

開
催

、
 第

2回
：通

常
開

催
)

－
環

境
審

議
会

で
は

、
環

境
保

全
施

策
に

つ
い

て
の

報
告

や
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

○
継

続
し

て
実

施
す

る
。

環
境

保
全

課
（環

境
計

画
係

）

15
4

他
地

域
と

の
連

携
に

よ
る

取
組

の
推

進

め
ぐ

ろ
エ

コ
の

森
の

維
持

管
理

継
続

（平
成

22
年

度
～

）
－

植
樹

し
た

樹
木

を
生

育
さ

せ
る

た
め

に
、

生
育

の
支

障
と

な
る

下
草

な
ど

の
刈

り
払

い
及

び
、

獣
類

に
よ

る
被

害
を

防
止

す
る

た
め

の
忌

避
剤

散
布

を
行

っ
た

。

－
植

樹
し

た
樹

木
の

生
育

状
況

の
聞

き
取

り
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
20

20
(令

和
2)

年
度

か
ら

本
数

の
減

少
は

な
か

っ
た

。

○
め

ぐ
ろ

エ
コ

の
森

の
維

持
管

理
を

進
め

る
と

と
も

に
、

事
業

の
拡

充
や

、
木

材
を

活
用

し
た

新
た

な
事

業
を

検
討

す
る

。

環
境

保
全

課
（温

暖
化

対
策

係
）

担
当

課
整

理
番

号
主

な
施

策
事

業
名

20
21

（R
3）

年
度

20
22

（R
4）

年
度

の
予

定



 

 

 

 

 

より詳しい情報を知りたい⽅のために… 

・環境調査報告書 
基本方針４で報告した大気・水質などに関する環境調査結果を詳細に掲載した報告書で

す。２０２２（令和４）年度版は、１０月頃の発行を予定しています。 

トップページ＞行政情報＞統計・調査・報告＞調査・報告＞環境調査報告書 

・環境保全施策実施状況⼀覧表 
 区の環境保全施策実施状況をまとめたものです。 

トップページ＞行政情報＞統計・調査・報告＞調査・報告＞目黒区環境報告書 

（めぐろの環境） 

ご意⾒・ご感想をお聞かせください 

２０２２（令和４）年度版めぐろの環境（環境報告書）をお読みいただきありがとうござい

ました。 

今後の環境報告書づくりの参考にしていきますので、ご意見・ご感想などをお聞かせください。 

〔 宛て先 〕目黒区 環境清掃部 環境保全課 環境計画係 

電 話：０３－５７２２－９３５６ ＦＡＸ：０３－５７２２－９４０１ 

Ｅmail：kankyo01@city.meguro.tokyo.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２めぐろの環境 

（令和４年度版 環境報告書） 
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